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1.巻 頭 声

今年は国立遺伝学研究所の創立 25周年に当る.諸般の事情で盛大な式典を

催すことはできなかったが,｢創立25周年記念誌｣の発行に重点をおき,11月
9日にはささやかながら記念の集会を開いて木原前所長に記念講演をお願いし

た.その他例年の公開講演 (11月 16日,於東京)も25周年記念として田島,

木村両部長が講師をつとめられた.これら一連の記念行事は青田部長を委員長

とする委員会が企画と実行に当ったが,特に記念誌には多くの所員の協力を得

ての苦心の編集であった.記念誌の巻頭でも述べたが,25年前わが国立遺伝学

研究所が設立された1949年はまさに 〃古典遺伝学"の 英̀雄的な時期'をうけ

ついで近代遺伝学が力強く脈うちはじめた頃である.いわば当研究所 25年の

歴史はそうした近代遺伝学の流れの中にあって,しかも 〟古典遺伝学"を基盤

としながち遺伝学全般の総合的発展に尽した努力の集積,といえよう.

8月8日には常陸宮,同妃両殿下が御来訪になり2時間近く所内を御覧にな

った.常陸宮殿下は生化学を御専攻されており特にがん細胞等の研究には深い

関心をお持ちで熱心に御見学になった.

本年度の予算関係では植物保存研究室の新設と錦田中学校跡地の一部購入が

認められたことが注目される.従来当研究所では重要実験生物であるコムギ,

イネ,アサガオ,ネズミ,カイコ,ショウジョウバエ,細菌類等の系統保存を

関係各研究部が分担して実施して釆たが,重要系統の増加につれて研究部での

負担が益 大々きくなることを考慮し,｢遺伝学研究に必要な実験生物の重要系
統の維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う｣という目的をも

った 遺̀伝実験生物保存研究施設'の新設にふみ切った.その第一着手として

植物保存研究室が認められたのである.今後つづいて動物保存研究室及び微生

物保存研究室を加えて行く方針である.これによって貴重な研究材料である系

統の遺伝質の維持保存に万全を期するとともに,さらに高度の研究の推進をは

かろうとするものである.

次に錦田中学校跡地購入のことは創立当時三島市の要請にこたえて研究所予

定地の一部を中学校の土地として割愛したとき "将来中学校移転の際は跡地は

必ず研究所に渡す"との市側との約束に基づくものである.約 5000坪のうち

一先ず校舎跡をふくむ約 2000坪を帝人する予算が本年認められたが,つづい

て 50年度予算で残りを購入する目途がほぼついている.

国際交流は本年も盛んだった.多くの外国人来訪者の中,長期滞在して共同
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研究に従事されたのはシカゴ大学の MontgomerySlatkin博士 (6月 1日～8

月 31日),ウィスコンシン大学の J&meSF.Grow教授 (7月16日～12月28

日),及びルソト大学の II.LimaJe-Faria教授 (10月 81日～12月 28日)

.08氏である･こちらからの海外出張及び研修旅行は,国際会議, シンポジウ
ムまたはセミナー出席や研究協力等で延 14名,行先はアメ1)カ, カナダ, ソ
逮,フランス,オーストリア等 10ヶ国に及んでいる.

この原稿は 1975年 2月に執筆しているが,先頃の評議員会で私がこの8月

を以て2期6年の任期を終えて退任することが認められたので私の巻頭言 もこ

れが最終である.この6年の間徽力な私をたえずはげまされ御協力下さった内

外各方面の方々の御厚情に深い感謝をささげるとともに,研究所の限りない発

展をおいのりする.

家路 矢島夷



ll.研 究 室 一 覧 (昭和 49年 12月末現在)
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研 究 課 題

III.研 究 課 題

課 題 l研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

栽培イネの起原と分化

クマネズミ属の種の分化と染色体

クマネズミ属の種の分化とトランスフェリン

ネズミ類における細胞抗原分化の免疫遺伝学的研究

染色体進化の基礎理論

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ塀の遺伝ならびに実験動物化に関する研
究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

アナナスショウジョウバェ雄における乗りかえの研
究

野生ネズミ塀の細胞遺伝学的研究

姉妹染色分体交換の細胞遺伝学的研究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

アリ類の細胞遺伝学的研究

4. 腫森の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞腫疹におけるクローン変化の機構

染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

腫癌タソバクの研究

5. 動植物の生理遺伝学的研究

動物に対する騒音環境の影響に関する研究 (環境庁)

生理第 2

応用第 1
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環境汚染の植物に対する遺伝的影響の研究

ショウジョウバェの行動遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

6. 遺伝物賞および遺伝形賞の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ類における血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

晴乳類のアイソザイムに関する研究

7. 放射綾及び化学物ftこよる突然変異の研究

放射線および化学物質による微生物突然変異誘起の
分子機構

遺伝傷害の補修に関する酵素的研究

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

枯草菌における DNA修復諸機構

植物の培養細胞における突然変異と細胞分化

禾穀類の放射線突然変異における線量率とRBE

トウモロコシおよびアラビドプシスにおける人為突
然変異誘起機構

体細胞突然変異因子の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

漂 芸芸 …
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研 究 課 題

マウスにおける放射線および化学物質による突然変
異誘起の研究

微生物による変異原および発癌原の検出

人間環境におけるポテンシャルミニータゲソに関す
る基礎的研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的突然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

化学物質による染色体変異の研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

地理的構造をもつ集団の数理遺伝学的研究

自然集団における蛋白多型についての統計遺伝学的
研究

ショウジョウバェの自然集団における変異保有機構
の実験的研究

キイロショウジョウバェの自然集団における逆位お
よび有害遺伝子保有機構の研究

制御環境におけるショウジョウバェの適応性の研究

9. 育種の基礎に関する研究

動物集団における遺伝パラメーター推定に関する理
論的研究

ニワト.)とその近縁鳥類における遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

ネズミの行動遺伝学的研究

育種理論の研究

植物育種法の効率に関するモンテ･カルロ実験

植物の競争に関する研究

天然林の遺伝学的研究

アラビドプシスの生態遺伝学的研究

変異第 1
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儲 芳 墨

形質第 1

形質第 1

形質第 1
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集団第 1
集団第 2
集団第 1
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集団第 2

集団第 2

生理第 1

生理第 1

応用第 1
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同遺伝質系統の利用によるイネの雑種不稔性の遺伝 ∈応用第 3

イネの成長様式の遺伝的変異と適応性

イネ科雑草の生態遺伝学的研究

花器における通電特性の生殖生理学的研究

10. 人類遺伝に関する研究

人類の諸形質の遺伝学的研究

免疫の分子遺伝学的研究

ヒト血液および臓器の酵素多型に関する研究

ヒト染色体の同定に関する研究

染色体多型の個体識別への応用に関する研究

羊水による出生前診断に関する研究

不分離の成因に関する研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

DNA複製化機構に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

細菌べん毛の遺伝学的研究

無細胞系におけるべん毛たん白の合成とその調節機
構の研究

■ 普遍導入の機構に関する研究

細菌べん毛生成の調節に関する分子遺伝学研究

, 温度感受性変異体の系統的分離と同定

大腸菌の変異性に関する研究

応用第 3

応用第 3

億 袋菜 …

人頬第 1

人煩第 1

人棋第 1

人類第 2

人規第 2

人額第 1

人規第 2

人頓第 1

人類第 2

人類第 1

生化第 2
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IV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部は2研究室に分れ,第1研究室ではカイコの遺伝学的研究ならびにカイコを

材料にした突然変異の研究を,第2研究室では培養細胞を用いて,形質分化および体細胞

突然変異の研究などを進めている.またこの部の事業としてカイコの突然変異系統および

染色体異常系統の保存を行っている.

第1研究室では永年高等生物における放射線および化学物質による突然変異効果ならび

に生成機構の研究に取組んできた.放射線については従来から進めてきた不安定遺伝子座

の研究のほか トリチュウムの内部照射の効果に関する研究を本年度より開始した.化学物

質については文部省科学研究費による組合研究 ｢人間環境に存在するポテンシャルミュー

タゲンに関する基礎的研究｣の研究代表者として田島部長はその推進に努力した.

またこの班の仕事として前年度以来研究を続けた食品添加物フリルフラマイドの突然変

異性が大きな社会問題となったので,田島部長は食品衛生調査会の臨時委員として,安全

性の検討に参加すると共に,広くニトロフラン化合物の生物作用に関し内外の文献を渉猟

して総合抄録にまとめ,MutationResearch誌に寄稿した.なおこの研究の一部は日米

医学協力研究計画による ｢突然変異原がん原部会｣ のシソポジュウム (昭和 49年 8月

4-5日箱根および 6-7日東京,昭和 49年 12月 8日～14日ホノルル)でも報告した.

このほか田島部長は昭和 49年 6月米国シァトルで開催された第 5回国際放射線研究

会議に出席して,この会議の運営にあたると共に研究発表を行った.

村上研究員はカイコ雌における遺伝子組換誘発の研究,新らしい細胞学的技術を用いた

カイコ染色体の研究,厚生省 ｢がん原物質の突然変異性によるスクリーニング｣研究班の

分担研究などの実施にあたった.

第2研究室では,昆虫および嘱乳類の細胞を用いて,体外培養条件下における形質分化,

体細胞突然変異の生成機構,癌の発現機構などの研究を行っている.

昆虫の培養細胞を用いた形質分化の研究は,ショウジョウバエの生殖巣の細胞増殖と分

化についてこれまでの成果を J.InseetPbysiol.や動物学雑誌などに発表したが, さら

に肱細胞における形質発現については,本年度は致死突然変異の使用により,研究を大き

く進展させることができ,この結果を Natureに発表したほか,12月9日～12日東京

で開催された日米科学セミナー ｢無脊椎動物組織培養会議- 基礎的研究-の利用｣にお

いて発表した.

また,嘱乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究では,ヒト正常2倍体細胞を用
いて,種々の化学物質による8-アザグアニン抵抗性突然変異の生成について,その形質

発現と細胞の分裂や DNA 合成との関連を明らかにすることができ,結果を遺伝学雑誌
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その他に発表した.

そのほか,東京大学大学院薬学系研究科博士謀程 工藤一郎が夏季期間,また,食品薬

品安全センタ-毒性部門研究員渋谷徹が8月より1カ年間,特別研究生として,培養細胞

を用いた突然変異の研究に参加した.

第1研究室 (田島)

1) 突然変異生成機構に関する研究: 前年度に引き続きカイコで認められる遺伝子の

不安定性を中心に研究を進めた.

(a) 不安定性 M′系統について (田島): 従来の研究成果を取 りまとめ ソ連科学アカ

デミー B.L Astaurov博士記念出版に寄稿した.

(b) 第5染色体に数個の不安定遺伝子を持つ系統の分析 (村上): Ⅹ線照射によって

えられた赤卵モザイクの一系統は単に +re座位に関してばかりでなく +pe,+oた,+oc座

位に関しても不安定で,この系統に pe,ok,ocなどを交配するとこれら標識遺伝子に関

するモザイクの他に標識形質を完全に持つ個体を少数ながら生ずる.後者の出現原因につ

いては完全な遺伝子突然変異による可能性のほか染色体組換えによる可能性も考えられる.

後者の可能性を確かめるため,この系統に pe+を交配し,その後代を分析した結果,こ

の系統では雌においても染色体組換えが起こり得る可能性が強いことが判った.

(e) 放射線誘発突然変異に対する低温後処理効果 (田島 ･深瀬): カイコ卵色特定座

位法を用いた場合にえられるpremutationaldamageの性状を明らかにするため,C108

系統を用い大きな染色体異常の関与が少ないと見られる精(卵)原細胞期に照射を行い照射

後低温 (5oC)および高温 (27oC)に5時間保護し,後処理温度が突然変異の生成にどのよ

うな効果を持つかを調べた.DNA切断端の両結合に関与する酵素は5oC以下で作用が抑

圧されることが知られているので,このような条件においてもその後の発育に大きな支障

を招来することのないよう,照射実験には貯化直後の蟻蚕をえらんだ.低温は高温に比較

して,明らかに全体型突然変異の出現率を増大させることが認められた.このことは回復

に酵素作用が関係していることを示唆した.なを温度 loCについて突然変異率を 1×10~5/

loeus増減させる効果が見られた.

2) ポテンシャルミュータゲソに関する基礎的研究

(a) 卵母細胞法で突然変異が誘発される時期 (田島 ･鬼九): 環境変異原に対する鋭

敏な検出方法としてカイコで開発された卵母細胞法はニトロフラン化合物などの突然変異

性検定に効果的に利用できることが証明されたが,その作用特性についてはまだ明らかで

ないので,この点について研究を進めた.その結果卵形成の中期 (桶中期)と卵が産下さ

れてから始まる成熟分裂中期前後の2期に感受性の高い処があることが判明した.

卵母細胞法の要点は嫡中期に雌桶に被検物質を注射する点にある.このことは産下後卵

内で成熟分裂が起こる時期に突然変異に関する放射線感受性が非常に高いことが知られて

いたので,この時期に薬剤を効果的に作用させるための条件を明らかにするための実験を

行いマイトマイシン (MMC)注射でこの時期は化蛾前5日と決定された.この通りとする

と注射された被検物質はこの間活性の状態で保たれなければならないことになる.この時
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期の注射で Furylfuramideもやはりかなりの頻度で突然変異を誘発することが判った.

この物質はマウス,細菌などの細胞内で容易に分解されることが知られているので,カイ

コでは例外的に代謝能力がないのか,それとも注射を行った化峨5日前項のカイコの卵細

胞が高感受性状態にあるのかという問題を提起した.そこで生物活性半減期が短いことが

知られている DESおよびEMSを用いて,実験したところ,誘発突然変異率は化峨6日

前注射をピークとして,単項曲線で変化することが判明した.このことはこの時期の卵母

細胞核が DESに高い感受性で反応することを示す.Furylfuramideに対する反応もお

そらく同様のものと考えられる.

(b) Furylfuramide突然変異率の放射線当量 (田島,鬼丸): Furylfuramideの突

然変異に関する放射線当量 (REC)を求める実験をカイコについて行った.従来えられた

幾つかの実験データを組合わせて,RECを求める方法とγ線照射およびFurylfuramide

注射実験を同時に行って RECを求める方法との両者を用いた.誘発変異率はⅩ線,γ線
の場合は 10-7/locus/R であらわし,Furylfuramideについては雌嫡体重 1gあたり

10-5/locus/fLg単位であらわした.独立に行った数次の実験から求めた RECは 20-80,

同時に行った実験から求めたRECは 58となり,ほぼ一致した値が得られた.

(C) 各種がん原物質の突然変異性 スクリーニング (田島,村上,大沼,深瀬): 環境

中に存在する化学変異原物質の突然変異性を鋭敏に検出するための方法として,われわれ

はカイコの卵母細胞法を提唱したが,この方法の適用特性を明らかにするため,各種化学

物質についての突然変異性スクリーニング実験を進めた.この研究は厚生省の ｢突然変異

性によるがん原物質検索共同研究｣の一部として行ったものである.過去2年間に47種の

化合物について調査したが,このうち突然変異性の検出されたものは ButylnitrosouTea,

N-n-Butylurethane, N-n-ButyトN-nitrosourethane, N-Aqet,hyl-N-nitrosourp,a,

Nitrofurazoneおよび Furylfuramideの6種である.有名な発がん剤である 4NQO

はカイコに対し毒性が強く,突然変異性を確かめることができなかった.また亜硝酸は卵

色を赤褐色に変える表型模写作用が強く,突然変異性の確認はできなかった.Acetamide

とPhenaeetineは共に構造の似た物質でカイコの卵形成を異常にする作用が強かったが

突然変異性は確認できなかった.

(d) カイコ成熟精子に対する Diethylsulfateの突然変異誘発作用 (村上): Diethy1-

Sulfate(DES)は半減期の非常に短い (25oCで 1.8h)アルキル化剤で,強い突然変異作

用を持つことが知られている.桶期の成熟精子を対象として特定在位法により突然変異発

生に対する濃度一効果関係を調べた.検出された変異体の 90%は正常細胞部に比して突

然変異部の小さいモザイクであったが,低い頻度ながら半身モザイク,正常細胞部分の小

さい型,複合型,全体変異型なども検出された.濃度効果関係は典型的なシグモイド型で,

0.670においてプラトーに達し,それ以上の濃度では殆んど平衡を保つが,多少低下する

傾向を示した.

3) 低線量ならびに低線量率放射線の遺伝子突然変異誘発効果

本年度からこの謀題の下にカイコの腫子に対する SHの内部照射の効果を明らかにする
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ための研究を発足した.

(a) カイコの休細胞突然変異による効果の検出 (田島･鬼九 ･深瀬):3H-チミジンを

雌蛸に注射する方法で形成中の卵細胞質内にとりこませ,冬期間かなりの長い間継続して

内部照射を行い,それによって低線量率ながら線量を大きくする方法で突然変異検出効果

を高めることを意途した.材料は C108系統の正常型雌で発蛾 5-6日前に 3H-チミジ

ンを食塩水溶液として1頭当り50FLCi注射した.この雌に羽化後 peok雄をかけ合せた.

産下卵は翌春醇化まで103日間卵期があった.卵については pe斑点は認められなかった

が酵化した幼虫について胸腹部の皮膚に生ずる ok斑点の教と大きさを調べたところ,こ

のような小斑点を持つ個体の出現顕度は 50fLCi区で 6.3970,食塩水区で0.7770であっ

た. このことからaH-チミジンが突然変異効果を持つことは明らかであるが, 突然変異

率を求めることは万法的に困難があるので生殖細胞系を用いて同様な実験を進めている.

(b)aH-チミジンの卵内移行量 (鬼丸): 突然変異率を計算する基礎的資料としてカイ

コ雌桶に 3H-チミジンを1頭あたり50FLCi注射した場合実際に卵内に移行する3H-チミ

ジンの活性がどの程度であるかを測定した.注射した個体は羽化後,0.57oKOH液です

りっぷし,液体シンチレーションカウンタ-で活性を測定した.注射した 8H 活性の約

3/2が失われ,残る3/1中約 6070は卵巣卵中に約 4070は体細胞に含まれていた.座

下卵に実際移行したものは 0.67-2.17ffCi(平均一蛾卵数377個)で予想外に小さな数字

であった.これは注射された8Ⅱ-チミジンの大部分が尿として排推されたためではないか

と思われる.

4) カイコ雌におけるⅩ線による組換え事象の誘発実験 (村上)

カイコの遺伝子組換えは雄では起こるが雌では起こらない.この機構を明らかにする目

的で発育段階を異にする雌生殖細胞を用いてⅩ線により組換えを誘発する実験を行った.

組換え型の検出には卵色遺伝子 pe(5-0.0)とre(5-31.7)に関してトラソス型へテロ

の雌を実験系に用いた.

5令幼虫の細胞 (発育初期の卵母細胞)では他の時期の細胞と異なりⅩ線照射によって

生ずる組換え型黒卵の出現が自然に出現する頻度の約 10倍程度まで上昇することが認め

られ声.この時期に誘発された組換え型は,相同染色体間に生じた交叉型の方が非相同染

色体型より3倍も高かった.つぎに感受性の高い5(4)令幼虫期と感受性の低い蛸期との

卵母細胞について線量と組換え型の誘発額度との関連を分析した,その結果,組換え型の

誘発頻度は線量の増加に併って上昇した.なお 2000Rまで多少直線性から離れる程度の

2ヒット型であった. このことは Ⅹ線による組換え型の出現機構が大多数の1ヒット性

の事象と僅少な2ヒット性のものとの混合であることを示唆した.非相同染色体間の組

換えについての線量効果関係は 1500Rまで2ヒット型の上昇がみられ,2000Rでは多

少頻度が低下した.蛸の発育後期の卵母細胞ではいずれの組換え型も実験に供した結果

(～2000R)の範囲ではそれらの頻度の上昇を認めることが出来なかった.

5) カイコ3倍体の卵子形成過程の染色体の分析 (村上 ･今井): カイコにおける3倍

体の生殖細胞の染色体行動と不妊性の原田を明らかにする目的でマイトマイシン-C誘発
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3倍体の卵形成過程の染色体の分析を行った.染色体の観察にはカイコに適するように改

良した押潰し法を用いた.

3倍体の卵原細胞の染色体 (3n-84)第1成熟分裂の接合期に3個の相同染色体が両

末端で対(結)合した 28の染色体群の像が観察された.なお,それぞれの一群は正常に対

合した対の相同染色体 (2n)はもう1個の染色体 (n)とは両末端で対(結)合するのみで

他の大部分は全く対合していなかった.これと類似の現象としてカイコ (n-28)とクワ

コ (A-27)の Flの生殖細胞の染色体においてクワコ由来の1個の染色体 (M)とカイ

コ由来の2個の染色体 (mlと m2) が両末端では対合しているが他の部分とくにM染色

体の中央部に対応する部位は多少対合が遅延する僚向が観察された.これらのことからカ

イコ (蛋)においても他の生物同様にそれぞれの Telomereによって認識される対(結)

合をするものと考える.

第2研究室 (黒田)

1) 培養昆虫細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田): キイロショウジョウバェ

の腫致死突然変異 dor(deeporange)を用いた研究は,昨年度の研究によりdor遺伝子

の致死作用が,体外培養した外旋菓系および内肱葉系の細胞に特異的に発現し,小型細胞

(成虫原基細胞)の増殖や規則的配列の形成,神経細胞の繊維上の分泌額粒の形成などが

阻害されるほか,筋肉細胞の合胞体形成や,上皮細胞と線維芽細胞の球状嚢形成が抑えら

れることが分った.しかし,他の細胞は,野生型の細胞と同様に,dor肱の予定致死時期

を越えて長期間体外培養条件下で生存と機能を続けることが分った.

本年度は,これら dorの腫細胞の培養液に野生型 Oregon-Rの卵細胞質抽出液を加え

ることによって,致死遺伝子によって欠損を受けた細胞機能の大部分が回復し,とくに上

皮細胞の増殖による球状嚢の形成や,神経細胞の分泌頼粒の形成などが著しく回復するこ

とが分り,この詳細は Nature252:40-41(1974)に発表した.この際 dorの卵細胞質

抽出物には,dor致死作用の回復活性がなく,また,野生型の肱細胞は,dorの卵細胞質

抽出物により阻害作用を受けないことなどから,野生型の卵細胞質中に肱細胞の正常な増

殖,分化に必須の物質が含まれており,それが Ⅹ染色体上の dorの遺伝子座 (唾腺染色

体マップで 1Fl-2A2)に対応することが明らかになった.この物質はプテリン系色素

に関連する物質と考えられるので,種々のプチt)ソ系代謝物質の dor致死作用回復活性

について研究を進めている.

2) 培養晴乳類細胞を用いた体細胞突然変異の研究 (黒田).･

(a)ヒト2倍体細胞における突然変異誘発機構- ヒトの胎児肺臓由来の正常2倍体細

胞を用いて,エチルメタンサルフォネ～ト(EMS),およびフリルフラマイド (FF)など

の化学物質による 8-アザグアニン (SAG)抵抗性突然変異の生成機構についてしらべた.

細胞を 10~2M EMS,または 10FLg/mlFFで2時間処理した後,種々の突然変異発現

時間を正常培養液中で培養した場合の 30fLg/ml8AG抵抗性細胞の突然変異の出現率は,

EMSまたは FF処理後,48時間の突然変異発現時間をおいた場合がもっとも高かった.

単一細胞播種後 48時間の期間に,非処理の細胞では平均 2.04回の細胞分裂を行うのに
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対して,EMS処理細胞では平均 1.44回,FF処理細胞では平均 1.45回の細胞分裂を

行った.

このことは,化学物質処理後,突然変異の発現までに,細胞集団中の約半数の細胞が

DNA 合成を行っていることを示唆し, とくに EMSのようなアルキル化剤の場合は,

DNA分子中のグアニソが7-エチルグアニンとなって,チミソとヌクレオチド対を形成し,

G:C対からA:T対-と"transition''するのに DNA 合成を必要とすることを裏付

けた.この詳細は,遺伝学雑誌 49:379-388および 389-398(1974)に発表した.さら

にこれを確かめるために,EM:S処理後 48時間の突然変異発現時間の問,細胞を 2.5×

10~SM の過剰チミジンの存在下におきDNA合成を抑えると,突然変異の出現率は著し

く低下することが分った.

(b) ヒト2倍体細胞の突然変異に及ぼすフT,キシソの作用- フpキシソ (赤色 104

早)は,枯草菌を用いた "rec-assay"早,大腸菌のアミノ酸要求性を用いた研究 (Kada

その他,1972)で,その突然変異誘発作用が報告されている.ヒトの正常2倍体細胞を用

いて,フロキシソの 8AG抵抗性突然変異誘発作用とその機構についてしらべた.

1-100FLg/mlの種々の濃度の フロキシソの存在下で2時間,または 14日間培養した

場合のコ｡ニー形成率から, プロキシソの細胞生存率に対する LD5｡の値を求めると,2

時間処理の場合は 7.8fLg/ml,14日間処理の場合は 2.2FLg/mlであった.しかし,濃度

一生存率曲線を画くと,30FLg/ml以上のフロキシソに対しては,それ以上の細胞生存率

の低下は見られず,一定濃度以上のフロキシソに対する細胞の透過性の低下が示唆され

た .

細胞を種々の濃度のフロキシソで2時間処理後,48時間の突然変異発現時間をおいて,

30FLg/mlの 8AGで14日間選択培養し,8AG抵抗性突然変異の出現率をしらべると,

フロキシソで処理しない対照の細胞にくらべて,1FLg/mlのフロキシソ処理細胞では約 2

倍,3FLg/mlのフロキシソで約3倍,30FLg/mlのフロキシソで約4倍,100FLg/mlのフ

ロキシソで約6倍突然変異の出現率が上昇した.

細胞を10FLg/mlのプロキシソで2時間処理後,正常培養液に移し,24時間ごとにコロ

ニー当たりの細胞数を算定し,各時間の平均分裂回数をしらべると, これまで EMSや

FF処理の場合にもっとも突然変異の出現率の高かった約1.5回の平均分裂回数を与える

時間は,フロキシソ処理後 72時間 (1.45回),または 96時間 (1.59回)で,これらの

突然変異発現時間をおいた場合に,もっとも突然変異の出現率が高くなることが示唆され

た.

3) 正常および癌細胞の細胞接着に対する細胞膜関連物質の作用 (黒田): 細胞の癌化

にともなう細胞膜変化の研究として,本年度は,多価陰性荷電物質で細胞表面嘆に作用し,

癌細胞の転移などを阻止することが知られているデキストラン硫酸を用いて,DAB誘発

ラット肝癌細胞の接着性に対する作用をしらべ,正常肝臓細胞に対する作用と比較した.

デキストラン硫酸は,分子量 60,000,45,000,および 7,500の3種を用いたが,分子

量 45,000のものは細胞接着に対する影響はほとんどなく,分子量 60,000のものおよび
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7,500のものは,いずれも1pg/mlの濃度で,正常肝臓細胞の接着性に対する阻害作用

が現われ,30pg/mlの濃度では,再合成組織の平均直径は,非処理のものの 3070以下

に減少した (詳細は Exp.CellRes.84:35ト356(1974)に発表).

これに対して肝癌細胞では,分子量 60,000のもの,7,500のものいずれも,細胞接着

に対する阻害作用は少なく,30FLg/mlの濃度でも,再合成組織の平均直径は対照の約 50

70に減少したのみであった.

デキストラン硫酸は,培養癌細胞に特異的に接触による増殖阻害 (Contaetinhibition)

を起こすことが知られており(Gotoその他,1972),また,細胞電気泳動法で観察されて

いる癌細胞の表面陰性荷電の増加などと関連して,デキストラン硫酸に対する正常および

癌細胞の反応性の相違は,癌化にともなう細胞表面膜の変化を考察する上で興味深い.

4) 培養晴乳類細胞の増殖に対する血清の作用 (漢): 昨年度 HeLa細胞の増殖につい

て,培養液を交換しない場合に維持される積算細胞数は,最初に添加した血清の量に依存

することが明らかになった.本年度はさらに研究を進めた結果,未知の原因によって安定

な細胞の増殖が得られないことがしばしば見られ,その原因について究明を進めた.

種々の要因について検討した結果,使用する血清のロットの質の低下が密接に関連して

いるらしいことが分った.実際,使用する血清の｡ットの相違によって,細胞の増殖に対

する最低密度要求 (PDR:population-dependentrequirement),倍化時間,飽和密度な

どの諸性質に大きな相違があり,一般に質のよくないロットを使用した場合には,これら

の諸性質のいずれにおいても劣ることが分った.

しかし,不安定な増殖が起こる原因としては,上記の諸性質に対する影響よりも,質の

よくない血清を使用した場合には,細胞解離の際の機械的傷害の修復が不充分となるため

に,その後の細胞の増殖を不安定化させることによるらしいことが明らかになった.

B.細 胞 遺 伝 部

遺伝現象を細胞レベル,特に染色体の形態と機能の面から研究することを主体とし,第

1研究室では主として染色体の構造と形態の研究に,第2研究室では染色体の機能および

遺伝子発現の研究に重点がおかれた.第1研究室は従来に引き続きネズミ額の染色体研究

を主要なテーマにすると共に,培養細胞や癌細胞における染色体変異や姉妹染色分体の交

換現象などの研究をおこなった.また化学薬品のネズミの染色体に対する影響なども調べ

た.第2研究室ではネズミ類の血清蛋白トランスフェリンの分析,プラズマ細胞腫癌の細

胞遺伝学的研究などが進められた.

人事の面では特別研究生として浜田俊 (東京農業大学卒),大森庸 (日本歯科大学),正

木重青 (福生病院),神田尚俊 (東京女子医科大学),辻秀雄 (大塚製薬徳島工場),原田

正史 (九州大学),佐野邦俊 (茨城大学卒)らが, また土産公幸 (北海道衛研へ転出)が

非常勤研究員としてそれぞれ研究に参加した.10月 27日から2ケ月間, スェーデンの

ルンド大学分子細胞遺伝学研究所長 Lima-de-Faria博士が外国人招聴研究員として当研

究部に滞在し,DNAの合成,クマネズミのサテライトDNA の研究等をおこなった.
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この研究部では実験動物としてのマウスおよびラットの純系および突然変異系の繁殖と

維持および野生ネズミ規の遺伝学的調査ならびに新しい実験動物の開発改良などの諸研究

も行った.

第1研究室 (吉田)

1) ベロミスカス (PeromySCuSleuoopus)の染色体多型 (吉田俊秀 ･土星公幸)

カナダより入手したベロミスカス (Pero仇ySCuSleueopus)に著しい染色体多型が観

察された.染色体についてはすでに Hsuと Arrighi(1968)とが簡単に報告している.

染色体数は 2%-48で多型があると記載している.この度当研究所で飼育中の12頭につ

いて核型を調べたところ,染色体数には 46(1頭),48(9頭),49(2頭)の変異があり,

それらのうち両腕染色体の数は 20-24,単腕染色体の数は 22-28の変異があった.現

在染色体多型の遺伝性を調査中である.

2) アジア型とオセアニア型クマネズミの雑種第1代における減数分裂 (吉田俊秀)

2n-42の7ジア型と2n-38のオセアニア塾クマネズミの雑種第1代 (Fl)における

体細胞の染色体数は 2n-40であること,および N0.4と No.7染色体の結合による

大きなメタセントl)ック (Ml)と No.11と No.12染色体の結合による中等大のメタ

セント1)ック (M2) がそれぞれ1個ずつ含まれていることは前述した.今回は Flの第 1

および第2精母細胞の染色体を調査した.第1精母細胞の染色体数はn-20で,それらの

うち2個の複合染色体 (Ml+No.4+No.7および M望+No.ll+No.12)が観察された.

第2精母細胞は理論的には次の型すなわち,a)Mlと A42を1個ずつ含む (n-19),b)

Ml,No.11および No.12を含む (n-20),C)No.4,No.7および M2を含む (A

-20),および d)No.4,No.7,No.11および No.12を含む細胞 (≠-21)が均等

に生ずるはずである.65個の第2精母細胞について調査した結果,a,b,eおよび d型

がほぼ理論比どおり,それぞれ 13,17,14および 21の割合で観察され,Fl個体の減

数分裂は正常に進行していると推察された.

3) ラット子宮外口の系統差 (吉田俊秀 ･佐野邦俊)

人工授精をするためにラットの子宮外ロを観察していた所,子宮外口の形がラットの系

統によって著しく異なることを発見した.子宮外ロは大きく1穴性と2穴性に分かれ,そ

の中間型も観察された.1穴性は外ロが1穴で内部に入って叉に分れ左右の子宮に通ずる.

2穴性は外ロから2穴になって子宮に通ずる.中間型は両者の中間のタイプである.当研

究所で飼育しているラットの系統について調査したところ,LongEvans,ACI,Buffalo,

Fisher,NIGおよび Albany の6系統は1穴性,Wistar/M (WM)および Wistar

King-A(WKA)の2系統は2穴性,および WistarKing-S(WKS)は中間形であるこ

とが判明した.この形は性周期その他の生理条件によって変わるものではなく,系統の遺

伝的特徴と思われる.このような形態の遺伝性について現在調査中である.

4) ネズミの染色体に及ぼす AF2の影響 (青田俊秀 ･辻秀雄 .原むつ子)

AF2が社会的に大きな問題となったので, 本薬品のネズミの染色体に及ぼす影響につ

いて,主に invivoの条件の下で調査し,次の結果を得た. (1)エール1)ッヒ腹水癌を
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もつマウスの腹腔内に100mg/kgの割合でAF2を注射した.16時間後には約 28% の

腫癌細胞に染色体異常が観察された. (2)AF2のラット腹腔内注射による骨髄細胞の染

色体異常の出現頻度は動物の年令により著しい差異があった.300111g/kgの濃度では幼弱

ラットで約 770,成獣では約 1.670の染色体異常が観察された (対照区は約 1%).(3)

経口投与の場合には腹腔内注射に較べて異常の頻度は低下した.400mg/kgの濃度で幼弱

ラットに経口投与した場合にのみ 3-4%の染色体異常が観察された.成獣ラットを用い

た場合および300mg/kg以下では年令のいかんを問わず1-270の染色体異常が観察され,

対照区と大差はなかった.

5) 体細胞における姉妹染色分体組換現象の研究 (加藤):SH-チミジンを用いるオー

トラジオグラフ法で検出される高等生物染色体の姉妹染色分体組換え (SCE)は,すべて

8Hのβ一線により誘発されたものであり,自然発生的に組換えが起こることはないという

考え方が,最近 2,3の研究者により強く打出された.しかし,この現象を 3Ⅰトラベルで

検出する限り,上述の結論は決定的なものとはなり得ないと考え,独自の検出法の確立を

試みた.

チャイニ-ズ-ムスター培養細胞を,5-ブt,モデオキシウリジン (BUdR)で2細胞週

期にわたってラベルし,染色体標本作製後,アクリジンオレンヂで染色し蛍光顕微鏡下で

観察すると,姉妹染色分体が明瞭に染分けられることを見出した.この方法で検出される

SCEの頻度は,BUdRの濃度の増加と共に上昇するが,2.5FLg/ml以下の濃度では常に

一定値を示した.一方,BUdR処理により誘発される染色体異常の頻度も,2.5pg/ml

以下の濃度で一定値を示し, この値は,BUdR処理を受けない培養における自然発生的

な染色体異常の頻度と一致する. これらの結果は,SCEが自然発生的にも生じる可能性

を強く示唆するものと考えられる.

BUdR で短時間細胞をラベルした後, チミジンを含む培養液でさらに1細胞週期培養

して固定した染色体でも,姉妹染色分体の染分けは可能である.可視光線が BUdRを含

む DNA鎖に切断を誘起する事実を利用し,短期間のBUdRラベル後,第2回目の細胞

適期のいろいろな時期に可視光線の照明を行い,誘発される SCEの頻度を調べると,そ

の増減は細胞のDNA合成の活性の増減と一致することが分った.さらに,短腕はS期前

半に,長腕はS期後半に複製するⅩ染色体のみに注目して同様の観察を行った結果,やは

り,SCEの誘発は DNA合成部位に限られることを見出した.SCE頻度の短腕から長腕

への移行時期は,DNA複製が短腕から長腕-移行する時期とよく一致する.

これらの結果は,SCEの形成には,複製中 DNAの部位あるいは複製の直前あるいは

直後の部位に生じた切断のみが関与することを強く示唆するものと思われる.

第2研究室 (森脇)

1)継代移植中におけるマウスミエローマ細胞集団変遷の機構 (森脇･今井): 新しく

改良した G-バンド法によって MSPC-1系ミエp-マの核型を分析し,現在維持してい

る移植 160代乃至 170代の細胞において,この陸癖が誘発された 1966年以来9年間に

11回の核型変化すなわち クp-ン変化がおこったことを確認した. この変化の中には
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1974年秋に生じたAマーカー染色体腕の欠損が含まれており, これを新たにFマーカー

とした.

一方この瞳癌は移植継代中に腹水化し,さらに染色体倍加をおこしやがて増殖が衰える

ことが今までに何回か観察されたが,時には何本かの染色体を失なって急に活発に増殖を

始めることがある.この場合に失なわれる染色体が特定のものであるかどうかを上記のい

くつかのマーカー染色体を用いて調べ特定の1本の染色体の脱落によってこの変化がおこ

るのではないことを示唆する結果を得た.

2) マウス MH134隆痔の移植継代中における核型変化 (森脇 ･今井): マウス可移

植性肝癌 MH134の染色体数はほぼ2倍性であるが,G-バンド法によって核型を分析し

たところ正常のものからかなり変化していることがわかった.このような変化のおこった

時間的経過を明らかにするために日本国内数ヶ所の研究機関に維持されているこの腫疾系

統を集め,新しく改良した G-バンド法によって核型を分析し,今日までの約 10年間に

各亜系がどのように変化したかを調べた.その結果特定のマーカ-染色体には殆んど変化

がないが,他の染色体にはマーカーと考えられているものも含めて頻繁な変化がおこって

いることがわかった.

3) 野生寄菌類におけるマウス H-2抗原性の分布 (森脇): 米国 NIH から分与され

たマウス H-2抗血清とB10-D2系マウスリンパ球との組合せで H-2抗原の内D-4お

よび D-13特異性を検出する系を作り,Cr51 ラベル法およびウサギ補体による細胞障害

によって,H-2抗血清を種々のネズミ塀の赤血球で吸収したときの効果を測定した. そ

の結果 インド産の Vandeleuriaoleraceaには D-4および D-13との交叉反応性をも

つ抗原性がないこと,および,イソド産の Musboodgaや Musplatythricsには交叉

反応を示す抗原があることがわかった.調査した 18種のネズミ塀の大部分は上の H-2

抗原と多少の交叉反応をもつことが認められたが,その内には-ゾヤチネズミのように分

類学上異なった Familyに属するものもあった.

4) MSPC-1ミエローマの移植成立に関与 している非 H-2遺伝子 (森脇 ･榊原):

BALB/cAn系マウス (H-2d)に誘発した MSPC-1ミ-p-マは 107細胞を皮下に移植

した場合 BALB/cAnおよび DBA/2(H-a)にはほぼ 10070生者するが,同じH-2d遺

伝子をもつ BIO･D2には全く生者しない.このことは H-2遺伝子および Ir-1免疫反

応遺伝子以外の遺伝子の差異によってもこの腫癌の生着が支配されていることを示してい

る.BALB/cAnとBIO･D2との F2ではこの腫癌の生者率は 52.670(90/171)であり,

関与する遺伝子座の数が H-2座以外に2乃至3あることが推察される.

C. 生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究する部である.

第1研究室ではショウジョウバェに関する4課題の研究が行われている.大島部長は文

部省の総合研究 ｢昆虫行動の多面的解析｣の分担研究,渡辺研究員は科研一般B ｢半野性

動植物集団の環境適応性｣の分担研究と科研一般C ｢キイロショウバェの自然集団の遺伝
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的変化｣の研究を行った.一方,環現庁の捻合研究としてショウジョウバエに対する騒音

環境の影響の研究が昭和 49年度から5年連続の予定で始められた.

韓国の中央大学校理工大学生物学科の秋鍾書助教は特別研究生として昭和 45年以来,

ショウジョウバエの行動遺伝学的研究を行っていたが,都立大学において理学博士の学位

を授与され7月に帰国した.韓国の中央大学校の李沢俊教授は日本学術振興会の外国人流

動研究員として 6月 18日から 9月 14日までの3月間,主として当研究部においてア

イソザイムの集団遺伝学的研究を行った.大西正道特別研究生 (京大 ･農 ･博士課程)は

ショウジョウバェの適応性の研伊を行い,5月から水野谷住郎 (東京教育大 ･修士課程)

はショウジョウバェの光に対する反応性の行動遺伝学的研究を行った.また9月にはウィ

スコンシン大学で PhDを得て帰国した大西近江特別研究生がショウジョウバエの行動習

性に関する形質の集団遺伝学的研究を始めた.

第2研究室は横浜国立大学教育学部の永海秋三教授が昨年から引続いて,キク属植物の

種分化に関する生態遺伝学的研究を行った.

当部の非常勤研究員としては大阪府立大学中嶋英治講師がショウジョウバエの行動遺伝

学,京都大学植物生殖質研究施設の坂本寧男助教授がコムギ属の生態遺伝学の研究にそれ

ぞれ参加した.

第 1研究室 (大島)

1. ショウジョウバェに対する騒音環境の影響の研究 (環境庁総合研究)

a) 発育と羽化リズム: キイpショウジョウバエ (OregonR系妖)に全明 (2500lx),

25cc一定の環境で 12時間に産ませた卵を1群とし,その後の12時間に産ませた卵を他

の1群とし,それぞれ実験環境に移して発育させた.実験環境は 11時間騒音環境 (2000

サイクル/珍,100ホーン)と13時間静環境を毎日繰返し,羽化まで続けた場合,卵から中

嫡期まで7日間を 11N,13Qにしその後を 24Qにした場合,初の7日間を 24Qにし,

その後を 11N,13Qにした場合の3種類の環境である.いずれの場合も温度は 25oC一

定,照度は 2500lx全明環境で,卵をこの中に入れて 7.5日後から羽化が始まった.一

日2回 12時間ごとに羽化した-工を数えた.12時間の発育 リズム相のずれた2群の羽

化曲線を比較した結果,騒音は羽化をある程度押える作用をもつが, リズム同調性の力は

強いものではなかった.また飼育瓶の栓をガーゼとスポンジを用いた実験結果を比較し,

スポンジ栓によって騒音の影響は半減することを認めた.

この実験と同時に,同じ系統の--と方法で光と温度の発育羽化 リズムに対する影響を

分析した.-工の羽化は暗期から明期に移った後に多く起こり,低い温度よりも高い温度

において多く起こるものであるが,発育リズムの同調性は明暗 リズム環境が前述の騒音 リ

ズム環境よりも数倍強 く,温度の高低 リズムの同調性は騒音 リズムよりも弱いと考えられ

た.しかし高温環境 (25-30oC)は羽化準備のととのった個体を羽化させる急性的影響の

あることが認められた.

b) 寿命と生産力: キイpショウジョウバエ (OregonR系妖)の成虫雌1匹雄2匹

を餌の入った小管瓶に入れて全明 (25001Ⅹ),25oC一定環境に毎日 11時間騒音 (2000,
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500 サイクル/珍,100ホーン) と 13時間静の NQ 環境と1日中無騒音のQ環境で連

続 30日,40日にわたって飼育した.100組を1群とし毎日雌の生死を調査し,週2回

新しい瓶に移しかえた.雌の 50% が死亡する平均日数を各環境で比較した結果,騒音に

よって寿命を縮めるような影響は認められなかった.また雌の産んだ卵から羽化した--

の数を比較した結果,騒音が生産力を落すような効果も認められなかった.

2. ショウジョウバェの行動遺伝学的研究

a) 自然集団における走光性変異.

1973年沖縄石垣島から採集した多数のキイロショウジョウバエの雄から Cy/pm 法で

第2染色体をホモにした 74系統を使用した.BENZER-堀田のカウンターカレント器具に

よって,各系統の羽化後 2日目,3日目,4日目の-- (雌雄別に)の暗,明および一方

に電灯を置いた3種類の光環境において細管中の走性 (walkingbehavior)を測定した.

光環境間の差および系統問の変異も有意に認められたが,各環境における測定値の間には

強い正の相関があった.またそれらの測定値の差を求めることによって,一般に発光性と

呼ばれる性質を次の3性質に分割した. イ)暗環境で歩く性質 (歩行性), p)明環境で

興菅して歩く性質 (光興奮性),-)光源に誘引されて歩く性質 (狭義の走光性).これら

の性質のうち ロ)と -)の各系統の値は正規分布に近いので,ポリジーンによる量的形

質と考えられる.また ロ),-)の億には数系統が負になって遮光性のものもあった.普

た イ)と p),イ)と -)の値の間には相関が全くないことから,これらの分割性質は

それぞれ異なったポリジーンの支配をうけていると考えられる.

3) キイpショウジョウバエの自然集団における道位および有害遺伝子保有機構の研究.

a) 勝沼集団 (山梨県)の遺伝的構造の変化:過去 11年の秋季に岡場所の自然集団の

-ユから抽出した第 2染色体についての分析結果を総括した.1963-1968年の問の劣性

致死染色体の頻度は平均15.970であったが,1969年には23.170となり,さらに1970-

1973年の間は平均31.670の平衡に達した.これら致死染色体の倍増と共に生存力を低下

する有害遺伝子 (ポリジーン)をもつ染色体もほぼ2倍になった (障害荷重に換算 して

0.125から0.231へ). また劣性不妊染色頻度も雄不妊は 9.370から 15.170-,雌不

妊は5.370から9.770へ増加した.それらの致死遺伝子の同座率は年によって1.570から

6.470までの変動はあったが,過去 11年間に大きな変化はなかった.一方勝沼集団に保

有されている劣性の可視突然変異のうち剛毛の短かい rblは恒常的に (3.670)維持され

ているが,褐色限 bwおよび分離歪SDなどの突然変異は減少したためか最近は抽出でき

なくなった.一方,第2染色体の逆位 (2LB,2RC)が集団によってそれぞれの平衡頻度

を維持しているが, この逆位染色体の頻度も 1969年から急激な変化を示した.1963-

1968年ではそれぞれの頻度が 3370と25% であったのが,1969年には 27% と1570

に,さらに 1970-1973年には 1670と 11% に減少した.

b) 致死染色体頻度と逆位染色体頻度の相関:前項で述べた分析結果から致死染色体

の頻度は逝位染色体の頻度と負の相関によって変化することが明らかになった.そこで勝

沼地区以外の自然集団のうち赤湯地区 (山形県)および名護 ･石垣地区 (沖縄県)の8地
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点の集団から抽出した第2染色体において劣性致死染色体と逝位染色体のそれぞれの頻度

を分析した.さらに米国の自然集団の分析結果 (Texas:Yang&Kojima1972,Raleigh:
向井ら 1971,1974)を合せて考えたところ,上記の負の相関は多くの自然集団において

も存在していることがわかった.逆位のない標準染色体の頻度の致死染色体の頻度への回

帰係数は勝沼集団のみでは b-1.4(n-10),上記の全集団では b-1.6(n-22)で,と

もに有意に正の値を示した.致死遺伝子を多量に保有している集団では逆位染色体の頻度

が低く,逆位染色体頻度の高い集団では致死遺伝子の保有量が少ないと考えられる.しか

しその起因については将来の分析によって明らかにしたい.

e) 致死遺伝子,逆位の-テロ型の-工の適応度:自然集団から抽出した致死染色体と

正常染色体を-テロ型にもつ--の生存力は2本の正常染色体の-テロ型--にくらべて,

あまり劣らなかったが生産力 (産卵数)では有意に劣った (年報 24号)･そこで逆位染色

体と標準染色体を-テロ型にもつ-- (+/In)をつくり,そのどちらかの染色体にEM:S

(化学突然変異誘起剤)で劣性致死遺伝子を誘起させ,その生存力と生産力を調べた.蘇

処理個体の生存力,生産力をそれぞれ1とした時,標準染色体処理個体 (+//In)の生存

力は 0.98で有意な低下を示さなかったが,生産力は 0.69と有意に低下した.一方道位

染色体処理個体 (+/Ⅰ丘)の生存力は 0.89,生産力は 0.72と共に有意に低下した.以上

のことから逆位を-テロ型にもつ--ほどちらの染色体に劣性致死遺伝子が起こっても,

その生産力に有害な影響が検出できたが,生存力においては逆位染色体に劣性致死遺伝子

が起こったときにのみ有害な影響が現われることが認められた.

4)制御環境におけるショウジョウバェの適応性の研究.

a) 生体1)ズムと環境: 生体時計によって制御されている日周性活動を赤外線活動計

によって分析した.照度 (0-1900lx),温度 (21-30℃)を一日周期の変動環境で--

の活動を記録した.その日周性活動の模様は雌雄ともに一日2回の活動期をあらわし,秤

経分泌細胞の分泌周期と関係が深いと考えられた.光と温度の変動 リズム環境では内因性

活動 リズムは整然と維持されるであろう.

b) ショウジョウバエ属における産卵1)ズム: 辛-ダ,キイロ,イチジク, クT,, カ

スリショウジョウバエの5種の雌雄一組を管瓶に入れ,連続産卵分析器によって2日間に

わたって餌に産みこまれた卵を1時間ごとに記録した.環境は 25oC,全明 (約 25001Ⅹ)

の一定である.種によって特色ある産卵l)ズムを示した.キイロは毎時2-3個の卵を連

続的に産み,辛-ダとイチジクの両種は総産卵数が少ないことはキイp用の餌になじまな

いためであろう.一方クロとカスリは産卵数が多く,集中的に産卵するようなリズムを示

した.人家性の生態習性をもつキイロが連続産卵型であるのは適応的にも考えられる.

次に光環境を12時間明,12時間晴の変動にしてキイロとカスリの両種の産卵リズムを

分析した.その結果キイロは暗環境に多く産卵し,カスl)は明環境に多く産卵するような

傾向があった.両種とも明暗の切換が刺激となってその直後に多く産卵することを認めた.

C) 光 ･温度の変動環境における寿命と産卵力: キイロショウジ3ウバ-の Oregon

R系統の-工を使って,25oC,24時間明 (2500lx) の一定環境 (LL･C)24時間明,
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20-30oC日周変動の環境 (LL･F),12時間明,12時間晴で 25oC一定の環境 (DL･C),

温度も照度も共に変動の環境 (DL･F)の4種類の環境で雌の寿命と産卵力を調べた.管

瓶に1雌2雄を入れ一週間に2回新しい瓶に移しかえ毎日雌の生死を確かめた.産卵力は

管瓶から羽化した-工の数によって表わした.

実験は数回繰返し行い各環境において 100-200匹の雌の 509乙のものが死んだ平均日

数は前述の4環境でそれぞれ 16.7日,17.2日,21.2日,25.3日であった.光,温度

の両環境が変動する環鄭こおいて寿命が有意に永くなり,逆に一定環境において最も短命

になった.生体リズムが環鄭 こよって狂わされないことが寿命を永く保つ条件である.一

方産卵力は雌の一生に産んだ卵から羽化した Fl個体数は前述の4環境でそれぞれ 202.4,

135.0,258.2,263.4であった.LL･F環境の寿命は LL･C環境に比して短かくはなか

ったが,産卵数は有意に少如 ､と考えられた.DIJ･F環境で産卵数が多いのは寿命が永い

ことから当然であろう.

第2研究室 (大島兼任)

1. キク属植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

30種頬の研究材料で,走査電子顕微鏡的に花粉の形態比較を行い,次の結果を得た.

1. 花粉はすべて球形であった.表面には小突起状の刺があり,その全形,敬 (外周で

の平均数は 16)および刺の間の形状には,種特異性が認められた.

2. 老成した花粉では,刺列の間に発芽溝を生じ花粉管先端部を露出させているものが

多かった.このような花粉は,受粉 ･受精に役立たないと考えられる.

3.上記材料には,二･四 ･六 ･八および十倍体が,それぞれ 5･5･5･8および7種

頬だけある.この材料では,倍数性の増進に比例して花粉の直径が増大する傾向を示して

いた.刺数では,この傾向はなかった.

4.分類上では,Nipponicae(N,l種燥)･Leucanthemum (L,3)および Dend-

ranthema(D,26)の3亜節の植物を用いたことになる.花粉の直径と花粉の外周上での

刺の数とでは,ともに N>D>Lの関係がみられた.

5.生態上では,海岸型 18･内陸型 10および高山型2種頬となっている. しかし花

粉の直径と刺数とについて,3型の間に著しい差を認めることはできなかった.

D. 生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部はいろいろの生物を使い,多くの手法を用いて,広範囲の問題にわたり生

化学遺伝の研究を進めている.

そのうちの主要テーマの一つに高等生物における形質転換 (transformation)の問題が

ある.微生物と同様に高等生物にもDNAによる形質転換が存在することは今では一般に

広く認められているが(NatureNewBiology234,161,1972年参照),そのメカニズム

については不明な点が多い,当部においてほ第1研究室では昆虫を,第2研究室では植物

を使用して生体内に取り込まれたDNAによる形質転換や hostの形質発現におよぼす影

響等の研究が進められている.
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当部の第2主要テーマは蛋白質電気泳動分析による生化学的遺伝解析である.一般にポ

リべブタイドは遺伝子の一次的産物であると考えることができる.従ってポリペブタイド

解析は,可視形質や生理形質等遺伝子の二次的生産物をマーカーとする解析にくらべて,よ

り直接的に遺伝子を解析できると言う利点がある.第2研究室ではこの利点を利用して動

物蛋白,植物蛋白の変異を電気泳動分析法により各方面と広く共同しながら研究している.

第3の主要テーマは淡水ヒドラの遺伝的研究である.淡水ヒドラは実験室で簡単に飼育

できる多細胞動物中最も単純な構造を持つ艦腹動物であり,出芽,再生,移植等の実験材

料として広く使用されて来た.しかしこの動物の遺伝的研究は従来全くされてない.従っ

て本研究ではこのギャップをうめ,さらに広くヒドラの細胞分化や細胞間コミュニケーシ

ョソの機構を遺伝的手法により解明することを目的として研究を進めている.

第1研究皇 (名和)

1)形質転換現象の生化学的解析 (名和 ･山田): コナマダラメイガおよびショウジョ

ウバエにおける形質転換研究に用いられている a座位および V座位は, トリプ7.ファン

ピロラーゼ (以下 TP)の構造遺伝子である. 野生系よりの TPに対する突然変異体 a

および γの付加作用から,これらはいずれも変異した TPを生産していることが明らか

となった.

コナマダラメイガの TPに対して,ショウジョウバェの変異 TPは付加効果を示す.

逆にショウジョウバェの TPに対し,コナマダラメイガの変異 TP も同じ効果を有する.

また両者はセファデックスによる分別で,同じ分子量を与える.それゆえ,両者は構造的

によく似たものと考えられ,至適 pII,阻害剤,賦活剤,反応恒数,補酵素などについて

の詳細な酵素学的研究がなされた.本質的には,両者に差は認められなかったが,還元型

酵素の生成過程に差がある.またプロタミンなどの作用の解析から,ショウジョウバェの

TPはある種の RNAにかるく結合していちことが推定された･しかしこの RNA は酵
素活性には無関係であると思われる.つぎに,Vの産生する変異 TPが,RNA との結合

によってその活性が抑えられるという可能性は,調べられた限りのいろいろの V-alleles

において,否定された.これらのことは,変異体の蛋白による付加効果は,TPのサブユ

ニットの解離集合の段階に関係することによるものであるという仮設を支持するものであ

る.

2) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田): ショウジョウバエのSR因子により,

異常性比が出現する機構として,甲 田子が生産する特定の物質が,ショウジョウバェの
腫子発生の段階に作用して,雄の本を特異的に殺すという可能性が示唆されている.この

作用物質の存在を実証し,これを単離し,その性質,構造を明らかにし,それが肱子発生

段階で雄のみに特異的に作用する機構を明らかにすることによって,雌雄における遺伝子

の発現のちがいを探ることができると考えられる.

まずその物質の存否を調べるため,SR 因子を持った-工の体液,SR の摩砕液,超音

波による抽出液,いろいろの溶操による抽出物質などを,正常の成虫に注入した実験を行

った.ある時期で異常性比を認め得た例も観察されたが,SR 因子自身の生存の可能性が
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残り,現在のところ確定的な結論を下すには至っていない.

つぎに,いろいろの抗生物質を,SR 因子を持つ-エに作用させると,SR 因子が存在

していても異常性比が解消する (雄が出現してくる)例が見られた.これらは,いずれも

蛋白合成に作用する薬剤のときで,RNA合成阻害の薬剤では,このような現象は見られ

ない.SR 因子の産生する作用物質は,ある種の蛋白質であるか,または,SR 田子は旺

子発生のとき雄のみに特有な蛋白合成系に作用すると考えられる.さらに詳細な研究が継

続されている.

第2研究室 (小川)

1) 日本ヰ型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬(アク系)

の退色現象 について,体毛,皮膚,爪,鼻鏡の退色と紅彩, 口腔粘膜 のそれとの問に

は相関性が低いことが判明した.組織 メラニンの定量 (ドーバーテス ト)を実施してい

る.

系統育成試験では,メリオ系は兄妹交配 12世代まで進み,近交系の維持について困難

と認めていないが,アク系で第 11世代に骨格系 (前肢関節)の異状個体が現われ,また,

12世代では著しい受精率の低下をみた.それゆえ第6および第8世代の個体を用いて兄

妹交配のやり直しを計画している.

2) セルp-ズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川 ･小滝): セルローズ

アセテート膜を用いて電気泳動を行ったヒト血清蛋白分画の FatRed7B染色像は,肝

萎縮症および慢性肝炎の予後判定の資料として有効なことが確認された.(小川 ･小滝)

国産セルp-ズアセテ-ト膜,セ′1ラックスは分離能もよく,ミエローマ疾患の検出能

もあらゆる同種の険より秀れている.しかし電気珍透現象が著しい.性能を維持しつつ,

しかも電気鯵透現象の低い膜を作るよう努めた.その結果 ｢ミ-p-11検出の手がかりに

なっている γ-グロブ1)ソの特異な櫛状のパタ-ソがどのようにして出現するか?｣とい
う疑問の一部が解明されると思う.(小川)

3) イネ劫 ユ遺伝子座の調節系 (遠藤).' イネ緑葉および内外塀のパ-オキシダーゼ･

アイソザイムの一部は,構造遺伝子 Pxlによって支配されるが,これには Px12A,Px14A

などの共優性対立遺伝子群がある.今回,その調節遺伝子座と推定される Pxγが野生イ

ネ Oryzaperennisお よびその亜種 barthiiで見出された.それらは Pxγ2Aおよび

Pxr4Aである｡その特性は Pxγ2°は構造遺伝子 Pxl乏J4の遺伝的活性を部分的に抑制する

が,Px14･iに対してはほとんど作用せず,Pwγ4Aは構造遺伝子 劫 14jLに対してその遺伝

的活性を部分的に抑制するが,Px12A に対してはほとんど作用しない点である (一般研究

B:半野生動植物集団の環境適応性の研究一岡班)

4) DNA異種の種子形成に及ぼす効果 (遠藤): コウシ胸腺の DNA (200-1,000㌢/

mlSSC)杏,ナス (品種名真黒)主茎の導管内から吸収させるときは,果実は燥小化し種

子の生産量も著しく減少する (1973遠藤).しかしトウモロコシDNA(200γ/mlSSC)杏

同じ方法で投与しても重大な変化は見られない.この理由は不明であるが,標的細胞への

異種 DNA のとり込みを促進させる目的で,一昨年来, 直流印加法 (遠藤 ･天野)を試
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みてきた.今回受粉後2-3日の未熟果実直下花硬を陽極とし,DNA溶液を含む導管部

を陰極として 200V,2時間の印加により,13の種子を含む1個の小果実を得た.なお

対照は果実当り400-500の種子を生産する.

第3研究室 (杉山)

1) 淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離 (杉山･藤沢): 淡水ヒドラの突然変異

株を分離する手段として自然集団中に-テロ接合体として存在する劣性因子の分離を行っ

た.ヒドラは山間の小池のような閉鎖的なところからも採集ができ,また増殖は季節的に

有性生殖,無性生殖をくりかえす.従ってこのような閉鎖的に生息するヒドラ集団は同一

の劣性有害田子を-テロとして持つ確率が高いと推定し,このような田子の分離を試みた.

方法としては同一の池から採集した雌雄それぞれ二個体間の組合わせ,計4対のかけあわ

せを行い,その結果生ずる Fl個体を調べた.その結果今までにチタビラドラ (Hydra

magnipapillata)の嬢小株, 巨大株,出芽パターン異常株,体腔奇形株,再成不能株,

捕食不能株等多数の異常株を分離することに成功した.

このような異常株の性質は出芽によって無性的に増殖する限り後代にそのまま引継がれ

るのが普通である.従って一度 Flとして分離された株のクローンを容易に維持,増殖さ

せることができる.しかしこのようにして分離した異常株がはたして上記近親交雑の結果

ホモとなった劣性遺伝田子によるものかどうかは必ずしも明らかでない.従ってもどし交

雑その他の方法で確認を試みたが,一般にもどし交雑の結果えられる卵や F2の卵の貯化

率は極めて低く,問題とする形質の分離比を調べる事は困難なことがわかった.これは近

交度が高くなると他の劣性障害遺伝子の影響が強くあらわれて来るためと考えられる.

これらの諸結果から,自然界のヒドラは一般に非常に多くの劣性障害遺伝子を-テp接

合体として維持しているため,Flにおいてその劣性因子をホモとして分離することは容

易であるが,くわしい遺伝解析を行うためには障害遺伝子をほとんど含まない純系ヒドラ

を確立することがまず必要であると思われる.

2) ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析 (杉山･藤沢): 上述の突然変異株分離実験で,

僻化したての Flには-サを捕食できないものがしばしば出現する.このような個体はそ

の触手に描食に必要な刺細胞が欠失しているので自力で遊泳中のエサ (ブラインシュリン

プ幼生)を掃えることはできない.しかしあらかじめブラインシュリンプを押しつぶして

動けないようにした上でヒドラのロ部に近づけるとェサを呑みこむことはできる.このよ

うに捕食不能株を給餌して育てた上で調べるとチクビヒドラには4種ある刺細胞 (A型,

B型,C型,D型)のうち,A型あるいはB型1種が欠失しているもの,A型B型両方が
欠失しているもの,またはA,B,C,D,4種全部が欠失しているもの等があることが

わかった.

ヒドラの刺細胞は体幹中に存在する未分化細胞 (interstitialCell)から分化して出来

るとされている.従って上述の刺細胞欠失株をさらに多く分離し,その欠失の表われ方を

調べれば未分化細胞から4種の刺細胞へ分化する経路 (分化マップ)がわかるものと思わ

れる.
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またこのような変異株を使用すれば刺細胞分化の調節機構そのものの遺伝解析も可能で

あろうと思われる.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部における研究活動の共通の目標は ｢人の生活と関係の深い高等動植物の遺伝

学的研究｣である.言い換えれば ｢基礎育種学｣の研究と言うことになる.以下に述べる

ように研究課題は多種多様であるが,それらは 1)野生動植物の家畜または作物への進化

に関する研究,2)動植物の環鄭 こ対する適応の機構に関する遺伝学的研究,3)遺伝子分

析と系統保存などの項目に大別できるであろう.

本年は人事について全く移動がな,.く,研究活動の方向にも特別な変化はない.従って停

滞しており未解決な問題が多いとも批判できる.｢国際生物学計画｣(IBP)に関連する仕

事は終って最終的報告をとりまとめ,一方には環境庁予算に基づき ｢環境悪化の動植物に

与える影響の遺伝学的研究｣が始った.これは生理遺伝部と共同の研究計画であり関連す

る仕事は2ケ年前から始っているが,年報には始めて報告する.

8月下旬,岡と森島 (第3研究室)は ｢深水稲に関する国際セミナー｣に招かれバング

ラデッシュに出張した.また岡は9月下旬 ｢国際稲研究所｣(IRRI)における ｢気候と稲｣

に関するシソポジジウム出席のためフィリッピンに,また 10月下旬から1ケ月間 ｢日ソ

研究者交流計画｣による短期派遣研究者としてソビェト連邦に旅行した.p一夕L)一米山

記念奨学生 S.Bagchi君は ｢アラビドプシスにおける発育不安定性｣ の研究をとりまと
め9月下旬インドに帰国した.

第1研究室 (岡)

1) ニワト1)の頚椎肋横突起の左右不対称性 (河原): 昨年に引続いて白色レグホン種

純粋種とその Flについてこの調査を行った.走向不対称と不走向不対称とを区別してデ

-タを分析したところ,不定向不対称については系統間差異が有意であった.Fl雑種は不

定向不対称について著しく低い値を示した.走向不対称については,昨年報告したように

頚椎部位によって異なるが系統間差異は有意でなかった.(遺伝学雑誌 49:1-9に発表)

2) 野生ウズラの飼育による遺伝的変化 (河原 ･三田･斎藤 ･杉本): 野生ウズラを家

禽的条件で飼育すると,諸形質が飼育型の方向に変化するとは 1967年以来継続した実験

から確認された事実である.昨年度は第5代までの経過を報告したが,本年度は実験材料

は第7代に連した.特に変化が著しいのは性成熟に関与する形質であった.適応指数 (受

精率×ふ化率×生存率×産卵数)は第1代では 0.043であったが,第 5,6,7代の値は

それぞれ 0.242,0.136,0.144であった. また,諸形質の変異係数は世代が進むに伴っ

て減少する傾向を示した.このような飼育ウズラに近づく変化は家禽的条件による自然淘

汰のためであろうと思われる.この仕事は今後も継続する予定である.

3) ウズラの骨格の遺伝変異 (河原): ウズラでは雌は雄より体重が大きい.雌雄各約

300羽について,13の骨の長さ,9の骨の重さ,筋肉重および体重について調査し分散

分析を行った.竜骨長,竜骨深,頭蓋骨幅,烏啄骨壷および筋肉垂では雄が雌より大きか
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ったが,その他の測定値はすべて雌の方が大きかった.一般に長骨の長さは遺伝力が高く

(0.7以上)重さは遺伝力が低い傾向があった. しかし,腰仙尾骨の長さや頭蓋骨の幅は

0.35-0.4位の低い遺伝力を示した.これらの数値の間の相関を求めると,一般に雄は雌

より高い値を示した.この仕事は今まで数年間継続したものであるが,今後は野生ウズラ

についても同様な調査を行い野生型と飼育型の比較を行う予定である.

4) ニワトl)およびウズラの系統育成 (河原 ･三田･斎藤 ･移本): (a)ニワトl)の近

交系- 近交係数0.9以上の白色L,グ,ホン種3系統,ロードアイランドレッド種2系統を

引続き兄妹交配によって繁殖した.ミノルカ種,オーストラp-プ種および横斑プリマス

ロック種など近交感受性の高いものは徐々に近交度を高める方法で育成を継続した.また,

メラニン色素形成種にリボフラビンを与え近交感受性に対する影響を調査したが,明瞭な

反応は認められなかった.

(b) ウズラの近交系- 正常羽色飼育系,羽色突然変異,卵殻色突然変異をもつもの

など8系統について徐々に近交係数を高めている.また医学的実験動物として白色肱と白

色卵殻をもつ系統が要望されているが,白色肢突然変異をもつ系統はすべて生存率が低い.

そのうち生存率が比較的高い伴性劣性アルビノについて生存率を高めるよう選抜を行った.

常染色体性劣性白色卵殻突然変異系は卵殻が薄く軟卵が多いので,卵殻の厚さについて選

抜し,これら2つの突然変異をもつ系統の育成を試みている.

これらの系統育成は長期間継続される仕事である.近交程度の異なる野生および飼育型

ウズラ系統は,今後,｢環境悪化の遺伝的影響｣の研究に利用する予定である.

5) 近交系 マウスの回避,弁別学習曲線に関する系統間差異 (藤島): 近交系 マウス

15系統 (雌雄各 10匹)の学習曲線 (訓練に対する学習効果を示す)を NIG-Y型迷路自

動測定装置を用いて調査した.条件刺激 (CS)にはランプとブザーを,無条件刺激 (US)

には電撃を用いた.1試行は CS5秒,US5秒で試行間隔 30秒である.毎日連続 50

試行を2日間行い,毎日の前,中,後期の学習正反応百分率を求めて,これから得られる

学習曲線について系統を比較した.

その結果によると,回避学習については,全く学習効果を示さないもの(DIO3),第1日

目には劣るが第2日目に高い学習効果を示しいわゆるレミソセンスが顕著なもの (C57L,

C57BRおよび DBA/2),第1日目から高い効果を示すもの (RFおよび SWM),学習

の反覆に伴い効果が増進するもの (C3H/He,CBA/H および C57BL/6)などの異なる

学習曲線の型が見出された.これに関する系統問差異は統計的に有意であった.

また,左右の弁別能力についても,学習効果の高いもの (C3H/He81.1% および

C57BL/677.4%)から著しく低いもの (学習効果を検出できない,RFお よび SWM)

までの変異が見出された.従来,弁別は回避より高度の学習であると予想されたが,回避

学習力の劣る系統にも弁別力の高いものがあった (DIO3,63.6%).回避と弁別を組み合

せて測定したときにも,学習能力の系統間差異は有意であり,最高 52.3%(C3H/He)

から全く学習効果を示さないもの (DIO3) までの変異が見出された. これらの学習能力

の異なる系統を用いて,今後騒音の学習能力に与える影響を調査する予定である.
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6) 近交系マウスの回避 ･弁別学習能力に関する Diallel交配実験 (藤島): 前年度の

研究結果から,回避 ･弁別学習能力に関して,特徴的であった C3H/He,C57L,SWM,

D103の4系統を用いて,Diallel交配を行ない,学習能力の遺伝を調査した.学習能力

測定条件は前報と同様である.その結果,回避 ･弁別学習に関する一般組合せ能力は,短

期記憶では SWM が最高,D103が最低であり,長期記憶ではC3H/Heが最高,D103

が最低であった.また,長期記憶については母体効果が大きいこと,非相加的遺伝子効果

は短期,長期記憶共に大きいことがわかった.一般に Flは高能力方向に-テロシスを示

したが,C3H/HexSWM のFlでは両親より著しく低い値が得られた.また,D103系

の Flは両親のほぼ中間であった.

7) マウス D103/Ms系統にあける視覚障害 (藤島): 近交系マウスの学習能力を調査

した結果,D103において,条件刺激 (光,育)に関する知覚障害の可能性が考えられた

ので,脳波測定による視聴覚神経系の異常性を調べた.後頭葉の左側非特殊感覚野に頭骨

表面より約 0.5mm の深さに双極電極を挿入し,育,光に対する誘発電位を測定した.

その結果,この系統は音には反応するが光には反応しないことがわかった.同じく視覚異

常が報告されている C3H と比較すると,C3H では正常よりやや弱いが光に対する誘

発電位が認められた. また D103とC3H, または他の正常系統との Flはいずれも光

に対して正常な誘発電位を示した. これらのことから D103の視覚障害は,C3H のも

のとは異質であり劣性遺伝子によることがわかった.

第2研究室 (井山)

1) 飼料カブにおけるカドミウム吸収力の品種間差異 (井山): 飼料カブ 10品種を用

いて,それらのカドミウムの吸収力を調べた.このうち2品種はルタバガ品種であった.

カ､ドミウム20ppm を加えた土に飼料カブを栽培し,板部の肥大成熟後収穫し, 弛上部

(茎葉)と地下部 (梶)に分けて乾燥した試料について,吸収されたカドミウムを定量し

た.定量分析は,試料を低温灰化装置で灰化後,塩酸および硝酸でカドミウムを抽出し,

原子吸光法によって行った.その結果によると,添加区のカドミウム吸収量は,無添加区

にくらべて明らかに増加していたが,吸収量について品種間に有意な差異があることが認

められた.したがって,カドミウム吸収力は品種に特有な遺伝的性質であることが明らか

になった.なおルタバガ品種は他の飼料カブにくらべて吸収量が少なく,また生育量と吸

収量との問の相関は認められなかった.この仕事は環境庁予算による ｢環境悪化の動植物

に与える遺伝的影響｣に関する研究計画の一部として行われた.

2) アラビドプシスにおける発育不安定性と環境反応性との関係 (S.Bagchi･井山)

異なる環境条件に対する量的形質の発育の変動程度,すなわち環境反応性の程度と発育不

安定性との関係を知るために,アラビドプシスの放射線処理後代から得た発育不安定性の

高低2系統群を用いて実験を行った.培養液中の窒素量と,温度の異なる7種の環境にこ

れらの系統を砂耕栽培し,草丈および開花まで日数の環境反応を調べた.環境反応性の程

度は,使用した全系統の平均で表わされた各環境値に対する系統の環境反応の回帰係数で

表わした.
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実験の結果によると草丈および開花まで日数の両方とも上記の2群の環境反応性程度の

平均値について差がなく,発育不安定性と環境反応性とは別の性質であることが判った.

第3研究室 (岡)

1) 種々の標識遺伝子と相互転座をもつ稲の同遺伝質系統 (岡･森島): 昨年報告した

ように標識遺伝子 W∬(gl),d2,lg,Ph,Ro,Rd,la,nl,bo,gb,gなどをもつ isogenic

系統がそれぞれ7回以上の戻し交雑をくり返した後,固定された.dlをもつ系統は B¢

世代にあり少なくとももう1回の戻し交雑を要する.これらはすべて台中 65号の遺伝背

景をもっている.

これらの系統育成の目的は遺伝子分析のための利用と各遺伝子の多面発現作用の調査で

ある.温室内と水田において種々の量的形質に対する各遺伝子の作用を調査した.旗性遺

伝子は種々の器官の大きさを特有の比率で縮少する.他の遺伝子については,Ph(フェノ

ール反応)は穂の枝便あたりの小枝便数を減少する,bc(植物体をもろくする)は穂の枚便

数を減少し枝梗あたり小枝便数を増加する,g (長護穎)は枝便数を減少する,などの多

面発現作用が見出された.また相互間の交配によって2つの標識遺伝子 Igと9,nlとbc

を含む同遺伝質系統を育成した.

相互転座ホモ系統は 30あり,それぞれ3回の戻し交雑と選抜により放射線処理の際誘

発された突然変異を除去したものである.これらをそれぞれ上記の標識遺伝子系統と交配

する作業を継続した.

2) 栽培稲の種間雑種における不稔性の遺伝子分析 (岡･森島): OryzaSativaと0.

glaberrinaの Fl雑種は染色体が正常に接合するが強い花粉不稔性を示す. この不稔性

を起こす遺伝子を知るため,昭和48年度年報 (p.34)に述べたように,それぞれ8ativa

と glaberrinaの遺伝背景の上に不稔性遺伝子を含む ｢同遺伝質 Fl不稔系統｣(B｡F2

より選抜)を作り,それらを用いて種々の交配実験を行った.その結果によると,主要な

Fl不稔性遺伝子は芽胞体と配偶体間の相互作用を通じて働くものであり,Alをもつ母体

では A2をもつ配偶子が雌雄共に退化すると言うモデルが得られた.しかし,これ以外の

作用をもつ遺伝子の存在も認められ,それらの分析には今後数年を要するであろう.

3) 発芽後日数の異なる稲品稜の競争実験 (岡･森島): 従来遺伝子型が同一の植物の

間には競争は起こらないと考えられていた (酒井などの多数の論文). この結論は,同一

の遺伝子型をもち年令も同一の植物がとなり合って生育するとき,競争が起こっても両者

の競争力が相等しいため競争の効果は表われないと解釈されねばならない.純系の稲系統,

台中 65号と白殻をそれぞれ5月8日と5月28日に播種して苗を育て,単植および種々

の組合せの混樽でその生育を観察した.その結果,同一の系統 clも20日早く生育を開始

した植物はおそいものより明かに競争力が強いことが認められた.同時に混植すれば自殻

は台中 65号より競争力が強い.白殻の早播と台中 65号の晩播の混櫓では両者の競争力

の差が増大し,自殻の晩播と台中 65号の早播との混楯では両者の差は減少した.これら

の観察は発芽2ケ月以後の成長率の差によって競争が起こると言う考え方を支持する.成

長率は2ケ月頃から急速に高まるからである.



研 究 の 概 況 31

4) 水田雑草における重金属抵抗性の変異 (森島･岡): 鉱毒地の水田雑草について土

壌中の重金属に対する抵抗性を知るため,山梨県都留市宝鉱山付近 12地点の水田土壌

(銅 50-150ppm)をとり,それから発芽したクマガヤツリを鉱排水沈澱池の土と三島の

土との等量混合土と,その対照として三島の土とに栽培し,その生育を調査した.混合土

は銅 1,160ppm,亜鉛約6,000ppm その他各種の金属少量を含んでいる.その結果,坐

育地の鍋含有量と有毒土におけを成長 (草丈など)とは正の相関を示し,汚染度の高い所

からの植物には有毒土の方がよく生育する傾向が認められた.

また,ヒエの種子を秋田県花岡鉱山の鉱砕堆積場,群馬県大田市毛里田の鉱毒地などで

採集し,銅を 2,0.5, および Oppm 含む3種の培養液で幼植物を水耕し,草丈および

根の伸長を調査した.この実験は継続中であり結論に達しないが,銅抵抗性は同じ集団の

中でも系統 (原集団の個体)によって著しく異なり,平均櫓によって比較すると有毒地の

集団の方が非汚染地域の集団に比べて抵抗性が強い傾向が認められた.おそらく汚染地域

では重金属抵抗性を強めるような代謝休系が選抜されるのであろう,この仕事は環境庁予

算による ｢環境悪化の動植物に与える遺伝的影響｣に関する研究計画の一部として継続さ

れている.

5) ヒエとダリスグラスのメヒシ/ミに対する競争力の変異 (森島): 半野生植物の適応

性を知るための1つの試みとして,産地の異なるヒエの5系統とダリスグラスの3系統に

ついて島地雑草に対する競争力を調査した.それらの系統を早植 (5月 17日)および晩

植 (6月 10日)し,陵草区,無除草区,メヒシバ追加早播区 (4月 24日播)および晩

播区 (5月 22日播),それぞれ2回反覆で試験した.9月に種子が成熟した後,ヒエと

ダリスグラスについて個体別に草丈と穂数を調査し,その他の雑草 (主にメヒシバ)につ

いて平方メータあたり生体重を調査した.ヒエの系統問には雑草競争力の差が認められ,

鉱毒汚染地に由来する系統は競争力が弱い傾向を示した.播種期の早晩は系統による競争

力の強弱の順位に影響しなかった.多年生のダリスグラスでは競争力の系統間差異は明か

でなく,一般に雑草との競争によって生じる表現型可変性が大きいことが判った.この実

験は植物の種間競争に関する遺伝的研究を始めるにはどのような出発点があるかを考える

機会をもつために行ったのであり,それ自身の結論を求めるものではない.

6) 野生稲系統問の適応戦略の分化 (岡): 1971-2年岡がユネスコ専門家としてフィ

リッピソに派遣されていたとき余暇を利用して行った観察結果をとりまとめ ｢適応戦略｣

の種内変異を考察した.野生稲 OryzaperenniSの6系統と栽培稲 0.8ativaの4系統

を対照区としての実験圃場の他に6ヶ所で半自然条件 (草地で草を刈取り発芽種子を点

播)の下に観察した.野生稲系統の間には多年生から一年生までの連続変異があり繁殖体

系が異なるが,多年生のものは一年生のものより幼時 (発芽後4週間)生存率が高く成

長後の生存率が低いことが判った.またこれに伴って,多年生の系統は幼時草丈の可変性

(plasticity)が高く穂長の可変性は低いことが認められた.さらに成熟後落下した種子が

地中に保たれる比率を見ると,一年生系統は多年生系統より著しく多数の種子を残すこと

が判った.これら種々の適応に関係する性質はそれぞれ遺伝子型の支配する特性であり,
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互いに相関しており,それらの一定の組合せが適応戦略を形ずくるのであろうと考えられ

る.

F. 変 異 遺 伝 部

本年度において,当部におけるここ数年来の研究活動の成果がまとまる段階k来た.イ

オン化放射線によるDNA損傷 ･修復 ･突然変異誘発の生化学的機構に関しては,第4回

国際放射線研究会議でとりまとめて発表された.一方,昨年度において当部で検出された

AF2の噛乳動物における遺伝的毒性に関して種々な実験を行い,その評価に寄与した.

また,日米協力による環境発がん物質の検出に関する会議 (ホノルル,12月)においては

主導的な役割を果した.一方,人事の面において,当部の創設 (昭和 30年)以来,数々

の業績をあげてきた藤井太朗研究員は,4月1日より新設の系統保存施設に堆出した.普

た,多年にわたりネズミの飼育と実験を助けて専門職員としての範を示した船津正文研究

補助員は系統保存事業のため4月1日より第1ネズミ舎に出向し,当部の業務から離れた.

このように研究人員の減少をみた一方,国および社会によって要請された環境変異原に関

する多種の調査と評価の責を果すととも,最近著しく増大した放射線およびアイソトープ

の人に対する安全性に関する研究業務等のため,当部における研究そのものの活動は制限

された.この結果,当部の活動の重要な一面である遺伝毒性田子や発がん田子の検出と評

価を通じて国民を障害から防ぎ,生命と健康を護るため行ってきた研究活動の継続には,

一層の努力が必要となった.

第1研究室 (土川)

7) Host-mediatedparasite-aSSayに関する研究 (土川): 前年度の報告に述べたよ

うに,KYF/2系統のマウスには, コ-チゾソ注射の前処置を行わなくても,ネズミ鞭虫

(ThchuriS肌uriS)の人為感染が成立する.またこの内部寄生虫が産出する虫卵は,体

温以下の適温で一定期間培養し,卵殻内で幼虫が分化した段階に到達しないと感染しない

ので,寄生虫の世代を統御できる.そこでマウスに経口投与した化学物質の,消化管を経

て排推される変化物,または末変化物の突然変異誘起性を,鞭虫の優性致死誘発から推定

するため,マウスに虫卵投与(感染)後,21日目から6日間,Furylfuramide30mg/kg,

1日1回づつ経口投与し,感染後 31-44日に産出された,Fl世代の虫卵を培養して,

発生の経過を逐次調査し,卵殻内にて幼虫に分化することなく,およそ胸肢期までに,発

生を停止した虫卵数を測定したところ,感染後 31-35日と,38-44日に産出された虫

卵に,顕著な発生停止の増加が認められた.その大部分は,おそらく優性致死によるもの

と考えられる.また Thio･TEPAIOmg/kgを,感染後 26,27日目に,1日1回づつ経

口投与した場合には,41-43日目の産卵数が減少し, しかも発生停止卵も明らかに増加

した.それぞれの受精卵は,化学物質投与時に,精子および卵子形成における,どのよう

な分化段階にあった配偶子由来のものであったかという,対比に関しては,共同研究者の

影井博士 (公衆衛生院)の協力をえて調査中である.虫体の生殖腺は,マウスに虫卵感染

後 25日日頃,形態的にはほぼ完成しているが,雌虫の Vulvaは開口していないから,
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交尾は 26-30日日頃に行われるものと推測される.

2) 化学変異原の検出と評価 (土川･定家 ･賀田): 化学物質の突然変異誘発性は,遺

伝子の劣化を招く遺伝毒性として近年注目されている点であり,一方,発がん物質あるい

はその代謝物の大部分が突然変異誘発作用を有することがこの二三年の間に明らかになっ

たので,人間環童の中から突然変異原を検出することは,予防医学の見地から重要である

われわれは, フロキシソ (食用赤色色素 104号), フリルフラマイド (AF2,食品殺菌

刺), ソルビン酸と亜硝酸 との反応生成物 などが突然変異誘発作用を有すること(Mu-

tationRes.誌および Agr.Biol.CheITl.誌に印刷中)を独自に検出してきた.

フリルフラマイドに関して, マウス体内における遺伝毒性の消長を,いわゆる Host-

mediatedrec-assay法により測定した.day-SLC系マウスに経口投与してから約1時

間後に腹陸中に出現する DNA損傷活性は,雄よりも雌マウスに著しく高かった. フェ

ノバルビタールによる前処理によっては,活性は著しく低下するに反し,四塩化炭素の前

投与によっては,活性は著しく増大した.

第2,3研究室 (賀田)

1) イオン化放射線によるDNA損傷の酵素的修復 (野口･賀田): 突然変異誘起因子

によるDNA損傷の修復磯構を明らかにすることはその生体におよはす影響の評価におい

てきわめて重要である.これまでに トルエン化した枯草菌の系を用い,イオン化放射線に

よるDNA損傷の大きな部分がタイプ1のポリメラ-ゼとDNA リガーゼの作用を含む過

程で修復されることを明らかにした.さらにDNA損傷に作用しこのポ1)メラ-ゼに対す

る新たな作用起点を作ることによりその修復作用を可能ならしめる第3の初期酵素の存在

を枯草菌粗抽出液中に見出し,それをクロマトグラフィ-法で部分精製した.ホスホセル

ロースカラムで得られた酵素分画のうち最も比活性の高い分画の作用機作を庶糖密度勾配

遠心法により検討したところ,イオン化放射線 (γ線)や熱処理で生ずるアルカリ感受性

部位 (脱プリン部位あるいはそれと良く似た損傷)を中性緩衝液中で切断する作用のある

ことが判った. この様な脱プ.)ソ部位を作る MMSや熱処理を受けた DNA のポリメラ

-ゼに対するプライマー活性は上述酵素分画の前処理で顧著に高められる.しかし紫外線

や有機水銀などを処理したDNAのプライミング活性は何んら影響を受けなかった.この

酵素は大腸菌で知られている脱プT)ソ部位に作用するエンドヌクt/ア-ゼに相当するもの

と考えられる.(BiochimicaBiophysicaActa誌に印刷中).

2) 枯草菌組換欠損株の分離と諸性質 (定家 ･賀田): 枯草菌Marburg野性株より分

離した組換欠損変異株 (rec株)のうち,L43株と M45株の持つ rec遺伝子の染色体

上の位置が詳細に決定された.各々の rec遺伝子,ree43および reo45は染色体複製

起点および γβCA領域に位置していることが,形質転換および PBSl形質導入による遺

伝解析によって,判明した.他のマーカ-との関係は purAt88189reobaおよびural

osp19rec45であり,t88182とrecbCは近接しており,rec45は recAlに接してい

る.燥似の rec株が,最近 Dubnau らにより報告されたので,それらの株と上記 L43

樵,M45株と掛け合わせた処,recAgは recGISに,ree45はreoE如こ按しているこ
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とが判明した.枯草菌の γ88株は最近,違った研究室で相次ぎ報告されているので,栄

色体上の位置関係を主体に,それらの分類学を進めている.

3) 植物に関する研究 (天野)

a) トウモロコシの wa;純系変異体の誘発: トウモロコシのもち澱粉 (W∬)遺伝子座

は変異体の検出およびその後の遺伝子微細構造の分析に適した数少ない遺伝子座のひとつ

である.しかしテスター系統の花粉の交配による方法では純系確立の困難な トウモロコシ

では分離固定はむつかしく,また用いたテスター遺伝子との分別確認はさらに困難である.

これらの欠点を避けて純系の変異体を得る実用的方法としてテスター系統と無処理母本系

統の花粉を等量混合して交配する方法を考案した.前年度この方法によって検出された変

異穂から母本の形質を持つ正常粒を選んで圃場栽培し,それぞれ自家授粉を行った.これ

らの正常粒は一部変異遺伝子を含むが系統としてほ母本の純粋さを持っている.従ってこ

こで分離されて来る変異体は求める純系変異体である.この方法によって本年度は wx変

異体3系統が確立された.また新しい処理によってさらに 10系統の変異体が検出されて

いる.これらの純系変異体を用いることによって染色体微細地図の作製やその形質の更に

詳細な分析を進める予定である.

b) 水稲におけるモチ澱粉変異体の誘発: 白花授粉性作物であ る水稲 に化学変異剤

EMSによってモチ澱粉変異体を誘発する実験を行った. これはテスターとの交配を必要

とするトウモロコシによって得た知見を応用し,さらに白花授粉によって直接に純系変異

体を得られる材料によって研究を進展させるためである.一方純系内に変異体を作ること

は突然変異育種の基本であり,それに伴う問題点の研究にも役立つものである.実験は母

系統として農林8号を用い,種子を 0.05M 又は 0.1M のEMS水溶液で 27oC,5時間

処理し,播種箱内,又はガラス室土床で生育させた.成熟した種は乾燥後1穂毎に 10粒

以上を脱頴し,肱乳のモチ性を視別し,モチ粒はさらにヨー ド染色で確認を行なった.昨

年度得た2系統のうち1系統はホモ接合体1個体,-テロ接合体4個体として確保できて

いる.本年度はさらにもみ,玄米処理を行ったものから,合計 1535穂を調査し7穂のモ

チ粒を分離するものを得た.EMS処理は 5070ないし8070の生存のある強度であった.

変異頻度 0.45670は単一遺伝子座にしては高いが, トウモロコシでの値とよく一致して

いる.なおモチ性旺乳の他には生理的異常粒などを除いて,突然変異と思われる狂乱形質

はごく少数であり,それらも表現は不完全であった.これらのモチ変異体について,今後

遺伝子地図,形質発現等の分析を進めていく.

C) Haplopappus培養細胞の染色体: 菊科植物の Haplopappusgracilis(2n-4)

は染色体が少なく,培養カルス細胞は柔らかく扱いやすい.2.4Dを 2ppm,酵母抽出物

0.370を含む修正 Eriksson寒天培地で3年以上継代培養して来た カルス細胞 について

染色体を調査した.用いたカルスは根 (HR),茎 ((HS),莱 (HL),茎からの自然カル

ス (HNC),種子 ((Hse)などから由来したものであり,由来個体は異なっている.染色

体は新鮮な増殖中のカルス細胞をアセト･オルセイン押しつぶし法で観察した.その結果

大部分は 2n-4の2倍性細胞であったが若干の4倍性,6倍性,8倍性の細胞も観察さ
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れた.多くはこれら倍数性の細胞は 109も以下であったが,HLでは 6070近くあった.

別実験のために植えついだ ELでは 5.3% と低かった.この 6070という値は植え継ぎ

時の選択によるものであろう.しかし他の系統でいずれもほぼ安定していることから一般

には2倍性細胞の分裂活性が高く,2倍性細胞の優位が保たれていると考えられる.染色

体構成は各系統内では倍数性に応じは増加のみで,異数性のような異常はなかった.しか

しHL,Hseでは共に付随体染色体が相同でなくいずれも一方の付随体部分が長くなって

いた.由来個体が異なっているので用いた系統内にすでに含まれていたものと考えられる.

詳細については研究を続けている.

d) トウガラシのの接木後代の芽生検定 (天野): 台木の遺伝的形質が接穂に移行固定

されるという接木変異はいくつかの報告があるが,まだ十分に確認された現象とは言い難

い.この現象の確認のために遺伝子背景を同じくする同一系統内変異体を用いた実験を行

ってきたが,本年はさらに接穂に生じた種子の芽生検定とその後代検定を行った.本年は

正常台木に接いだ ygA3変異体接穂5本に生じた 70果 996芽生を調査したが,そのう

ち1巣から3芽生,もう1果から1芽生の正常型芽生が生じた.これらの種子は紙袋をか

ぶせて白花授粉採種したものである.検出された正常型芽生はさらに後代検定を行った.

その結果3芽生を生じた1栗は近傍にあった yg2個体の花粉の混入があったと思われ,

3正常苗のいずれも ygA3型,yg2型,正常型がおよそ 4:3'.9に近い比率で分離した.

残り1芽生は ygA3型と正常型が 1:3に分離した.昨年度の結果,特に体細胞変異の

調査結果等をあわせ考えると接木変異の現象は トウガラシにおいても一般的な現象とは言

えないか,又は極めて頻度の低い現象でしかないと思われる.

e) カワゴケソウの生態調査: 昨年度の発芽育成実験の成功によって原生地における

生活環を調査することが必要となり,木原生物学研究所との共同調査として,南米のスリ

ナム国で調査を行った.目的は前年大乾期の調査に対して6ケ月後の小乾期における生態

を調べるためである.浜松市フラワーパーク公社の古里和夫園長と一部行動を共にした.

調査は4月初旬から中旬にわたってスリナム国の四つの河について行った.Marowijne

河の支流の Lawa河の Abonasongasoelaでは大型の MoureraPuvialilisがあり,

花は見られなかったが直径約 1cm の幼苗から菓長 50cm をこえる成百まで各段階のも

のが見られた.同じく支流の Tapanahony河の Granholosoelaでは増水のため採取は

できなかったが,同種の花曹穂および結実穂を遠望できた.さらにほぼ中部のCoppename

河の Raleighvallenでは同種の花,種子が採取できた.他に Apinagialongifolia他

同属1種の成苗も採集し,両属の幼首も多数観察できた.これらはいずれも急流の掛 こ瀬

の岩盤の上面に生育していた.Tibiti河の Tibitisoelaでは A.richardianaの成苗,

花,種子を採集できた.乾期雨期の別によって季節がうつり変るこの地域では,水中で生

活するこれらのカワゴケソウは生育の盛衰はあっても水さえ十分にあれば古い株から発芽

し,又種子からも発芽して,常に全生育段階を観察できるようである.
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G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度は第1研究室の篠田研究員が,7月 21日から27日までイギリスのブライトソ

市で開催された第2回国際免疫学会に出席し,ヒトの免疫グロブリンの一次構造に関して

これまでに研究してきた成果を発表した. また松永部長は,10月3日～9日にアルゼン

チンのプェノス･アイレスで開かれた第 14回国際小児科学会議の特別集会 ｢遺伝学と社

会 :現在と未来｣の発言者として,｢家族計画の遺伝的影響｣に関する論文を提出した.

本年度に行われた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特別

研究費の援助を受けた.

第1研究室 (松永)

1) 環境変異原の監視体制の検討(松永): 国民の遺伝的な健康を守るためには,生活

環境内の突然変異原をあらかじめ検出して,人体がそれに被曝しないようにすることが急

務であるが,それと同時に,集団の遺伝子プールに現実に汚染が起こっていないかどうか

を監視しなければならない.これには新生児の血液検査による生化学的変異型と染色体異

常,ならびに優性遺伝病の新生突然変異個体を指標として,疫学的調査を国のレベルで継

続して施行する必要があるが,日本の場合に実行可能な体制の-試案について,8月6日

に開催された日米科学協力会議に発表した.また最近,一部の疫学者が人口動態統計の死

因分析の結果に基づいて, ｢先天異常が急増している｣という説を唱えており,環境変異

原と関連して話題を呼んでいるので,この点を批判的に検討した.詳細は,｢厚生の指標｣

21巻 11号 (1974)に発表したが,人口動態統計資料からは,先天異常の発生率が急増

しているという証拠は見出されなかった.

2) "しきい"形質の遺伝学的研究 (松永): 最近,ありふれた先天奇形やある種の成

人病を,多因子性のしきい形質としてとらえる見方が有力になってきた.国立小児病院外

科の沢口重徳博士と協同で,小児そけい-ルニアの症例 1761例を発端者とし,家族調査

をしたところ,そけい-ルニアの素因が典型的なしきい形質のモデルに合致することを見

出した.すなわち,発端者の男女比は 2.6:1,男女ともに片側羅患例と両側羅患例の比は

ほぼ 4:1.発端者の同胞および両親における同症発現の頻度はそれぞれ2770と11%で,

一般集団の頻度に比べてかなり高い.とくに発端者の寝息側が両側の場合,あるいは発端

者が女児の場合には,近親における発現頻度はさらに高くなる傾向がみられた.

糖尿病もしきい形質の一つとみられるが,その診断は,通常,糖負荷後における血糖値

が一定のしきいを超えたときに下される.ところで血糖値はほぼ正規分布をし,両親平均

に対する子の回帰係数はかなり高い (約0.44)ことが,三村らの研究 (1964)によってわ

かっている.そこでこれから逆に,特定の個人または夫婦の血糖値が与えられたとき,そ

の子どもが将来,糖尿病に躍患する危険率を推定する方法を考案した.詳細は日本公衆衛
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生雑誌 (21巻 10号付録)に発表したが,この方法は遺伝相談に利用することができる.

3) ヒト臓器酵素の変異 (篠田･松永 ･越永): 前年度にひきつづきヒトの臓掛 こ含ま

れるいろいろなアイソザイムを,主としてデソ粉ゲル電気泳動法と特異染色法の併用で分

析した.調査の対象となったのほ,ポt)オ-ル脱水素酵素,コリンキナーゼ等約 60種で

あるが,このうちほぼ 1/3の酵素系では血球酵素分画 (S一分画)の他にミトコンドリア分

画 (m一分画)にも活性が認められた.両分画における変異の程度は,一般に異なる傾向に

あった.このことから,両分画は別々の遺伝子支配を受けているものと推定した.また,

遺伝的変異以外にいろいろなアイソザイム園がみられたが,かなり複雑な要因によるよう

である.上記の結果の一部は Jap.∫.Hum.Genet.,19:243-250,1974に発表した.

4) 免疫グロブリンの構造的研究 (篠田):a)ヒトIgAを分離精製したのち, シアノ

ゲソプロミド酸化によって4個の大きなフラグメントを得た.このうち3個については,

全構造の分析を行った.残りの一番大きなフラグメントについては,主としてジスルフィ

ド結合に関与する周辺部の構造を分析した.IgAH鎖には少なくとも17個の半シスチン

が含まれていると考えられるが,このうち 16個についてはほぼ全構造を明らかにした.

結果の一部は,第2回国際免疫学会議 (49年 7月,英国)ならびに第4回日本免疫学会

総会において発表した.また,GllnmaSymp.onEndoerin.γol.12に印刷中である.

b) K型ベンス･ジョンズ蛋白の構造と機能ならびに遺伝因子と構造変異を検討する

ために,Ka,Ni2標晶の構造分析を行った.両者ともに 191-Valであることから Inv

(3)と分類され,また可変部の構造的特徴から,Kaは Ⅴ〟Z型,Niは V.Ⅰ/ⅠⅠ型と判定

した.未変性の状態でおだやかに化学修飾を施すと,特定のアミノ基が選択的にブロック

されることを見出したが,この現象は,免疫グロブリン分子の可変部と定常部とが,機能

的に独立した状態で存在していることを示すものと推定した.詳細は J.Biochem.,75:

23144,1974ならびに J.Biochem.,77に印刷中である.

e) 免疫グロブリン合成の遺伝的支配の機構を解明するために,H鎖病蛋白質の構造に
着日し,3標晶の構造分析を進めた.ベンス･ジョンズ蛋白やミエローマ･グロブリンを

分析すると,N末端約110残基の構造は,L鎖ではその抗原型に特異的であるのに反し,

H鎖では全てのクラスに共通に見出されることがわかってきた.構造の類似性をもとに1

定数のサブグループに分け,これらはそれぞれ別の遺伝子によって支配されていると考え,

ヒトの場合免疫グpプリン遺伝子は大略 102個程度という仮定をおこなった.結果の一部

は J.Biochem.,73:417-431;ibid,73:433-446,1973,GunmaSymp.onEndocrin.

γol.12(印刷中),第2回国際免疫学会議 (1974,英国)などに発表した.

第2研究室 (中込)

1) 染色体の構造異常における切断点 (exchangepoints) の分布 (中込):転座染色

価,環状染色体などに対LJて分染法による詳細な検討を加えたところ,構造異常の発生に

際して生ずる切断点はGバンド法によると淡く染まる部分に主として分布することが分か

った.そこで自験例より集めた 30および文献より集計した218の切断点について,構造

異常の種類,報告の出所,ascertainmentの方法などに分けてその分布を検討した.集
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計した切断点は,単一のバンド内にその局在が確定しているもののみに限った.バンドは

Gバンド所見に基づいて淡,変異,濃の3種に分け,それぞれの種類のバンドの長さの総

計に基づいて切断の期待値を算出した.相互転座および環状染色体では淡と変異/ミソドに

切断が多くみられ濃バンドには極めて少ないこと (p≪0.001), 逆位と欠失では変異バン

ドの過剰はみられないが,淡バンドの過剰と濃バンドにおける切断の欠如については同一

の傾向を示すことが (p≪0.001)分かった.

Gバンド法により渡染する部分は比較的 A･Trichな且つ繰り返し配列を持つ DNA

が分布していると考えられるが,この部分が切れ難いのか,修復が行われやすいのか,い

ずれについても差はないが濃いバ ンドの切断は細胞の生存にとり不利なのか,などの可能

性につき検討を加えている.

また切断点を染色体の各腕の末端のバンド(Ter),着糸点に接するバンド(°en),それ

以外のバンド(Int)にあるものという3種に分けると,TerおよびCenに著しく切断が

多く,Intにはまれであることが分かった.この現象の意義については現在考察中である.

切断点1組を持つ構造異常 (2-breakrearrangements)については,2個の切断点の組

み合せ (淡,変異,濃バンド別に)を検討したが,特に同一種類のバソドの切断の組み合

せが生じやすい傾向はみられなかった.

2) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込 ･飯沼･千代 ･境 ･山本): 従来の方

法では同定不能であった複雑な構造異常や,検出不能であった微小な構造の変化を分染法

により検出する試みである.表現型と染色体構成との対応関係を,幾つかの常染色体 (普

たはその部分)について新しく確立することを目的とする研究で,昨年までに引き続いて

行われている.

まず本年中に,従来全く記載のない新しい異常2種類を発見した.1例は46,ⅩY,tdie

(7;15)(p21;pll)と表記される核型を持つ患児で,観察された精神薄弱と先天奇形は

7p22および 7p21バンドの部分的欠失 (モノソミ-)に原田を求められると考えられた.

なお転座染色体に対して G,C,Cdバンド法などによる検討を加えたところ,7と15の

単純な転座ではなく,両者の着糸点をそのまま残す2動平体染色体で･15番の着糸点が
その機能を停止したと推定される結果を得た.

他に 6pの部分 トリソミー (文献上第1例,詳細は多型の項参照),r(17)および r

(9), (それぞれ文献上2例日)などが観察され,染色体異常症候群の確立に貢献した.

なお Down症に6と15の相互転座を合併した症例を経験した.21の不分離と de novo

転座の発生という偶発事故が重なったことになり,文献上2例日のこれも珍らしい事例で

あった.なおこの例では,転座に加入する 15番が母親に由来したことも多型所見から明

らかにされた.

性染色体異常としては,一見女性であって ⅩYY の例が特記される. この型の性の逆

転はすでに数例が文献上知られているが,内分泌学的検査により特異な所見が得られた点

が興味深いと考えられた.

3)染色体多型の個体識別への応用 (飯沼･松永 ･中込 ･千代): 昨年までに引続き親
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子鑑定および双生児の卵性診断を行っている.本年は親子鑑定3組を調査し内2組で結果

が得られたが,いずれの場合も血液型に基づく鑑定と同じ結論であった.双生児について

は5組調査して3組で結果が得られたが,各組とも同一の多型所見を示し,おそらく1卵

性であると推定された.

なお通常の核型分析によるとDs+ 多型と判定される家系例で,G,C,Cd,Qバンド

による検討の結果 rep(6;15)(p21;p13) と判明した症例を経験した.家族性の多型

(正常変異)と思われる核型が実は転座で, しかも父は保因者で子は部分 トリソミーとい

う2種の症例を隠していたことになり,従来にない新しい染色体の変化である.染色体多

型を個体識別に応用する場合に,この種の転座が denovoに生じている家系では誤った結

論に導かれる可能性が示されたことになる.なお子にみられた6pトt)ソミ-は,前項で

触れたごとく文献上第1例であり,先天奇形との関連などについて現在検討を加えている.

4) 不分離の発生機構に関する研究 (中込 ･飯沼 ･松永): 昨年までにG群染色体のサ

テライト連合-の加入頻度の検討を終り,21番は22番に比べて加入が著しく多いことを

明らかにしたが,本年はD群について検討した.すでに 1969年にオ-トラジオグラフィ

ーの技術を用いて,D群3対の加入はラソダムとの結果が報告されているが (中込:Cyt0-

geneties8:296),その後特定の対の加入が多いとの報告が 2,3出たので,新しい分染

技術を用いてこの問題を再検討する必要が生じたのである.

サテライト連合に加入したD群染色体計530個をGバンド法により同定したが (7個体),

全例でD群の3対はランダムに加入していることが明らかにされた (combineddata,x2

-0.015,d.f.-2,heterogeneity,X2-8.9,d.f.-5,0.2>p>0.1).

ダウン症における不分離発生個所の検索も行っているが,昨年までに分析した5組 (そ

のうち最終的に判定できたもの1組)に加えて本年は7組の親子を追加した.これら8組

についての結果をまとめると,母の第2分裂における異常と同定されたもの1,母の第 2

分裂以外のいずれかの時期と判定されたもの 3,父の第2分裂以外のいずれかと判定した

もの 2,父方の不分離ではないことだけが分かったもの 1,いずれとも判明しないもの 1

であった.

また強い蛍光を示すサテライト(F)を持つ 21番は,弱い蛍光 (f)の 21番に比べ

て不分離を起こしやすいか否かについても検討した.正常対照ではFが 0.18の頻度で夫

られたのに対し,ダウン症児の親27例では0.20,ダウン症の患者 15例では0.19で,3

者の間には差がなく,蛍光の強弱と不分離の発生との間には相関がないことが明らかとな

った .

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部は2研究室からなり,いずれも細菌および/ミクチリオファージをもちいて

その遺伝現象を研究している.

第1研究室は大腸菌をもちいて DNA 複製,細胞分裂, ムレイソ生合成と代謝などの

調節機構を研究している.
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第2研究室はサルモネラおよび大腸菌のべん毛の調節機構を研究している.

さらに第1研究室と第2研究室との協力によって,大腸菌DNAの複製と細胞分裂とに

べん毛形成が共観する機構を本年度もひきつづき研究している.その他に,一万株を越す

微生物の突然変異株の系統保存と分与も当部の任務の一部としている.

当研究所の方々の御好意と御協力とによって,広田の微生物遺伝部長就任にともなう関

連人事が進められた.大阪大学教養学部西村行進助手が研究員に,また西村昭子が研究補

助員に任用された.

東京大学応用微生物研究所松橋通生教授を非常勤研究員に迎え広田とムレイン生合成に

関する協同研究を行った.東京大学理学部から武田穣特別研究生が参加し広田の指導で複

製に関する研究を始めた.

当部の新旧メンバーが協力して細菌細胞の増殖と細菌のべん毛形成の研究を開始した.

研究費の面では文部省科学研究助成金一般研究A ｢細菌細胞の生長と分裂の遺伝的調節

機構に関する研究｣と一般研究C ｢細菌におけるべん毛生合成の調節に関する分子遺伝学

的研究｣の研究申請が認められた.フォト蔚徴鏡 (ツァィス),分光光変計 (日立),冷凍

遠心磯等の機器の購入と人件消耗費支払が可能となり,既設々備と併せて新しいプロジェ

クトの開始がほぼ可能となった.

8月 30日にはフランス共和国のパスツール研究所副所長 EllieL.Wollman博士と

フランス共和国科学大使 (AttacheScientifique)G6rardSiclet博士が研究所にわれわ

れを来訪され意見を交換した.また10月23日と24日には米国ウィスコソシソ州立大学

分子生物研究所長事務取扱 WilliamRolユnd教授と米国アラバマ州立大学 RoyCurtiss

III教授らが来訪しセミナーを行いわれわれとプラスミドの伝達と複製に関する討議を行

った.

集1･第2研究室の協力研究

細菌細胞の生長周期とべん毛形成との共観 (榎本 ･西村(昭)･鈴木 ･広田): 前年度の

協力研究によって ｢大腸菌 K12株の生長周期がべん毛形成と共振している現象｣を発見

した (遺伝学研究所年報 24号).本年度もこの研究を継続して次の結果を得た.

広田は大腸菌の生長過程に温度感受性欠失をもつ変異体の研究系を確立している.この

系は培養温度を 300から400へ,あるいは 400から300へ移すことにより細胞生長の

各過程を特異的かつ任意に停止したり,再び進行させたりすることができる.この特性を

もちいて細胞の生長とべん毛形成との間の共甑を特異的に追究した.

DNA複製に特異的欠失をもつ突然変異体 (dna),娘核の分配過程に特異的欠失をもつ

突然変異体 (parA,parB),細胞狭窄の形成に欠失をもった突然変異体 (fbA,B,C,

D,E,F,G)の何れもが 300-400-の温度シフトによってべん毛形成を停止する.し

かし低濃度のペニシリンGによって細胞分裂を阻害してもべん毛は形成される.

すなわち細胞生長周期の各過程を特異的に停止させるとべん毛形成が直ちに停止される.

べん毛形成は細胞分裂の調節過程と共醜しているが,細胞分裂を触媒する酵素反応過程と

は共甑していないこと, さらにフラジェリンm-RNAの転写のレベルで調節が働いてい
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ることなどがあきらかとなった.

以上の事実から,細胞が一定の構造比率を保ちつつ生長する新しいタイプの遺伝的調節

機構が細胞分裂とべん毛形成の過程に働いていると推論している.

第1研究室 (広田)

1) 細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村(行)･池谷 ･広田): 細菌細胞の形態を保ち細胞

分裂を行う分子担体はムレイン･サキュルス分子であるとの仮説に立ち,ムレインの生合

成と代謝と細胞分裂間の関連を探る目的でムレイン分子に共有結合しているリボ蛋白質-

分子量約 7,000,アミノ末端システィンにリピドが共有結合しているリポ蛋白質でその全

アミノ酸配列順序が知られている-を研究した.

その結果 (1)この蛋白質の構造に欠失をもつ突然変異体を発見した.(2)この遺伝子座

は大腸菌の染色体地図上 31.5分付近で ppSと manの両遺伝子座間に位置する. (3)

リポ蛋白質に対する抗血清に変異蛋白質も沈降反応する.(4)変異蛋白質はフリーのCys

残基をもつために変異蛋白質間で Cys-Cys間ダイマーを形成するが,メルカプトエタノ

-ル等による還元によって解離する.最近米国ニューヨ-ク州立大学の井上助教授らと,

この問題に関する協同研究を始めている.

以上の変異に由来する変異体の表現形質の変化を生理学的に追究している.

2) 温度感受性変異体の系統的分離と同定 (広田･荻野 ･西村(昭))-. 大腸菌の細胞分

裂とDNA複製化機構に関与するすべての反応系をあきらかにする長期計画を前年度にひ

きつづき進めている.現在までに総計約 5.000個の独立に生起した温度感受性突然変異
体を分離した.そのうち 576株に関して欠失変異の同定を行い次の結果を得た.細胞狭

翠 (ftS)223,DNA分配 (par)28,DNA複製 (dna)72,細胞壁合成 (ltS)76,蛋白

質とRNA の生合成 53,細胞形態の調節 19,その他 105であった.

今後これら一連の変異体におきた欠失のすべてを分子水準であきらかにするために総合

研究班を組織して徹底的に解析を進める予定である.

3) DNA複製 (武田･広田): 上記2で分離された温度感受性突然変異体の同定を姶

めたが,その中から DNA複製の新しい変異体- 培養温度を300から400へ移すと直

ちに DNA鎖の伸長が停止する- を見出した.その変異遺伝子座 (dna)は 75-77分

付近に位置する.その他の DNA複製変異体の解析も行っている.

第2研究室 (榎本)

1)べん毛形成に関する温度感受性突然変異体の研究 (榎本･鈴木 ･広田): 温度感受

性無べん毛突然変異体 (jlaLB)には,温度変異に伴うべん毛形成を基準として分類すると,

2種類あることが判明した.Ⅰ型は 30oCにおける培養を 41oCに移すと直ちにべん毛伸

長が停止し,Ⅱ型はしばらく伸長が続いた後停止する.この性質の違いが遺伝子特異性に

よるものか突然変異位置に特異性をもつものかが調べられた.32株のjlateについて突

然変異座位を,βα座位を荷うFプライム株との交雑で調べると共に,41oCで無べん毛

化した細胞を 30oCで短時間処理してべん毛形成を促し再び 4loCへ移した時のべん毛伸

長の有無を電子顕微鏡で調べた.
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この結果,regionIIIに分類された 10株の βaLsのうち4株がⅠ型であり,すべて

βαCシストロンに民していた.regionIIIの残りの6株,regionIIの8株,そして

regionIの 14株はすべてⅡ型であった. これにより41oC-の温度変更後,直ちにべ

ん毛伸長が停止する性質は遺伝子特異性をもつものと推定された.この研究には東京大学

理学部植物学教室の鈴木孝仁氏が電子顕微鏡の分野で協力参加している.

2) 大腸菌におけるサルモネラベん毛遺伝子の発現制禦機構

サルモネラ菌では1相 (Hl)2相 (H2)のべん毛遺伝子が一定頻度で交互に発現する

相変異現象が知られているが,大腸菌では Hlに対応する遺伝子 (hag)のみが存在し,

常時発現している.サルモネラ菌の1相および2相遺伝子を導入され,相変異を示すよう

になった大腸菌 K12由来株が得られている.これら導入株はサルモネラ親株より10乃

至 50倍高い頻度 (1.5-8×10~3/細胞/Ltr代)で相変異を示すのが特徴である.

短べん毛突然変異体の分離と性質 (榎本･鈴木･西村(昭)): 高頻度で相変異を示す大

腸菌導入株は,抗1相または抗2相べん毛血清を含む半流動培地で,相変異頻度の低いサ

ルモネラ親株よりずっと強い運動抑制をうける筈であり,この抑制を免れた突然変異株の

中には相変異機構に欠陥をもつ株も含まれていると考えられる.大腸菌導入株 (EJ130

Hl-iHBlen∬)を抗 i血清を含む半流動培地で運動性に関して選択したところ,少なく

とも3種類の突然変異株が分離された.1種はHl遺伝子の発現がなく,既知のahl突

然変異に相応するものと考えられ,他の1種は,抗原性および相変異頻度が親株と区別出

来ないにもかかわらず i抗血清による運動抑制をうけないもので新しい型の突然変異と考

えられる.残る1種は1相べん毛抗原をもつにもかかわらず,抗2相べん毛血清を含む半

流動培地で運動性を示さなかった.遺伝分析と電子顕微鏡観察の結果,この変異体はHl

遺伝子の突然変異のために異常べん毛たん白を生産し,その重合が不全に終る短べん毛突

然変異体であることが判明した.短べん毛単相菌より分離されたべん毛たん白の分子量は

親株のそれと区別出来ないが,より正に荷電していた.再構成実験では,突然変異たん白

を単体として使用した時核種にかかわらずべん毛伸長が抑えられることが判明した.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行っている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として進

化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究を

行っている.

本年は集団遺伝部にとって,昭和 39年に新設されて以来,10年目にあたる年である.

過去 10年間に本研究部の要員による研究発表は主要なものだけでも約120編 (著書2を

含む)におよび,掲載誌と発表回数は主なものだけをひろってみても Geneties23回,

GeneticalResearch(Cambridge)16回,Nature9回,I.AIolecularEvolution8

回などとなる.一方,世界の集団遺伝学の流れを見ると,過去 10年間に大きな飛躍をと

/げたが,その進歩に当研究部がはたした役割の大きさは広く内外の学界に認められている
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ところである.

第 1研究室においては本年も昨年に引続き分子レベルにおける進化と変異の問題を集団

遺伝学の立場から研究し,成果を Genetics,Nature,PNASなどに発表した.学会にお

ける研究発表としては,部長木村がアメリカ数学会主催のシソポジウム ｢生物学における

数学的問題｣に招かれて渡米し,分子レベルでの集団遺伝学的研究について講演した (出

張期間昭和 49年 2月 20日- 昭和 49年 3月 1日).また,研究員太田朋子 (原田)

はフランスのモソペl)--で開かれた分子進化に関する国際学会に招かれ,講演のため 9

月 23日羽田発で渡欧し9月 30日に帰国した.

第2研究室では細分化された集団における遺伝子頻度の確率過程について数理解析を行

うと共に,自然集団における変異保有機構に関して理論的および実験的研究を行った.蛋

長丸山は昨年9月以来テキサス大学 (ヒュース トン)の人口統計および集団遺伝学センタ

-に客員教授として研究および講義のため出張中であったが,本年 4月 28日に帰国し

た.研究員山崎常行は部長木村と共同で ｢連鎖遺伝子座における自然淘汰の模擬実験｣と

題し,9月 11日,第 46回日本遺伝学会 (仙台)で発表を行った.

本年も一昨年と同様ウィスコンシン大学の J.F.Crow教授が 7月 16日から 12月

23日まで遺伝研外国人客員として来訪され,集団遺伝部で共同研究に従事された.また,

シカゴ大学助教授 M.Slatkin博士も外国人研究員として6月2日から9月9日まで遺

伝研に滞在,集団遺伝部の要員と協同研究を行った.

また,非常勤研究員として,安田徳一 (放医研 遺伝部室長)が ｢人類集団の統計遺伝

学的研究｣の題で共同研究に参加した.

第1研究室 (木村)

1) 分子進化に関する法則 (木村 ･太田): 分子進化に関して次のような法則が経験的

に導かれる.(1)特定の蛋白については,アミノ酸置換率で表わした進化の速度はその蛋

白の構造や機能に本質的な変化のないかぎり各種の生物の系統で一年あたりほぼ一定であ

る.(2)機能的に重要度の低い分子または1つの分子でも機能的重要度の低い部分はそう

でないものにくらべ進化における突然変異の置換率が高い.(3)分子の機能をそこなう度

合の少ない突然変異の置換の方がそうでないものより進化の過程で起こりやすい.(4)新

しい機能を持った遺伝子の出現には常に遺伝子の重複が先行する.以上の法則は次のよう

に考えれば矛盾なく説明できることを示した.すなわち分子進化には中立突然変異遺伝子

の遺伝的浮動による集団内での固定が重要な役割をはたしていて,中立突然変異は有害突

然変異の有害度が非常にわずかになった極限と考える.詳細は PNAS71:284812852に

発表した.

2) 集団が増大する場合の遺伝子の固定確率 (木村 ･太田): 拡散模型に基づいて,秦

団の大きさが変化する際の突然変異遺伝子の固定確率を計算する数学的方法を考案した.

特に集団がロジスティックに増大する場合について,固定確率を実際に求めた.このとき

は,1個の突然変異遺伝子の究極的な固定確率は近似的に u-Bs(Z/N)で与えられる.

ここでSは淘汰係数を表わし,Z/Nは集団が拡張することに対応する項で, この項の大
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ききを計算する式を導いた.さらに,モンテカルロ実験により求めた式の妥当性をたしか

めた.詳細は PNAS71:3377-3379に発表した.

3) 電気泳動法によって調べられる遺伝的変異についてのモンテカルロ実験 (太田･木

村): 対立遺伝子が突然変異によりステップ状に移行するというモデルを使って電子計算

機によるモンテカルロ実験を行った.このモデルは電気泳動法によって検出される遺伝的

変異を解析するために考案されたものである.対立遺伝子の頻度分布の様相を次のような

統計量を用いて調べた.すなわち対立遺伝子の有効数 (n.)と実際にみいだされる対立遺

伝子の平均数 (na)との比に注目した.モソテカルロ実験の結果と実際に報告されている

データとを比べると,そのずれは,超優性の存在から期待されるのとは逆の方向であった.

詳細は Geneties76:615-624に発表した.

4) 分子レベルでの進化と多型における微小有害突然変異の重要性 (太田): 分子レベ

ルでのほぼ中立な突然変異の中には微小有害突然変異がかなり存在することが考えられる.

これは生体反応の複雑な相互作用やポリペプチッドの高次構造の相互依存性を考えれば当

然と思われる.このような微小有害突然変異の分子進化や蛋白の多型に及ぼす影響を集団

遺伝学の理論にもとづいて論じた.そして蛋白分子の進化のしくみを理解するためには,

従来のように生態的な条件にのみ重点をおいたのでは不適当で,蛋白の構造や機能の制約

に重点をおかねばならないことを示した.詳細は Nature252:351-354に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) 集団構造に関する不変量 (丸山): 突然変異遺伝子が集団全体に固定する確率や-チ

ロ接合体の現われる数などほ集団の地理的構造によって変化しない事をdiffusionモデル

によって以前に示した.一部の人たちから,それら不変量の厳密な証明を要求されていた

が,今度マルコフ連鎖を成す出生死亡過程のモデルについてその事を示すことに成功した.

詳細は Theor.Pop.Biol.5:148-154に発表した.

2) 遺伝子頻度の変化速度 (丸山･木村): 有限集団において,低い頻度から出発した

突然変異遺伝子が集団全体に広がって固定する場合と,同じ遺伝子が道に高い頻度から消

失する場合,それぞれに要する時間および中間的頻度でのとう留時間が両過程で等しい事

を発見した.この事は突然変異や自然淘汰の極めて一般的な条件の下で成立する.詳細は

Evolution28:16ト163に発表した.

3) -テロ接合頻度の分布と蛋白多型現象の中立説 (丸山･山崎): 自然集団にみられ

る蛋白多型現象は淘汰に関して中立な突然変異の randomdriftによると提唱する木村･

太田 (1971)の中立説にもとづいて,遺伝子頻度と-テロ接合体頻度との関係を検討した.

ショウジョウバエを主とするデータは,中立説から理論的に期待される分布と矛盾せず,

中立説を支持する.詳細は J.Mol.Evolution4:195-199に発表した.

J.分 子 遺 伝 部
分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行い,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の

開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究
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を進めている. これまで材料としては二本鎖 RNA を遺伝子とするウイルスに集中して

きたが,これはこのウイルスのゲノムが一定の大きさの遺伝子単位に分かれていることや,

ウイルス自身が転写のための RNA ポリメラーゼ活性をもち, 試験管内で純粋なメッセ

ンジャー RNA(mRNA)を合成させることができるという特徴をもっているからで,上

に述べた研究目的に好適な材料である.この系において遺伝子の二本鎖 RNAの一方の鎖

のみが5′端に修飾構造をもっていること,およびこれと同じ鎖が mRNA として転写さ

れることを明らかにした.これがきっかけとなってこの系でmRNAの合成時にメチル基

の供与体 S-アデノシルメチオニン (SAM)を与えると,合成される mRNA の5′端が

メチル化を含む修飾構造をとっていることが今年当研究室で発見された.この修飾構造は

カイコ細胞質多角体病ウイルス (CPV)の場合

m7GSplp5p/Am

という構造で,核酸の構造における全く新しい結合様式である.SAM なしで合成される

メッセンジャー RNA の 5′端アデニル酸の2′位置がメチル化され,5′側に2個のリソ

酸基の先にメチルグアニル酸の 5′位置のリン酸基がピロリン酸結合でつながっていると

いう修飾構造である.このように奇異な構造が他のmRNAにも見られるかどうかが問題

で,これについて研究を始めた.ワクシニア･ウイルスは遺伝子として二本鎖 DNAをも

つが,外殻に RNA ポリメラーゼをもっているので試験管内で転写反応を行わせること

ができる.この系に SAM を加えると,合成される mRNA の 5′端が CPV の場合と

同様の修飾構造をとっていることが 判明した. このように二本鎖 RNA ウイルス以外の

ウイルスmRNAにも修飾構造が見られるので,さらに一般性を追究する一方,この構造

の機能との関係についても研究を展開することとなろう.

ウイルス粒子を用いてこのような転写や修飾をすることができるのはウイルス粒子中に

これらの過程を進める酵素があるからで,それぞれの酵素の特徴を調べている.

RNA合成酵素による遺伝子 DNA上の転写開始場所の構造について最近二,三のグ

ル-プで研究が進められ,成果が上がりつつあるが,RNA 遺伝子を用いれば構造を調べ

易いので二本鎖 RNA を用いてこの問題を解決すべ く研究を開始した.杉浦により精製

した DNA依存 RNA ポ1)メラーゼは二本鎖 RNA の特定の場所に結合して RNA 合

成を行えることが判明したので,今後上記の研究を進めることができる.

人事の面では次のような動きがあった.古市泰宏研究員が米国の RoehelnStituteof

MolecularBiologyで PostI)octoralFellow として Dr.AaronJ.Shatkin のもと

でウイルス遺伝子の情報発現に関する分子生物学的研究を行うため7月に渡米した.4月

から1年間の予定で北里大学薬学部助手漆原敏之は日本学術振興会流動研究員としてウイ

ルスの分節ゲノムの構造および転写機構について共同研究を行っている.

1) 細胞質多角体病ウイルス (CPV)の mRNA の 5′末端修飾構造 (古市 ･三浦):

CPV粒子に ⅩTPを与えれば試験管で mRNA 合成をさせることができるが,S-アデ

/シルメチオニン (SAM)を加えると mRNA合成を増進し,さらに mRNAがメチル



46 国立遺伝学研究所年報 第 25号

化されていることは昨年度報告した.このメチル化は RNA合成の初期に起こっているの

で,RNA の 5′末端構造を調べた.修飾構造をみるために 唱 でメチル基をラベルした

SAM および末端部をみるために β位を 82pでラベルした ATPを用意して mRNA合

成を行った.合成された mRNA を種々のヌクレア-ゼで分解し,DEAE-セルロースー

7M尿素によるカラムクロマ トグラフィでヌクレオチ ドの大きさによって分離 したところ,

いずれの分解の場合でも 8H と 82pのカウントは同一のピークとなって現われた. この

ことは mRNAの 5/端にメチル基が入っていることを示 している.ペニシリウムのヌク

レアーゼ Plで加水分解すると5′ヌクレオチ ドが生ずるが,さらにこれをホスホモノエ

ステラーゼで処理しても変化なく,S空p-1)ソ酸が遊離しなかった.このことは mRNAの

5/端 l)ソ酸基がブロックされていることを意味する. そこでこの末端部分を折紙電気泳

動によって単離 し,ホスホジエステラーゼ (蛇毒)を働かせたところ PH】2'-0-メチル

アデニル酸 (pAm)と 【3乞p]無機 リン酸と 【3H17-メチルグアニル酸 (pm7G)が得られ

た. (メチルグアニル酸の同定はヌクレオシド, ヌクレオチ ドの何れの段階についても行

って確定できたが,ここては詳細は略す). この三者の結合について考えると,前二者は

sAM なしで合成させた RNA 末端の構造と同様 32p5p'Amという形であり,この1)ン酸
基を 71メチルグアニル酸が塞いでいると考えられる.7-メチルグアニル酸には遊離のシ

スジオール (2′,3′位置)があるので 5′位置で結合しているに違いない.とすればこの

結合はピpリン酸結合なのでピロホスファターゼで分解される等であるが,実際そうであ

った.それで CPVmRNA の 5′末端部の修飾構造は

m7G5p/p5p/AmIA･･

というこれまでに核酸分子中には見られなかった構造であると結論することができた.

(大要は Nature253,374(1975)に発表した).

2) ワクシニアウイルスの mRNA の 5′末端構造 (漆原 ･古市 ･下遠野 ･三浦): ワ

クシニアウイルスは遺伝子として二本鎖 DNAを含むが,外殻に種 々の酵素を含み,RNA

ポリメラーゼももっていることが知られている.試験管内で基質ヌクレオチ ドを与えると

mRNA を合成させることができる.CPV の場合に倣って SAM:を加えると,RNA合

成がわずかに増加したが,合成された mRNAがメチル化されていることがわかった.ヌ

クレアーゼ等で加水分解すると,CPVの場合と同様メチル化は mRNAの5′端に起こっ

ていることが判明した.mRNA をペニシリウムヌクレアーゼ Plで分解して末端部を単

離すると,2種燥あることが確認された.ホスホジエステラーゼ処理などにより構造は次

のように同定された.

m7G5,'p5iA- および -7G5p'p5iGm

両者は 2:3の比率である.ワクシニアの mRNA は何種もあるが,いずれも 7-メチル

グアニル酸でブロックされており, 先端ヌクレオチ ドが Am か Gm なのであろう.(大

要は FEBSLeuers48,385(1975)に発表した).
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3) レオウイルス mRNA5′端の トリヌクレオチ ド配列 (下遠野 ･三浦): 試験管内

でレオウイルス粒子による転写な行わせた場合,合成されるmRNA の 5′端のヌクレオ

チ ド配列を3番目まで 明らかにした.5′末端は ppGであることは β-82P ラベル GTP

を使って合成させた mRNAについて調べ,昨年度報告した.二番目はピリミジンヌクレ

オチ ドであるからCかUである.α-32pラベルした CTPを用意してmRNA を合成し,

聯 リボヌクレア-ゼ分解後,牌ホスホジエステラーゼ処理をして 5/端オl)ゴヌクレオチ

ドを単離した.このものの構造は ppG32pC32pであった.このことは三番目のヌクレオチ

ドはCであることを示しているので,レオウイルスの mRNA の 5′端 トリヌクレオチ ド

配列はppGpCpCp--である.CPVの場合と同様に遺伝子二本鎖 RNAの5′端に修飾

がある鎖と同一の配列の鎖が転写されることが明らかになった.

4) 細胞質多角体病ウイルス粒子に存在するホスホヒドロラーゼ活性 (下遠野 ･三浦):

カイコの細胞質多角体病ウイルス (CPV)粒子には RNA 合成酵素活性が存在しており,

二本鎖 RNA の一方を鋳型として mRNAを合成する.合成された mRNA の 5′端は

PPA-G-Y--なる構造をもち,末端に γ位のリン酸はついていない.γ位のリン酸を遊

離させる作用について調べたところ,ウイルス粒子中にその作用を持つ酵素活性が存在す

ることがわかった.

この酵素活性の至適条件は pH9.5,温度 45oC,Mg++濃度 4-8mM である. この

酵素活性は無機 1)ソ酸 (2.5mM),ピPl)ン酸 (5mM),KCl(0.1M),NaCl(0.15M)

で 5070阻害された.リボヌクレオシド･トt)リン酸 (NTP)に作用し,γ位の1)ソ酸基

のみを外し,l)ボヌクレオシド･ジ1)ン酸 (NDP)を与えた.4種塀のNTPのなかでも

ATPが他のものより2-3倍加水分解され易い.5′端が pppA-という構造をもつ約

4Sの大きさの RNAを用いたところ加水分解は ATPの場合のおよそ 30分の1でし

かなかった.30Sの大きさをもつ RNAでは加水分解の割合はさらに低下し,対応する

モノヌクレオチ ドの場合の 10% 以下であった.従ってこの酵素はウイルス粒子中で合成

されつつある RNA の 5′末端に働き,外から与える基質としてほウイルス粒子内に入っ

て行けるモノヌクレオチ ドなど低分子のヌクレオチ ドに限られる.

ウイルス粒子のプロナーゼ処理によるタンパク質の外れ方と酵素活性の関係をみてもホ

スホヒドロラ-ゼ活性はウイルス粒子の外側に面してはいないと推定された.

5) レオウイルス RNA の 5′末端修飾構造 (三浦 ･渡辺): レオウイルス二本鎖の

末端構造を調べるとき,ポリヌクレオチドキナーゼで32p-リン酸基を 5′端に導入するた

めには 3′端のヌクレオシドを 2-3個外すことが必要であった (昨年度報告参照).これ

は末端部の二本鎖構造をくずして一本鎖部分を作るためにヌクレオチ ドキナTゼが働き易

くなったと考えることもできるが, mRNA の場合のように元々5′端が塞がれているの

を外したためにラベルされ易くなったと考えることもできる. もし mRNAの5′端のよ

うに pm7Gでふさがっているとすれば,この部分のリボースの2′,3′位置はシスジオー

ルで,過沃素酸で酸化後 【3HトNaBH.で還元すれば 3H でラベルされる筈である. この

方法は 3′末端のヌクレオシドをラベルする方法である.さきに CPVやレオウイルスな
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どの 3′末端をラベルして調べた際に二本鎖の 3′末端ヌクレオシドと異なる 3Hでラベ

ルされた成分が常に 3′末端ヌクレオシドの約半分量見出されていた. このものは mTG

の ト･)アルコールであることをたしかめた.上記の方法で PH]ラベルしたレオウイルス

RNA をペニシリウムヌクレアーゼ Plで分解し,さらにホスホモノエステラーゼを働か

せてから5′末端の修飾構造を単離すると mRNA の 5′末端部から得られた修飾構造と

全く同一であった.このものをホスホジエステラーゼで加水分解すると,p8′m7Gのトリ

アルコールが得られた.この結果レオウイルスの二本鎖 RNA の一方の鎖の5′端は次の

ような構造をとっていると結論でき,5′端を ヌクレオチドキナーゼでラベルするために

はこの端の修飾構造を外すことが必要であったことを完全に説明できた.

m7G5,I,SiG--C････

レオウイルスRNAの二本の鎖のうち一方はメチル化もこのような修飾構造も含まない.

レオウイルスは遺伝子の二本鎖の一方のみを転写すると,この合成されたmRNAのみを

ウイルス粒子から外へ放出する.レオウイルスの二本鎖 RNA の一方が mRNA と同様

に上述のような修飾構造をもっことはmRNAが相手の鎖の鋳型となって相手の鎖が合成

されるとそのまま子ウイルスに入ることを示唆している.従ってレオウイルスの遺伝子の

複製は DNA の複製と異って二本の鎖が別々の時期に合成される asynehronousな複製

機構の Acsらのモデル (Proc.Nat.Acad.Sci.U.S.68,505(1971))を支持するこ

とができる.

6) 大腸菌 DNA依存 RNA ポt)メラーゼによる二本鎖 RNA の転写 (杉浦 ･三浦):

DNA上の転写シグナル (オペレータ-,プロモーター,ターミネーター等)の化学構造

の解明が強く望まれているが,DNA の一次構造の分析が極めて困難であるため研究が十

分進んでいない.そこで,DNA の代りに分析の容易な二本鎖 RNAを鋳型とするRNA

合成のモデル系で,転写シグナルの分析の可能性を調べた. 大腸菌 RNA ポリメラーゼ

の反応系で,Mg++を Mn+十に置き換えると,CPV の二本鎖 RNAに依存するRNA

合成がみられた.この合成活性は4種の NTPを必要とし,リファンピシン,ストレプト

リジジン,-チジウムブロマイド等で阻害されるが,アクチノマイシンD (二本鋲 RNA

は結合しない)や DNaseでは阻害されない.合成 された RNA は平均 13Sの大きさ

で,CPV二本鎖 RNA と特異的な-イブリッドを形成する. この RNA合成は完全に

シグマ因子に依存するので,大腸菌 RNA ポリメラーゼが二本鏡 RNA上の特定部分

(DNA のプロモーター類似部分)を認識し,そこからRNA合成が開始する可能性が強

く,上記目的のためのモデル系として有用と考えられる.

K. 植 物 保 存 研 究 室

本年4月より将来設置される ｢遺伝実験生物保存研究施設｣の一部として植物保存研究

室が設置され,5月1目付で藤井はその室長に任命された.本研究室では ｢遺伝学研究に
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必要な実験植物の重要系統の維持保存およびその遺伝的特性に関する基礎的研究｣を行う

ことになっている (文部省設置法施行規則 73条の 3).

特定の遺伝子をもつ系統の維持保存が遺伝学の研究に極めて重要であることは言うまで

もない.また,とくに最近 ｢遺伝資源の保存｣が強調されるようになった.このためには

不特定多数の遺伝子を含む系統群または集団が保存の対象となる.これらを最小の経費と

努力を用いて如何に正確に保存するかはそれ自身ひとつの研究課題でもある.

本研究所において,従来系統保存事業の対象としてきた植物はイネ,コムギ,サクラ,

アサガオで,これらの保存系統の来暦と特徴は次の通りである.

1) イネ属各種の系統: 1957年以来ロックフェラ-財団の援助により当時の木原均所

長の指導の下に ｢栽培稲の起源の研究｣が行なわれ,1965年まで継続された. この研究

のためには熱帯各国に分布する野生稲および栽培稲の収集が必要であり,本研究所々員な

らびに研究協力者によって下記の採集旅行が行われた.

インド,セイロン (1957年,岡 彦一 ･館岡亜緒 ･成瀬 隆)

タイ (1958年,岡 彦-)

マレーシァ,インドネシア (1959年,平吉 功)

アフリカ (1959年,古里和夫)

ビルマ (1959年,勝星敬三)

北インド (1959年,木原 均 ･中尾佐助)

熱帯アメリカ (1960年,岡 彦-)

フィリピン,ボルネオ,ニューギニア (1961年,片山忠夫)

フィリピン (1963年,館岡亜緒)

西アフリカ (1963年,岡 彦一 ･張文財*)

(*張文財氏はカメルーン国において殉職死亡)

東アフリカ,マダガスカル (1964年,館岡亜緒)

これらの採集旅行を通じて,Ⅶ,Aに示す多数の系統が集められた.その中,Oryzasaliva
と 0.glaberrimaは栽培種であり多数の品種 (系統)を含んでいる.その他は野生種で

あるが,0.perennisは世界各国に分布してアジア型,ア71)カ型, アメ1)カ型および

オセアニア型に分れ,その中アジア型は 0.8ativaの祖先と考えられる. また,0.bre-

Viligulataは 0.glaberrinaの祖先と考えられている.

本研究室に保存するイネ系統の特徴は,ほとんどすべて現地の自然集団 (栽培種では農

民の耕作するもの)から得られた原種に基くことである.野生イネ系統の大部分は他殖性

または半他殖性であり,成熟時に種子は自然に脱落するので,種子繁殖はかなりの手数を

要する.現在,保存種子の発芽試験をすると, ｢原種｣にはすでに発芽力を失なったもの

が多く,繁殖種子は大部分が発芽力を保持している.従来は 10年毎に1回の種子繁殖を

行ってきたが,貯蔵可能年数は種によって異るので,今後調査の上保存体系を確立する予

定である.

2) コムギおよびその近縁野生種に属する系統: これらの系統は,木原均博士とその
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研究協力者達によって細胞遺伝学の発展に大きな貢献をしてきたものである.各系統の来

暦は中近東などの採集旅行によって現地より直接採集されたものと,外国の研究機関より

分譲されたものとに分れる.従来行われた主要な採集旅行は次の通りである.

パキスタン,アフガニスタン,イラソ (1955年,木原 均 他 11名)

東地中海諸国 (1959年,山下孝介 他3名)

ソ連,コーカサス,ジョルジァ (1966年,木原 均 ･阪本寧男 他2名)

エチオピア (1968年,阪本寧男 他2名)

イラク,シリア (1970年,山下孝介･阪本寧男 ･田中正武)

これらの採集旅行から得られた系統の大部分は京都大学植物生殖質研究施設において保存

され,本研究所ではそれらの中,特に遺伝学的に重要なもの 235系統と約 1,700の栽培

品種,およびオオムギ (Hordeu伽),ライムギ (Secale)等の野生種を保存している (Ⅶ

B,C,D参照).

3) アサガオ: 従来,本研究所に保存されてきたアサガオ系統は約 600であり,それ

らは多数の異る遺伝子 (Ⅶ,E参照)を含んでいる.故竹中要博士が主として我国各地の

園芸家から収集したものであり,他に少数の外国産の野生系統がある.

アサガオは我国独特の ｢植物芸術｣として園芸的価値が高いだけでなく,形態形成を顕

著に変更する種々の研究価値の高い遺伝子をもっている.現有の各系統が含む遺伝子の分

析は竹中博士が 1966年研究の途中に死去されたため未完成である.

従来,アサガオ系統の保存は農場の田村仁一技官が担任してきた.植物保存研究室は本

年発足したばかりで研究員が補充されていないので,アサガオの保存に関する業務は従来

通り,田村が担任した.しかしその昧存体系を改善するため,法政大学笠原基知治教授を

非常勤職員として委嘱し,本年は遺伝子分析の基本となる数十系統を選んで自殖と交配に

よる採種を行った.

4) サクラ: サクラの系統は 173あり,すべて故竹中博士がソメイヨシノの起源,そ

の他の研究のため我国の各地 (一部は韓国,台湾)から収集したものである.それらの種

名は年報 24号等に記述されているので再鐘しない.これらは研究所構内に分散して植栽.

各個体は番号を附して台帳に登録し保護管理しており,一部の重要なものについては接木

による増殖を行っている.この業務は応用遺伝部宮沢明研究員が非常勤職員古里和夫博士

の指導の下に行った.

系統保存の方法は,低温貯蔵種子の繁殖および多年性の重要系統の株保存に分れ,また

それらの記録の整理保存は種子保存と同時に重要である.上記4群の植物の特性に応じて

保存の体系を定めており,今後さらにその合理化を計る予定である.

植物遺伝学に関する研究:

系統保存作業の他に,藤井は下記の課題について研究を行った.その一部は前任の変異

第二研究室から継続されたものである.なお,藤井は7月 14-20日に米国シァトル市で

開かれた第5回国際放射線影響学会に出席し研究発表を行った.

1) イネ各種の種子の寿命の推定 (岡,藤井)
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種によって貯蔵中の種子の寿命が異るかどうかを知るため1965年産種子を用いて1965

年以来,小規模の貯蔵実験を行い,その結果を整理した.種子含有水分約 15%,25oCの

条件では発芽率が健全な種子の 5070まで低下するに要する時間は約 20-45週であり,

同じ種でも系統によって著しく異るので,種の特徴は明瞭ではなかった. しかし, 0.

ridleyi,0.longiglumis,0.brachyantha,などは 20週以下であり比較的短命と思

われる.系統間差異は,貯蔵開始時の成熟程度などの生理的条件が影響するので,どの程

度遺伝子型の差によるかは明らかではない.但し,0.sativaではインド型の種子は概し

て日本型の種子より長命であることが知られている(岡,1955).含水量4.3%,25oCの条

件で10年貯蔵した種子を本年試験した結果では 0.latifoliaの1系統を除き 0.8atiJUa,

0.perennis,0.glaberri仇a,0.08icinalis,0.punctata,0.alta,0.latifolia,

0.eichingeri,0.braehyantha などに属する 19系統はすでに 5070以上の発芽率を

示した.

なお,0.coarctataの種子は極めて短命であり,成熟したとき,穂に種子がついたま

までも完熟すれば発芽率は半減する.中熱程度の種子は収穫当日は 70% 位発芽するが翌

日には OoC貯蔵でも35%位になり,5日後には発芽力は完全に失なわれる. この特別

な種は株保存以外の方法では保存できない.

2) 雌雄異花植物の性表現の変化について (藤井)

雌雄同株異花植物の性表現は遺伝子支配によるが,さらに環境条件やホルモンによって

も変更される.前年度に引続いてキュウ1)の全雌性 MSU系統を用い放射線照射により性

表現を変化させる実験を試みた.この系統は通常の栽培条件では雄花の着生は全く見られ

ないが,40kR照射区に1個体雄花を着生するものが得られた.この雄花による自殖から

は充実種子は得られなかったが,MSU系統への戻交配で6巣を得た.これらの Fl植物

では再び雄花を着生する個体が得られた.実験は継続中で分離比を計算するまでに至らな

いが,γ線により後代に伝えられる変化が誘発されたと考えられる.さらに同系統を 30,

50kR照射した結果,30kR区で 34個体中1本,50kR区 28個体中3本雄花を着生

する個体が得られ,再現性は高いようである.これらからは自殖種子を待,現在調査中で

ある.

3) トウモロコシにおける中性子の照射条件と突然変異頻度 (藤井)

従来変異遺伝部第二研究室で実施していた植物における放射線誘発障害の回復に関する

実験を続行した.この実験では突然変異に対する影響をみるためトウモロコシ花粉を用い

14MeV中性子の分割照射を行って変異頻度を調査した.変異の検出は Bzホモの花粉に

処理を行って bzホモ系統に交配する方法によりFl種子で Bz-bzの変異粒を調査した.

照射量は単独照射が 250-680rad,分割照射ではほぼ等しい線量を 30-180分の休止時

間をとって2分割して照射した.γ線の分割照射においては120分の休止によって変異頻

度の有意な低下,すなわち,回復がみられたが,中性子では180分でも回復は全く見られ

なかった.

次に淡緑遺伝子 (Yg)-テロの種子により,気乾,24時間水浸のものとに 10-289
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radの中性子照射を行い,Yg-yg変異によってM.芽生に現われる縞の数を調査した.

比較に用いた γ線処理では水没種子は気乾種子に比べ約 1.5倍頻度が高かったが,中性

子区では両者の間に差がみられなかった.以上の結果から中性子による障害は照射条件に

よってわずかに変更されるが,その突然変異頻度は変らず,少なくとも本実験で設定した

条件内では回復は起こらないと言える.
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V.研 究 活 動
A. 研 究 業 績

著 書

遠 藤 徹 1974:突然変異とアイソザイム.育種学最近の進歩 (日本育種学会編)14:

61-70,啓学出版 (東京).

*広田幸敬･A.Ryter･M.Ricard･U.Schwarz 1974:Mechanism andregulation

ofDNAreplication(ed.byA.R.KolberandM.Kohiyama),407-

430,PlenumPubl.Corp.(NewYork).

*Siccardi,A.G.･A.Lazdunski･広田事故 ･B.M.Shapiro 1974: ibid" 37-46,

PlenumPubl.Corp.(NewYork).

井 山 審 也 1974: 選抜における集団の大きさ.育種学最近の進歩 (日本育種学会編)

14:37-41,啓学出版 (東京).

井 山 審 也 1974:変異と淘汰.育種-ソドブック (松尾孝嶺監修),100-113,養賢堂

(東京).

賀 田恒 夫 1974:突然変異.現代の遺伝学 (大島長造他編)2.遺伝情報,202-208,

朝倉書店 (東京).

賀田恒夫･土川 清 1974: 安全性 (遺伝毒性)の評価における微生物の利用. テクニ

コソ国際シンポジウム ｢生存と社会｣,277-280.

木 村 資 生(縮) 1974:遺伝学から見た人類の未来.219pり培風館 (東京).

黒 田行 昭 1974:動物組織培養法.(モダンバイオpジー･シリーズ 23)406p.,共立

出版 (東京).

黒 田行 昭 1974:発生学的側面-分化と組織構築-.細胞社会学 (杉野幸夫編),36-

50,講談社サイ-ソティフィク (東京).

丸 山毅 夫 1973:Identityofgenesingeographicallyseparatedindividualsand

thegeneticvariabilitymaintainedinapopulation.h"Genealogical
Mathematics''(ed.byP.A.Ballonoff),291-311,Maisonde員Sciences

del'Homme(Paris).

松 永 英 1974:人口問題と人類の将来一世界の中の日本一.遺伝学から見た人額の

未来 (木村資生編),15-44,培風館 (東京).

三浦護一郎 1974:遺伝子の本体.現代の遺伝学 (大島長造他編)2.遺伝情報,1-30,

朝倉書店 (東京).

森 島 啓 子 1974:集団の分化と表現型の可変性.現代の遺伝学 (大島長造他編)5.

集団の適応と進化,145-174,朝倉書店 (東京).

*他機関の所属にて発表された業績.
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森 島 啓 子 1974: 適応と進化.育種-ソドブック (松尾孝嶺監修),113-122,養賢堂

(東京).

中 込 弥 男 1974:Turner症候群.新内科学体系 44,内分泌疾患 Ⅴ,452-470,中山

書店 (東京).

中 込 弥 男 1974: 染色体異常.胎児医学 (坂元正一,小林 登編),331-870,同文書

院 (東京).

中 込 弥 男 1974: 染色体研究の進歩.現代小児科学大系,年刊追補 1974a,1-31,中

山書店 (東京).

小 川 恕 人 1974: セル.3-ズアセテート電気泳動法.第4章.電気泳動実験法 (電気

泳動学会編),111-150,文光堂 (東京).

大 島 長 造 1974:現代の遺伝学.第3-5章.48,朝倉書店 (東京).

大 島 長 造 1974: 昆虫の行動と適応.第3章.24,培風館 (東京).

篠 田友 孝 1974: 抗原および抗体の限定修飾法 としての TNBS法.免疫実験操作法

4:871-876,日本免疫学会 (金沢).

篠 田友 孝 1974: ペプチ ド分画法.免疫実験操作法 4:877-890,日本免疫学会 (金沢).

篠 田友 孝 1974: Dansyl(DNS)法によるペプチ ドN末端の分析.免疫実験操作法4:

891-898,日本免疫学会 (金沢).

田島弥太郎 ･吉田俊秀 ･賀田恒夫編 1973:化学物質の突然変異検出法.188p.,講談社

(東京).

土 川 清 1974: 先天異常実験法.A.生物遺伝調査法-マウスにおける先天異常の

遺伝1.現代産科婦人科学大系 5B3,93-110,中山書店 (東京).

論 文

Anderson,W.W.･渡辺隆夫 1974:SelectionbyfertilityinDro80PhilapseudO-

obseura.Genetics77:559-564.

Bryant,R.E.･藤沢敏孝 ･P.S.Sypherd 1974:RibosomalproteinSandribonucleic

acidsofribosomematurationmutantsofEscheriohiacoli.Bio-

chemistry13:2110-2114.

榎本雅敏･RA.D.Stocker 1974:Transduction byphageplkcin Salmonella

typhi仇uriun.Virology60:503-514.

藤 島 通 1974: 家鶏の育成期における競争に関する統計遺伝学的研究 Ⅰ.競争効果

の分析法.日本家禽学会誌 11(3):92-98.

藤 島 通 1974: 家鶏の育成期における競争に関する統計遺伝学的研究Ⅱ.異品種の
混合集団における競争.日本家禽学会誌 11(3):99-105.

古 市 泰 宏 1974:"Methylation-coupled"transcriptionbyvirus-associatedtran-

scriptaseofcytoplasmicpolyhedrosisviruscontainingdouble-stranded

RNA.NueleicAcidRes.1:809-822.

*広 田事故 1973:AnalysisofcelldivisionandDNAreplicationinEscherichia
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colibyageneticmethod. FoliaMicrobiol.18:269.

広 田幸 敏 1974:細菌の分裂機構の解析Ⅰ.科学,44(9):㍊6-543.

広 田幸 敬 1974:細菌の分裂機構の解析Ⅱ.科学,44(ll):694-700.
飯沼和三 ･田苗綾子 ･田中吾朗 1974:An XYY baby with Prader syndrome.

ClinicalGenetics,6.'328-825.

飯沼和三 ･松永 英 1974:新しい分染法によるヒト染色体の多型.日法医誌,(印刷中).

池永満生 ･近藤宗平 ･藤井太朗: 1974: Action spectrum forenzymaticphoto-

reactivationinmaize.Photochem.andPhotobiol.19:109-113.

今 井弘 民 1974:B-chromosomesinthemyrmicineant,LeptothoraxspinoSior.

Chromosoma(Berl.)45:431-444.

Jones,J.S.･山崎常行 1974:Geneticbackgroundandthefitnessofallozyme.

Geneties78:1185-1189.

賀 田恒 夫 1974:Mechanismsofradiosensitization with iodine compounds.

ExcerptaMedica,Intern.Congr.Ser.338:569-573.

賀田恒夫･森谷正明･白須春彦 1974:ScreeningofpesticidesforDNA interac-

tions by "rec-assay" and mutagenesis testing and frameShift

mutagensdetected.MutationRes.26:243-248.

加藤 健 夫 1974:Differential chromosomal sensitivities ofaneusomic cell

clonestoUVlight.Exp.CellRes.83.'55-62.

加 藤 施 夫 1974:Inductionofsisterchromatidexchangesbychemicalmutagens

anditspossiblerelevancetoDNArepair.Exp.CellRes.85:239-

247.

加藤 族 夫 1974:Photoreactivationofsisterchromatidexchangesinducedby

ultravioletirradiation.Nature249:552-553.

加藤 施 夫 1974:SpontaneoussisterchromatidexchangesdetectedbyaBUdR-

1abellingmethod.Nature251:70172.

加藤隆夫 ･土星公幸 ･吉田俊秀 1974: Constitutive heterochromatin of Indian

muntjacchromosomesrevealedbyDNasetreatmentandaC-ban°ing

teclmique.CanadianJ.Cytol.Genet.16:273-280.

加 藤 旋 夫 1974:Isisolabelingafalseimage? Exp.CellRes.89:416-420.

加藤 施 夫 1974:ApossibleroleofDNA synthesisinformationofsister

chromatidexchanges.Nature252:7391741.

河 原 孝 忠 1974.･Interstrainvariationingamma-rayinductionofhindlimb

deformitiesinchickembryos.RadiationRes.57:382-341.

河 原 孝 忠 1974:Bilateral asymmetry in thetransverse processes of the

eerviealvertebraeintheehieken.遺伝学雑誌.49:ト9.

木村資生 1974:Genepoolofhigherorganismsasaproductofevolution.
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ColdSpringHarborSymposiaonQuantitativeBiology36:515-524.

木村 資 生 1974:Somernodelsofallelicmutation inmolecularpopulation

geneticS.LecturesonMathematicsintheLifeSciences(American

MathematicsSociety)7:1-23.

木村資生･太田朋子 1974:Onsomeprinciplesgoverningmolecularevolution.

Proc.Nat.Acad.Sci.U.S.A.71:2848-2852.

木村資生･太田朋子 1974:ProbabilityofgenefiⅩationinanexpandingfinite

population.Proc.Nat.Acad.Sci.U.S.A.71:3377-3379.

小池克郎･小林みどり･藤沢敏孝 1974:Novelpropertiesoftwoclassesofnascent

mitochondrialDNAformedin･uitro. Biochim.Biophys.Acta361:

144-147.

黒 田行昭 1974:SpermatogcneSiBinpharateadulttestesofDrosophilain

tiSSueCultureswithoutecdysones.I.InsectPhysiol.20:6371640.
黒 田行昭 1974:Ovariancellsfrom pharateadults0fDrosophilaintissue

culture.動物学雑誌.83:203-206.

黒 田行昭 1974:StudiesonDrosophilaembryoniccellsinvitro.Ⅰ.Charac-

teristicsofcelltypesinculture.Develop.GrowthDifferent,.16:

55-66.

黒 田行昭 1974: tn vitroactivityofcellsfromgeneticallylethalembryosof

Dro80Phila.Nature.252:40-41.

黒 田行昭 1974:MutagenesiSinculturedhumandiploidcells.Ⅰ.Effectsof

80memutagenSandaselectiveagentoncellsurvival.遺伝学雑誌.
49:3791388.

黒 田行昭 1974:Mutagenesisinculturedhumandiploidcells.ⅠⅠ.Chemical

inductionof8-azaguanine-resistantmutations.遺伝学雑誌.49:889-
898.

黒 田行昭 1974:Studiesonaprocedllrefordetectingsomaticcellmutations

inculturedhumandiploidcells.MutationRes.26:435-436.

黒 田行昭 1974:InhibitionbycyclicAMP anddibutyrylcyclicAM:P on

aggregationofembryonicquai日ivercellsinculture.Exp.CellRes.
84:303-310.

黒 田行昭 1974:Inhibitoryeffectsofdextransulfateson aggregationof

embryonicquaillivercellsinculture.Exp.CeHRes.84:351-356.

黒 田行昭 1974:Effectsofhexosaminesand theiracetylderivativeson

aggregationofrathepatomacellsinrotationculture.CancerRes.

34:403-409.

黒 田行昭 1974:Difrerential inhibitionbyfucosesofaggregationofrat
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hepatomacellsinrotation-mediatedcellcultures.J.Nat.Cancer
lnst.52:16ト166.

桑畑 勤 ･森脇和郎 1974: -ゾヤチネズミ個体群の変動に関する研究 Ⅲ.血清エステ
ラーゼの電気泳動像について.林業試験場研究報告 264:1-12.

丸 山 毅 夫 1974:Theageofanalleleina丘nitepopulation. Genet.Res.

Camb.23:137-143.

丸 山毅 夫 1974:AMarkovprocessofgenefreqllenCyChangeinageogra-

phieallystrueturedpopulation.Genetics76:367-377.

丸 山毅 夫 1974:A simpleproofthatcertainquantitiesareindependentof

thegeographiealstructureofpopulation.Theor.Pop.Biol.5:148-

154.

丸 山毅 夫 1974:Theageofararemutantgeneinalargepopulation.Amer.

J.HumanGenetics26:669-673.

丸LLl毅夫 ･木村資生 1974:Geographicaluniformityofselectivelyneutral poly-

morphisms.Nature249:30-32.

丸山毅夫 ･木村資生 1974:Anoteonthespeedofgenefrequencychangesin

reversedirectionsinafinitepopulation.Evolution28:161-163.

丸山毅夫 ･山崎常行 1974:Analysisofheterozygosityinregardtotheneutral

theoryofproteinpolymorphism.J.Mol.Evol.4:195-199.

松 永 英 1973: 父子鑑定の理論と実際.日本法医学雑誌 27:419-431.

松 永 英 1974:Conceptand role of eugenics:Implications for family

planninginAsia.SocialAction24:33-48.

松 永 英 1974:先天異常は急増しているか.厚生の指標 21(ll):ll-21.

松 永 英 1974:糖尿病の遺伝.日本公衆衛生雑誌 21(10)特別付疎:98-99.

松 永 英 1974:Familyplanninganditseffectonthegenepool.Proc.XIV.

Intern.CongressofPediat.(BuenosAires)10:193-204.

三浦謹一郎 ･渡辺久美子 ･杉浦昌弘 1974:5′-terminalnucleotidesequencesofthe

double-StrandedRNAofsilkworm eytoplasmiepolylledrosisvirus.

J.Mol.Biol.86:81-48.

三浦謹一郎 ･渡辺久美子 ･杉浦昌弘･A.J.Shatkin 1974ニThe5′-terminalnueleotide

sequencesofthedouble-strandedRNAofhumanreovirus.Proc.

Nat.Acad.Sci.U.S.A.71:397913983.

森島啓子 ･岡 彦- 1974:Analysisofgeneticvariationinplanttypeofrice,

ⅤⅠ.Intervarietalvariationingrowthpatternobtainedfromthe

lnternationalRiceAdaptationExperiment. 育種学雑誌 24:226-236.

森脇大五郎 ･辻田光雄 1974:Synaptonemalcomplexandmalecrossingl0Verin

DrosophilaananasSae.Cytologia39:8291838.
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森脇和郎･定家多美子 ･平沢さよ子 1974:Improvedmethodforseparationand

identification ofserum transferrins:Thin layer acrylamide-gel

electrophoresiswithacrinolpretreatment.Experientia30:119-120.

向井輝美 ･渡辺隆夫･山口 修 1974:Thegeneticstructureofnaturalpopulations

ofDro80PhilanelanogaSter.XII.Linkagedisequilibriuminalarge

population.Genetics77:771-793.

村 上 昭 雄 1974:Themutagenicactivityofquinacrinehydrochlorideinthe

silkworm.MutationRes.22:2951297.

村上昭雄 ･今井弘民 1974:Cytologicalevidenceforholocentricchromosomesof

thesilkworm,Bo竹もby∬noriand B.nandarina,(Bombyoidae,

Lepidoptera).Chromosoma47:167-178.

中込 弥 男 1974:ParticipationofD-groupchromosomesinsatelliteassociations.

Humangenet.25:235-236.

西村昭子･西村行進 ･C.Lucien 1973:IsolationofHfrstrainsfrom R+and

CoIV2+strainsofEscherichiacoliandderivationofanR'lacfactor

bytransduction.∫.Bacteriol.116:1107-1112.

小野和郎･鈴木康之 ･藤井一貫 ･竹下研三 ･有馬正高･中込弥男 1974: E17環状染色

体の1例 (46,ⅩⅩ,r(17)(p13-q25).人類遺伝学雑誌.19:235-242.

岡 彦一･F.F.Campos 1974: Breedingbehaviorandgeneticvariationsof

sunflowersobservedinCentralLuzon.SABRAOJ.6:61-67.

岡 彦 - 1974:Analysisofgenescontro一lingFISterilityinricebytheuse

ofisogenielines.Genetics77:521-534.

岡 彦 - 1974:Ashorthistoryofthe丘rstllybridSemidwarfricevariety,

Taichungnative1.SABRAOJ.6:241-243.

太 田朋 子 1974:Mutationalpressureasthemaincauseofmolecularevolution

andpolymorphism.Nature252:351-364.

太田朋子 ･木村資生 1974:Simulationstudies0nelectrophoreticallydetectable

geneticvariabilityinafinitepopulation.Genetics76:615-624.

太田朋子･C･C.Cockerham 1974:Detrimentalgeneswithpartial selfingand

effectsonaneutrallocus.Genet.Res.23:191-200.

葉 国海 ･慮 英権 ･岡 彦- 1974:Mutation breeding of soybean for the

resistaneetorustdisease.SABRAO∫.6:181-191.

酒井寛一 ･林 重佐 ･井山審也 1974:Geneticstudiesinnatural populationsof

PinusI. Geneticvariabilityin local populationsfrom several

prefectures.Aqem.Fac.ofAgr.,KagoShimaUniv.10(19):37-49.

ShamaRao,H.K.･賀田恒夫 1974 Differentialsensitivityofinduceddwarfrice

mutants to gibberellin,fast neutron and gamma radiations.
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RadiationBot.14:1531157.

ShamaRao,I.K.･藤井太朗･賀田恒夫 1974: Copper requirement for callus

inductioninrice.PlantSci.Letter2:177-183.

下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1974:5′-terminal structureofmessengerRNA tran-

seribedbytheRNApolymeraseofsilkwormeytoplasmicpolyhedrosis

viruscontainingdouble-strandedRNA.I.Mol.Biol.86:21-30.

篠田友孝 ･続田康治 1974:Identificationofrapidlytrinitrophenylating amino

groupsofhumanBence-Jonesproteins.J.Biochem.75:23-44.

篠田友孝 ･松永 英 ･越水重四郎 1974: Polymorphism at a second structural

IocusfortetrazoliumoxidaseinJapanese.人類遺伝学雑誌.19:243-

250.

秋 鍾吉 ･大島長造 1974: Phototactic selection and its effects on some

quantitativecharactersofDrosophilavirilis. Enviion.controlin

Biol.12,41-51.

鈴木秀穂 1974:RegulationofAagellinbiosynt.hesis.Proc.Ist.Intersec.Congr.

Internat.Assoc.Microbiol.Soc.

田島弥太郎 1974:Naturallyoccurringmutagensofbiologicalorigin-areview.

MutationRes.26:225-234.

田島弥太郎 1974:Attemptstoinducenon-disjunetionbymeansofirradiation

andehemiealtreatmentinthesilkworm.R礼d.Res.59(1):267.

田島弥太郎 ･鬼丸喜美治 1974: Resultsofmut.agenicitytestingforsomenitro-

furanderivativesinasensitivetestsystemwithsilkwormoocytes.

MutationRes.26:440.

土川 清 ･賀田恒夫 1974:Quantitativeevaluationoft,hegenetictoxicity on

BacillussubtiliSCellsinjectedintotheperitoneum ofmiceorally

administrated with furylfuramide,afood additive.Proc.1974

TechniconIntern.Symp.280-283.

*Virasoro,S.･Jos6Mordoh･広田幸敬 1974:Furtherstudieson DNA thermo-

SensitivemutantsofEscheriehiacoliuslng thetoluenized cell

system.Bioehimie56,363-371.

山崎常 行 1974:01･ganizationoflinked genes under frequency-dependent

selectionofminorityadvantage.遺伝学雑誌.49:33-36.

山崎常行･丸山毅夫 1974:Analysis of neutrality in protein polymorphi8m.

Science183:448.

山崎常行･丸山毅夫 1974:Evidencethatenzymepolymorphismsareselectively

neutral,butbloodgrouppolymorphismsarenot. Science183:

1091-1092.
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山崎常行･丸山毅夫 1974:Lack of evidence for theneutralhypothesisof

proteinpolymorphism:Areply.J.ofHered.65:376.

吉田俊秀 ･加藤施夫 ･土星公幸 ･嵯峨井知子 ･森脇和郎 1974:Cytogenetiealsurvey

ofblackrats,Rattusrauus,inSouthwestandCentralAsia,with

special regard to the evolutional relationship between three

geographicaltypes.Chromosoma(Berl.)45:99-109.

吉田俊秀 ･森脇和郎･嵯峨井知子 1974:Afemaleblackrat(Rattusrattus)with

aSingleX-chromosome.遺伝学雑誌.49:49-52.

吉田俊秀 ･森脇和郎 ･嵯峨井知子 1974:Oceaniantypeblackrats(Rattusrauus)

witha subt,elocentric M2 Chromosome and C-type transferrin

obtainedfromNorthAmerica.Experientia30:742-744.

吉田俊秀 ･森脇和郎 ･加藤施夫 ･土星公幸 ･嵯峨井知子 ･定家多美子 1974: Studies

onthekaryotypeandserum transferrinintheCeylonblackrat,

RauuSrauuS,having40chromosomes.Cytologia39:753-758.

吉 田俊 秀 1974:Chromosomealterationinthecourseofserialtransplantations

ofexperimentaltumorsandagingoftumorstemiinecells.Rec.

ResultCancerRes.44:86-93.

遠 藤 徹 1974:

飯 沼和 三 1974:

飯 沼和 三 1974:

賀 田恒 夫 1974:

231.

賀 田恒 夫 1974:

賀 田恒 夫 1974:

黒 田行 昭 1974:

黒 田行 昭 1974:

黒 田行 昭 1974:

丸 山毅 夫 1974:

B.その他の発表文献

植物酵素多型の遺伝子支配.蛋白貰,核酸,酵素.19:12-26.

だんだんに逆淘汰.愛育.39(9):18-21.

ヒトの常染色体地図.遺伝.28(12):46-48.

化学物質の突然変異誘発性-その検出と意義-.東京医学.82:223-

変異原および発癌原の微生物検出法.化学の領鼠 28:45-51.

化学物質の突然変異誘起性.ファルマシ7.10:502-508.

培養細胞における細胞間の相互認識.遺伝.28(10):16-22.

昆虫の培養組織における分化.植物防疫.28:313-317.

ばらばらにした細胞の再構成.東書高校通信生物.126:1-5.

生物学における電子計算機 (9) 集団遺伝学で用いられる偏微分方

程式.遺伝.28(1):107-111.

松 永 英 1974:羊水穿刺による出生前診断の応用に伴う諸問題.産婦人科の世界.

26:169-174.

松 永 英 1974:地球人ロの将来を考える.統計.25(3):1-6.

松 永 英 1974:胎児診断の効果と問題点.小児科診療.37(3):2021308.

松 永 英 1974:人類遺伝学からみた公衆衛生, とくに小児保健の今後の動向.東京

都衛生局学会誌.53:3-6.
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松 永 英 1974:生物教育から人口教育へ.遺伝.28(5):4-6.

三浦護一郎 1974: メッセンジャ-RNA合成への S-アデノシルメチオニン(SAM)の

関与.医学のあゆみ.91(4):151.

中込弥 男 1974:静岡県における出生前診断の経験.産婦人科の世界.26:151-158.

中込弥 男 1974:先天異常関係の参考書.日本医事新報.No.2613.･1291130.

大島長造 ･秋 鍾書 1974: ショウジョウバェ集団に対する都市化の影響の解明および

騒音環境とその反応性に関する研究.環境保全研究成果集 (環境庁)8,昭

和 49年度版.

移 浦 昌弘 1974:

杉 浦 昌弘 1974:

土 川 清 1974:

土 川 清 1974:

土 川 清 1974:

吉 田俊 秀 1974:

核酸の構造.遺伝.28(1):6.

DNAの一次構造の決定.化学.29(2):157.

突然変異誘起性試験 その1.薬理と治療.2:179-185.

突然変異誘起性試扱 その2.薬理と治療.2:869-376.

化学物質の突然変異性と精巣関門.遺伝.28(6):54.

動物染色体のバンディソグ.細胞.6(12):354-362.
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氏 名 L 題 名 l月日F場 所】 学 会 等 名 称

天 野 悦 夫

寅 至 昭 劉

cpqhang#lTI

遠 藤 徹

:･.:･;i;:害i芋,i

藤 井 太 朗

藤 井 太 朗

描 .t.:刺

藤 島 通

讐警姦禁劉

Ll･1-!:品./.辛

苦 慧和 完)

-プロパップス培養細胞の染色体

カイコにおけるマイ トマイシンC誘発染色体組換え
について

Geneticinformationontheclimaticadapta-
bilityofriceeultivars

イネ Pガl遺伝子座の調節系

短べん毛突然変異株の分離と性質

FractionationdoseeLrectSWithgamma-raysin
maizepollen.

キュウリの性表現に及ぼす γ線の影響

繰 り返しのある,処理順序内個体数の異なる二田子
の二重反転試験法の分析法とその不等間隔搾乳試晩
への適用

近交系マウスにおける弁別 ･回避学習能力の特性に
ついて

カイコの卵形成におよはすアセトアリニドの影響

S-アデノシルメチオニンによるCPウイルスmRNA
合成の促進と mRNAのメチル化

ウイルスメッセンジャーRNA の 5′末端の修飾構
造について

G群染色体の多型分析とその応用

宮城県労働福祉会館

福島市民福祉会館会

InternationalRice
ResearchInstitute,
Lo告73a丘as,
Philippines

宮城県労働福祉会館

宮城県労働福祉会館

シア Tルセンター,
米国

宮城県労働福祉会館

日本大学農獣医学部

東京教育大学教育学
部

長 岡 保 養 所

岡 山 大 学

日本遺伝学会第 46回大会

日本蚕糸学会第 44回学術講演

Symposiumon"Climateand
Riee〃

日本遺伝学会第 46回大会

日本遺伝学会第 46回大会

5thlnt.Cong.R礼d.Res.

日本遺伝学会第 46回大会

日本畜産学会

日本動物心理学会

日本蚕糸学会東海支部
第 22回研究発表会

第 47回日本生化学会

Ol
EC

国幹淋珂鳩雪冷頚や港淋25坤



今 井弘民

瑞 緑 )i
井 山審也

井 山審也

土 川 清

賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田 恒 夫

加 藤 施 夫

一廿 T.告

木 村 資 生

木 村 資 生

噂乳類染色体における動原体の位置の不均等な分布
ⅠⅠ.事実とその細胞学的意義

雄日本産ア1)煩の染色体 III.オオズアカアリの染
色体多型

自殖性植物の集団育種法における個体数について

飼料カブにおけるカドミウム吸収力の品種間差異

安全性 (遺伝毒性)の評価における微生物の利用

放射線,化学物質,環境

ニト.'フラン化合物の突然変異性

化学物質の遺伝毒性

ニトpフラン化合物の代謝と突然変異誘発活性につ
いて

ニトロフラン化合物の代謝と突然変異誘発活性

化学物質の突然変異性

MechanismsandapplicationofSpOntaneOuSand
inducedmutationsinmicroorganisms

化学物質による突然変異誘起の機構と様式

姉妹染色分体の染分け

野生系および家禽化系ウズラにおける近交退化の差
異

Somemodelsofmutationinmolecularpopula-
tiongenetics.

Populationgeneticsandmolecularevolution.

9.10

9.29

4.9

10.15

2.26

4.26

6.29

7.1

9.12

9.28

10.6

ll.26

ll.27

9.ll

4.6

2.25

2.21

宮城県労働福祉会館

盛 岡

東京教育大学農学部

三 重 大 学 農 学 部

ホテルパシフィック
(東京)

東京医科歯科大学

金 沢 大 学

国立予防衛生研究所

宮城県労働福祉会館

東京医科歯科大学

東 北 大 学 農 学 部

ホテル レイ クビワ
(夫津市)

千葉大学医学部記 念
講堂

宮城県労働福祉会館

都 市 セ ソ ク ー

IIotelSt.Francis,
SanFrancisco

Univ.ofCal ifor-
nia,SantaBarbara

日本遺伝学会第 46回大会

日本昆虫学会第 34回大会

日本育種学会第 45回講演会

日本育種学会第 46回講演会

1974テクニコン国際 シンポジ
ウム

放射線生物学東京談話会4月例
.∠ゝI(

金沢大学生物談話会

国立予防衛生研究所学友会講演 常
会

日本遺伝学会第 46回大会 (シ
ンポジウム)

日本環境変異原研究会第3回研
究発表会 諒

第7回農薬科学シンポジウム

TheThirdRes.Conf.onLife 轡
S(:ienee

第2回微生物をめぐる分子生物
学とその薬学額域における応用
面シンポジウム

日本遺伝学会第 46回大会,小
集会

日本家禽学会 1974年度春季大
会
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黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭
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丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

集団遺伝

ヒト培養 2倍体細胞における 8-アザグアニン抵抗
性突然変異について

培養ショウジョウバェ肱細胞における分化形質の発
現

動物組織培養の最近の進歩

培糞ヒト2倍体細胞の体細胞遺伝学的研究,ⅠⅠ.化
学物質による突然変異誘発機構

体外培養における細胞相互作用

細胞間の識別と放射線作用

ヒト培養細胞に用いたフTlキシソの突然変異性の検
定

動物組織培養における細胞から組織,器官の形成を
めく小って

細胞間の相互作用

動物細胞の相互認識に対する放射線の作用

Repairofagenetically一也uSeddefectinDr0-
80philaembryoniccellsbyawild-typeegg
extractinculture.

食用赤色色素の突然変異性について

化学物質による噂乳動物細胞の放射線増感

Mathematicalanalysisofstructuredpopulations.

Mutantgenesinstructuredpopulations.

Ahthematicalanalysisofisozymevariationin
StruCturedpopulationS.
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9.ll
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9.25

9.28

ll.30

12.5

12.7

12.9

12.14

10.9

2.10

3.21

4.13

慶応義塾大学医学部

信 州 大 学

愛 知 県 勤 労 会 館

東京都道府県会館

宮城県労働福祉会館

福 島 医 科 大 学

京都大学原子炉実験
所

東京 医科歯科大学

東京大学医科学研究
所

東京大学医科学研究
所

東京 医科歯科大学

東 京 全 共 連 ビル

日本大学三島校舎

徳島県郷土文化会館

テキサス大学,米国

ワシソトン大学,栄
国

テキサス大学,米国

ライフ･サイエンス研究会

日本組織培養学会第 37回研究
∠ゝ
コ三

日本発生生物学会第7回大会

ライフサイエンスセミナ-

日本遺伝学会第 46回大会

大学セミナー

短期研究会

日本環境変異原研究会第3回研
究発表会

日本組織培養学会第 38回研究
会シソポジウム

細胞生物学セミナー

放射線生物学東京談話会 12月
例会

日米科学セミナー

日本大学三島生活科学研究所研
究発表会 (特別講演)

日本放射線影響学会第 17回大
会

集団遺伝学セミナー

遺伝学セミナ-

動物学セミナ-
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九 山毅 夫

I.it':千:i.:..:

松 永 実

際 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

欝 吾 重歪i

言霊穿嘉慧l

描 .剖

森 島 啓 子

蔑島警三1
森 島 啓 子

聖 書矧

森 脇 和 郎

Somestochasticproblemsinpopulationgenetics.

モンテカルロ法を用いた狭動原体逆位による核型進
化の解析

人類遺伝学からみた公衆衛生,-とくに小児保健の今
後の動向

人口問題と人間性をめぐって

Monitoringhllmangenepool-Whereisthestar-
tingpointinJapan7

人口問題と生活の質

Familyplanninganditseffectonthegene
pool.

糖尿病の遺伝

そけい-ルニアの遺伝学的研究

レオウイルス RNA の末端構造と転写

Floatingabilityasanadaptivecharacterof
riceanditsmeasuringmethod

ペL/ニアルライグラスとオ-チャードグラスにおけ
る死亡率の変異と適応

成長様式の変異とその育種学的意味

アナナスショウジョウバェ雄におけ る乗換につ い
て.Ⅴ.
純系-ツカネズミと野生ネズミ頬との細胞抗原の比
較

4.21
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7.3

8.6

10.2

10.9

10.18

ll.2

10.8

8.21

10.15

10.15

9.ll

9.12

ノース･カpライナ
州立大学,米国

札 幌

東 京 都 庁

教 育 会 館

経 団 連 会 館

共 立 講 堂

BuenosAires
(ATgentine)

福島市文化セソクー

鹿児島県産業会館

仙 台 市 民 会 館

BangladeshRice
Researchlnstitute
Dacca,Bangladesh

三 重 大 学

三 重 大 学

宮城県労働福祉会館

宮城県労働福祉会館

遺伝学セミナー

第 45回日本動物学会大会

第 53回都衛生局学会 (特別講
演)

日本人口会議

日米科学協力会議

日本家政学会第 26回総会 (特
別講演)

第 14回国際小児科学会コPキ
ウム

日本公衆衛生学会総会シンポジ
ウム

第 19回日本人頬遺伝学会

第 22回日本ウイルス学会

International Seminar on
DeepWaterRice

日本育種学会第 46回講演会

日本育種学会第 16回シソポジ
ウム

日本遺伝学会第 46回大会

日本遺伝学会第 46回大会
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至 髪 要 撃i

侶 計 iiJl.

森 脇 和 郎

村 上 昭雄

村 上 昭雄

村 上 昭雄

村 上 昭雄

村 上 昭雄

中込 弥 男

草 薙 墓 詔)

45LU雷 歪 劉

買呂雷雲)

-J買:.Jl臣 t

琶 昌雷 雲 1

小 川 恕 人

小 川 恕 人

大 西 正 道

マウスプラズマ細胞瞳癌の系統および種を越えた移
檀

血清蛋白と核型からみたクマネズミ燐の分化

野生箸歯煩の血球とマウス H-2抗体との交叉反応

第5染色体の不安定性系統の遺伝学的分析

力イコ成熟精子における Diethylsulfate誘発突然
変異

フリルフラマイドのカイコ成熟精子に及ぼす遺伝的
影響

カイコにおけるⅩ線誘発組換え事象一線量と頻度の
関係について

クワコとカイコの雑種における遺伝学的研究

染色体分染法の人類遺伝学-の応用

染色体構造異常の分染法による検討

コナマダラメイガの トリプトファンピpラ-ゼ

Anenzymepossiblyinvolvedintheearlystep
ofrepairofr-raydamagedDNA inBacillus
subtilis

イオン化放射線による DNA 損傷の修復に関す る
酵素

ガンマー線照射 DNA の修復の初期過程に作用 す
ると考えられる枯草菌酵素

幼児教育と遺伝

学童の教育と遺伝

キイpショウジョウバェの適応度に及ぼす集団密度
および温度効果について

1-0.5

10.5

12.4

4.3

9.ll

9.28

10.7

ll.15

9.ll

ll.3

9.12

7.15

10.8

10.9

7.19

1.9

札 幌

札 幌

福 岡

福島市民福祉会館

宮城県労働福祉会館

東京医科歯科大学

徳島県郷土文化会館

長 岡 保 養 所

宮城県労働福祉会飽

鹿児島県産業会館

宮城県労働福祉会館

シァトルセンター,
米国

徳島県郷土文化会館

岡 山 大学 教 養 部

焼津市立豊田小学校

三島市立北小学校

東京農工大学農学部

第 45回日本動物学会大会

第 18回噂乳類研究グループシ
ンポジウム

第4回日本免疫学会総会

日本蚕糸学会第 44回学術講演
会

日本遺伝学会第 46回大会

日本環境変異原研究会第3回研
究発表会

日本放射線影響学会第 17回大
会

日本蚕糸学会東海支部第 22回
研究発表会

日本遺伝学会第 46回大会,小
集会 3

第 19回日本人頬遺伝学会

日本遺伝学会第 46回大会

5thTnt.Cong.Rad.Res.

第 17回日本放射線影響学会大
会

第 47回日本生化学会大会

焼津市家庭教育学級

北小学校 PTA会

特定研究成果発表会
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実冨夏蓋‡

太 田朋 子

岡 彦 一

票 島 毒 享1

岡 彦-

岡 彦-

岡 彦 -

鬼丸喜美治

畿 豪葉削

大 沼 昭 夫

大 島 長 造

大 島 長 造

大 島 長 造

大 島 長 造

ショウジョバェ属における産卵 リズムの種間変異に
ついて

Possible role of very slightly deleterious
mutationsinmolecularevolutionandpoly-
morpbism.

収量安定性の機構とその選抜

国際稲適応性試験から見出された成長曲線の品種間
変異

Geneticstudiesinrice,particularlyonthe
originofcultivatedrice(ロシア語に通訳)

Adaptabilityofcropplants,itsevolutionand
selection(ロシア語に通訳)

Prospectsfortheimprovementof80atingrice
varieties

蚕の化学変異原処理の後代に現われた赤卵突然変異
体の分析 (予報)

カイコにおよぼすニトロフラゾンの突然変異誘発効
果

雄蛮のみをうるための新しい平衡致死法,第3報

ショウジョウバェの内因性 リズムについて

集団の遺伝子組成と環境適応性

制御環境における昆虫の生理遺伝の研究

ショウジョウバェの行動の集団遺伝学的研究

9.12

9.26

10.14

10.14

ll.10

ll.15

8.21

4.3

ll.15

4.3

1.9

1.25

2.16

4.7

宮城県労働福祉会館

Montpellier,
France

三 重 大 学

三 重 大 学

InstituteofCyto-
logyandGenetics.
USSRAcad.Sci-
ence,Novosibirsk

InstituteofPIant
Physiolgyand
Biophysies,Tajik
SSRAcad.Sci.,
Dushanbe

BangladeshRiceResearchlnstitut.e
Dacca,Bangladesh

福島市民福祉会館

長 岡 保 養 所

福島市民福祉会館

東京農工大学農学部

日 本 学 術 会 議

松 山 女 学 院

東 京 教 育 大 学

日本遺伝学会第 46回大会

EMBO WorkshoponMole-
cularEvolution

日本育種学会第 16回シンポジ
ウム

日本育種学会第 46回講演会

特別講演

望

' 冷

International Seminar on 諒
DeepWaterRice

日本蚕糸学会第 44回学術講演 轡
会

日本蚕糸学会東海支部第 22回
研究発表会

日本蚕糸学会第 44回学術講演
会
特定研究,成果発表会

｢人を含む自然界の均衡維持｣
に関するシンポジウム

特定研究成果報告会

日本動物心理学会第 34回大会
シンポジウム ki]
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森島壷割
大島長 造

李 沢 俊

定 家 義 人

≡詣 空尉

篠 田友 孝

篠 田友 孝

篠 田友 孝

篠 田友 孝

欝 買 墓 憲‡

篠 田友 孝

蓋藍 嘉)

篠 田友 孝

篠 田友 孝

白須 泰
森 谷 正
加藤貴美
賀 田恒

秋 鐘 書

i:岩;il:.;Ll諒

キイpショウジョウバェの歩行行動の選択

騒音,明環境におけるショウジョウバェの発育につ
いて

カオジロショウジョウバェの種の分化について

枯草菌の γ88遺伝子について

CP ウイルス粒子に存在するホスホヒドpラーゼ活
性について

免疫グロブリンの構造からみた遺伝子支配

Paraproteinswithantobodyactivity.

PrimarystrcutureoftheconstantregionOf
immunoglobulins.

Primarystructureofthevariableregionof
immunoglobulins.

K型べ-/スジョンズタン/くクの比較構造研究

ヒトIgA の一次構造

ヒト臓器酵素の変異 (第2報)

抗体の化学的性質と抗原抗体反応

免疫グロブリンの一次構造LII.

微生物による農薬の突然変異性

キイpショウジョウバェの歩行行動の選抜と遺伝

9.12

10.1

9.ll

7.12

10.10

2.22

7.22

7.23

7.26

10.9

10.13

ll.2

ll.18

12.2

9.28

1.9

姦讐農sD"A依存 R"A ポリメラーゼによる二本 llO･10

宮城県労働福祉会館

東北大学,農学部

宮城県労働福祉会館

遺 伝 研

岡 山 大 学

京都教育文化センタ

サセックス大学,莱
国

サセックス大学,莱
国

サセックス大学,英
国

岡 山 大 学

大 阪 日 生 講 堂

鹿 児 島県産業会館

群 馬 大 学

電 気 ビ ル

東京医科歯科大学

東京農工大学農学部

岡 山 大 学

日本遺伝学会第 46回大会

日本生物環境調節学会第 12回
大会

日本遺伝学会第 46回大 会

第222回三島遺伝談話会

第 47回日本生化学会

免疫の基礎シンポジウム

2ndlnt.Cong.Immuno1.

2ndtnt.Con首.Immunol.

EndInt.Cons.Immunol.

第 47回日本生化学会

第 25回蛋白質構造討論会

第 19回日本人頼遺伝学総会

第 12回群馬内分泌学シンポジ
ウム

第4回日本免疫学会総会

日本環境変異原研究会第3回研
究発表会

特定研究成果発表会

第 47回日本生化学会
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t･墓-TI.描
鈴木 孝 仁
広 田幸敬

鈴 木 秀 穂

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

競 誓套砦)

義 )ii恒莞)

姦 JB和 誓)

土 川 清

渡 辺 隆 夫

渡 辺 隆 夫

ベん毛形成に関する遺伝子 βα の作用発現

Regulationofaagellinbiosynthesis.

放射線および化学物質によってカイコの染色体不分
離を誘発する試み

Attemptstoindueやnon-dis如netionbymeans
ofirradiationandehemiealtreatmentinthe
silkworm.

FurtherstoriesofAF-2

化学変異原の放射線相当量の求め方について

環境変異原の問題点

カイコの卵母細胞系による化学物質の突然変異性検
出とその特徴

Tritiumの突然変異効果 (1) カイコの体細胞突然
変異による検出

マウスによるフリルフラマイドの突然変異性に関す
るhost-mediatedrec-assayと優性致死試験の結果

マウスにおける優性致死試験と問題点

化学物質の突然変異性試験と問題点

ワクシニアウイルス mRNAの 5/末端修飾構造

温度制御環境におけるキイロショウジョウバエの生
産力の研究

キイロンショウジョウ/ミェの生産力

9.12

9.2

4.3

7.19

8.4

9.ll

9.12

9.28

10.7

9.28

ll.12

ll.16

ll.30

1.9

9.12

宮城県労働福祉会館

東京,帝国 ホテル

福島市民福祉会館

シァトルセンター,
米国

箱 根 観 光 ホ テ ル

宮城県労働福祉会館

宮城県労働福祉会館

東京医科歯科大学

徳島県郷土文化会館

東京医科歯科大学

京 都 会 館

静 岡 薬 科 大 学

八王子大学セミナー
ハウス

東京農工大学農学部

宮城県労働福祉会館

日本遺伝学会第 46回大会

lstlmterseetionalCongress
oftheIAMS.

日本蚕糸学会第 44回学術講演
会

SthTnt.Cons.Rad.Res.

日米医学協力研究会議

日本遺伝学会第 46回大会

日本遺伝学会第 46回大会 (シ
ソポジウム)

日本環境変異原研究会第3回研 冷
発究表会

日本放射線影響学会第 17回大 鞘
会

日本環境変異原研究会第3回研 轡
究発表会

日本実験動物研究会第9回研究
発表会

第 23回日本薬学会東海支部大
会 (特別講演)

第3回分子生物学シソポジウム

特定研究,成果発表会

日本遺伝会第 46回大会 審
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業筈暮劉
山崎常 行

吉 田俊秀

吉 田俊 秀

吉 田俊秀

Isozyme polymorphism maintenancemecha-
niSmSViewedfromthestandpointofpopulation
genetics.

連鎖遺伝子座における自然淘汰の模擬実験

分子レベルでの集団遺伝学

染色体に書かれたネズミの歴史

ネズミの進化

クマネズミの新しい染色体変異 Davis型

エ ー ル 大 学

宮城県労働福祉会館

開田高原 (長野県木
骨郡開田村)

ムトウ会館,札幌市

北 海 道 大 学

宮城県労働福祉会館

第3回国際アイソザイム学会

第 46回日本遺伝学会

第 14回生化学若い研究者の会
夏の学校

染色体学会年会 (25周年記念講
演会)

進化学研究会シソポジウム

日本遺伝学会第 46回大会

1ヽ
く>

Eq
斡
林

部

傭

雪

冷

頚

や

醤

部
2
5

ヰ
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D.その他の研究活動

海外における活動

71

氏 名

丸山 毅夫

木村 資生

天野 悦夫

田島弥太良虹

藤井 太朗

野口 武彦

古市 泰宏

岡 彦-

沖野 啓子

岡 彦-

原田 朋子

田島弥太郎

岡 彦-

田島弥太郎

賀田 恒夫

内 容

集団遺伝学及び人口統計学の数理理論
に関する講義並びに協同研究

｢生物学における数学的問題｣に関す
るシンポジウム出席

カワゴケソウ科植物の生態調査及び資
料収集

第5回国際放射線研究会議出席及び国

第5回国際放射線研究会議及び第2回
アメリカ光生物学会出席

第5回国際放射線研究会議及び第2回
アメリカ光生物学会出席

ウイルス遺伝子の情報発現に関する分
子生物学的研究

国際深水稲研究セミナー出席

国際深水稲研究セミナ-出席

｢気候と稲｣に関するシンポジウム出席

分子進化に関する国際会議出席

国際連合科学委員会第 23回期出席

遺伝変異の新方法適応性の選抜及び遺
伝資源保存の体系に関する研究

日米医学協力研究会突然変異及び病原
専門部会合同会議出席

日米医学協力研究会突然変異及び癌原
専門部会合同会議出席

渡 航 先

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

スリナム他2ヶ
国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
カ ナ ダ 国

アメリカ合衆国
カ ナ ダ 国

アメリカ合衆国

バングラデシュ
台 湾

バ ソグラデシュ
台 湾

フィリピン共和
国 台湾

フランス共和国

オーストリア
共和国

ソビェ ト連邦

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

期 間

48.9.3,-
49.4.28

49.2.20-
49.3.1

49.3.29-
49.4.26

49.7.13-
49.7.23

49.7.13-
49.7.28

49.7.13～
49.7.28

49.7.18-
50.7.14

49.8.19-
49.8.29

49.8.19′-
49.8.29

49.9.22-
49.10.3

49.9.23-
49.9.30

49.10.12-
49.10.20

49.10.27-
49.ll.25

49.12.8-
49.12.13

49.12.8-
49.12.13

ほかの機関における講義

氏 名 担 当 大 学 担 当 科 目

広田 幸敬:東京大学理学部非常 勤講師 (49.4.1-49.5.31)生物化学特論Ⅱ

木村 資生:京都大学農学部非常勤講師 (49.4.1-49.10.15)農林生物学特別講義
第 1部

村上 昭雄:東京農工大学農学部非常勤講師 (49.4.1-49.10.15)家蚕発生学特論

木村 資生:大阪大学基礎工学部非常勤講師 (49.4.1-50.3.31)生物工学特論E

広田 幸敬:九 州大学理学部非常勤講師 (49.4.1-50.3.31)生物学特別講義Ⅱ
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三浦謹一郎:静 岡薬 科 大学 非常勤講師 (49.5.1-49.9.30)分子生物学

青田 俊秀:神戸大学医学部非常勤講師 (49.5.1-49.10.15)染色体と生物の進化

大島 長造:広島大学理学部非常勤講師 (49.5.1-50.3.31)行動遺伝学

名和 三郎:九州大学農学部非常勤講師 (49.5.1-50.3.31)農学研究実験

篠田 友孝:大 阪 医科 大学 非常勤講師 (49.5.1-50.3.31)法医学

土川 清:名古畳大学環境医学研究所非常勤講師 遺伝性奇形の
(49.6.1-50.3.31) 発生遺伝学

松永 英:京都大学医学部非常勤講師 (49.6.4-50.3.31)人類集団の遺伝学

広田 幸敬:名古畳大学理学部非常勤講師 (49.9.16-50.3.31)特別講義

松永 英:弘前大学教養部非常勤講師 (49.9.27-49.10.31)人口論

押野 啓子:お茶の水女子大学理学部非常勤講師
(49.10.21-50.3.31)生物学特論Ⅸ

井山 審也:東京大学農学部非常勤講師 (49.10.21-50.3.31)特別講義Ⅱ

青田 俊秀:熊本大学理学部非常勤講師 (49.12.1-50.3.31)動物生理生化学
特別講義
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ⅤⅠ.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 20El(土)に研究所を公開した.

各研究部の展示および映画を行い,9時 30分から 16時 30分までの問に3,500余名

の見学者が来所した.

B.公開講演会の開催

日 時 昭和 49年 11月 16日 (土)13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演

(1) 環境の遺伝的安全性

形質遺伝部長 田 島 弥 太 郎

概 要

文明の高度化は便利さの反面さまざまな危険な物質を生んだ.その身体的影響はいわゆ

る公害病として認識され,対策も考えられているが,遺伝的影響面については末だあまり

認識されていない.後者に閑しその特徴,問題点を述べ,対策の緊急性を訴えた.

(2) 遺伝学から見た人類の未来

集団遺伝部長 木 村 資 生

概 要

人声熟ま地球上における生命の起原以来,30数億年にもわたる生物進化の産物 である.

一方,われわれの住む高度の文明社会では医学の進歩,生活環境の改善により自然淘汰が

緩和され,突然変異蓄積の問題も起きてきた.本講演では,進化遺伝学の立場から,優生

の問題も含め,人類の未来について考察した.
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Ⅴll.研究材料の収集と保存

A. イネ (Ory宅α)の保存系統

種 名

栽培種

0.salivaL.

0.glaberri仇aSTEUD.

栽堵型近縁野生種

0.perennisMoENCH.

0.breviligulataA.CEEV.etRoEER.

野生種 (o瓜cin&1i&群)

0.08loinaliSWALL.

0.minutaPRESL

O.mala肌PuZhaenSisKRISH.etCHAND.

0.punctalaKoTSCHY

O.eiohingeriPETER

O.latifoliaDESV.

0.altaSwALLEN

O.grandiglunisPROD.

その他の野生種

0.auStraliensisDoXIN

O.brachyanlhaA.CEEV.etRoEER.

0.ridleyiHooK.

0.longiglu肌isJANSEN

O.仇eyerianaBAILL.

0.abro肌eilianaPROD.

0.1isSerantiA.CEEV.

0.perrieriA.CAMtJS

O.ooarotalaRoxB.

0.8ubulataNEES

B.コムギ (TriticIJm)

種 名

T.aegilopoideSBAL.

T.nonooocounL.

分 布 系統数

全世界 3,586

西アフ リカ

449

全世界 412

西アフ リカ 239

南アジア

〝

〟

アフ リカ

〟

中南米

〝

北オース トラリア

アフ リカ

アジア

ニューギニア

アジア

∫

西アフ リカ

マダガスカル

南アジア

南米

6

7

1

0

6

6

3

7

3

2

6

3

6

3

2

1

2

1

8

2

1

1

2

1

1

1

属野生種とその近縁野生種の保存系統

倍数性 ゲソム式 系統数

二倍体 AA 3

〝 〝 3
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T.diooccoideeKORN.

T.dioooou肌 ScⅡ古BL.

T.durun DESF.

T.orientaね PERC.

T.persicu仇 VAV.

T.turgidunL.

T.pyranidalePERC.

T.poloniou仇L

T.tinopheeviZELtIX.

T.SPeltaL.

T.aeetivun L.

T.oo肌PaCtun HosT

T.SPhaerooooou仇 PERC.

T.仇aChaDEC.etMEN.

Sybthesizedhexaploidwheat

AegilopS属

Ae.u肋bellulalaZzIUK.

Ae.ovataL.

Ae.lriariStataWII.LD.

Ae.colunnarisZEUX.

Ae.biuncialiSVI8.

Ae.variabiliSEIG.

Ae.triuncialisL.

Ae.oaudaね L.

Ae.cylindricaHosT.

Ae.comoSaSIBTE.etS血L

AC.uniaristaね VIS.

Ae.nuticaBoISS.

Ae.speuoidesTAUSCE

Ae.longwSi恥aScEw.etMtTSCIl.

Ae.bioornia(Forsk.)JAtTB.etSp.

Ae.Sq仙αrrOea L.
Ae.¢rasSaBoISS.

Ae.ventriooSaTAtlSCE.

その他の野生種

Hordeu仇3'ubatumL.

H.pusSillun NUTT.

四倍体

′
〟
六倍体

〝

二

四

二

四

二

二

AABB

〝

D

G

BD

〝

AG

Aち

〟

A

A

C

諾

認

諾

c

cD

M

M

M

s

sl

sb

D

DM

DM

e

▼

也

T

.{

''
.
.m
.
い.
jI

D

‥

.u
､
.-

体

体

体

体

体

体

体

倍

倍

″
〝

″
〝
″
倍

倍

倍

″
倍

〝
〝
〝
〝
倍

〝

二倍体

′

3

4

4

1

3

2

1

1

2

3

8

4
1

1

7

3

6

7

2

1

7

6

1

3

3
3

1

3

3

2

7

2
6

75
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H.murinun

H.gussoneanum PARL.

H.SPOntaneu仇 KocII

SecalecerealeL.

Haynaldiavillosa ScfLUR.

四倍体

二倍体

2

1

3

8

2

C.花井,その他

1. サクラ品種 (Prunusspp.)

大島桜,大提灯,普賢象,一葉,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯麟,江
戸桜,枚月,白妙,欝金(右近),御衣黄,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

菊桜(兼六園),旭山,嵐山,御所桜,汐登,福線寿,車鮭,福桜,珠数掛桜,翁桜,

太白,見返桜(御車返,鎌倉桜,桐谷),雨宿,法輪寺,′ト汐山,苔滑水,手機,胡蝶,

千里香,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,菊桜(火打谷),菊桜く本誓寺),菊桜

(来迎寺),類嵐.手弱女,毛大島桜,芝山,帆立,便殿,水晶,妹背,撫子桜,高栓

稚子桜,西方寺桜,塩釜桜,貴船雲珠,衣通姫,倭大島,八重大島(差木地),太田桜,

松前早生,みのかけ.八重虎の尾,八重琴平,革止,二尊院,泰山府君,宝珠杖,千

福桜,汐風桜,大村桜,吉野枝垂れ.

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,完川匂,左近の桜,

木の花桜,若槻の桜,山桜枝垂れ,稲兼心田,寒桜,稔月院の大桜,静匂,駿府桜,

遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜,紅鶴桜,仙台屋,奈良八重桜,熱海桜,清澄枝

垂れ,千麻桜,気多白菊桜,予野の八重桜.

染井吉野,船原吉野,三島桜,駿河採,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬撲,早生大島,紅染井,吉祥寺,Akebono,瑞雲桜.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,熊谷,十月桜,正祐寺,秦

雲寺枝垂れ,八重彼岸,冬桜(三波川),彼岸台桜,修学寺桜,塊井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園熊谷,輿

州里桜,金剛山.

箱根桜(富士桜,豆桜),緑等桜,八重箱根桜,満願桜,ボンポリ桜,飴玉桜,朝秀

桜,二子,Siodoi,大箱根桜,水玉桜,斎藤桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父桜,高砂.

寒緋桜(排幕桜),千島桜,最桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜, ヒマラヤ桜,末韓

桜,椿寒桜.

2. アサガオ (PharbitiSnil)

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),cpr(台咲き),ed(捻梅咲),py(乱菊咲),
cs(石畳咲),wr(縮咲),a(桔梗咲),ct(渦咲),帆(立田咲),ac(南天咲),pt(八重

咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

薬型遺伝子型: eo(丸薬),Gb(芋葉),dl(笹葉),n(立田葉),ao(南天葉),fe(獅子
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葉),ot(渦葉),B,a(林風葉,(優性,劣性)),py(乱菊葉),Sr(鼻薬),dg(靖輪

業),op(縮緬菓),nw(柳葉),cog(-デラセア菓),p(孔雀菓), bv(はだぬぎ),

γβ(洲浜東).

花模様遺伝子型'. Sa(刷毛目絞),SP(吹掛絞), Mr(覆輪),Bz(吹雪), Ry(車絞),

Su-Mr(複輪抑圧),lw(花備色抑圧),.形(牽),dt(雀斑),Ln(立筋),St(条斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),ca･cb(白種子),br(褐色種子),

cai(象牙種子),ym(松島),cu(夫婦咲き), we(枝垂れ), Cy(クリーム･イエロ

ー),Su-Cy(クリーム･イエt]-抑圧),o仇(打込み),lp(′ト人),re+dg(大輪

(蝉薬)),re+dg+Gb(大輪(恵比須薬)).

3. ツ Jtキ

ツ バ キ (Ca仇elliajaponicavar.hortensiS) 83品種

ユキツバキ (a.rusticana) 5品種

4. ウ メ (PrunusMume) 19品種

5. カエデ(Aoerspp.) 30品種

D.淡水ヒドラ (Hydra)

A) チクビヒドラ (Hydra magnipapillata)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (PelmatohydrarobuSta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

F.. シ ョウジ ョウバエ (Drosophila)(1,194系統 ･7集団)

1. キイロショウジョウバェ (D.nelanogaSter) 1,030系統,5集団

A) 野 生 型- 153系統

(1) 地方種:3

(2) iso-female:150

B) 突然変異型- 77系統

(1) Ⅹ染色体: 20

(2) Ⅱ染色体: 32

(3) Ⅲ染色体: 12

(4) Ⅳ染色体: 3

(5) 混合染色体:10

C) 第 II染色体ホモ系統- 800 系統

I)) 集 EEI- 5集団

2. クロショウジョウJiェ (D.viriliB) 1系統,2集 団
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A) 野 生 型- 1系統

B) 集 団- 2集団

3. 7ナナスショウジョウJtェ (D.ananaSSae) 154系統

A) 野 生 型--45系統

B) 突然変異型- 109系統

(1) Ⅹ染色体: 19

(2) Ⅱ染色体: 46

(3) Ⅲ染色体: 25

(4) Ⅳ染色体: 4

(5) 混合染色体:15

4.他 種 9種

D.lutea,D.auraria,D.buekii,D.rufa,D.in肌igranS,D.hydei.D.

Pousphila,D.SimulanS,D.oShinai.

F. コナマダラメイガ (Ephestlakiiniellakiihn)

NCR(wild)

b/a

ml/ml

α/α

G. カ イ コ (BombyxmoriL)

央銭変異系統

第 1 連関群 (od;od';ode;ose;Ge;8eh;Vg)

第 2連関群 (p;+P;pM;pS;pSa;pSa-2Y;Y;Cal)

第 3連関群 (Ze;le肌;le肌l;lenpeoc;a-len;a-le仇1;a-len ∑;他8系統)

第 4連関群 (L;仇al;Sp¢;Llenqoc)

第 5 連関群 (pe;pet;re;ok;peokre;oc;pereoc;bw)

第 6連関群 (E;BOA;ED;EEL;EGBd;EH;EEp;EMo;END;EM;Ewe;EDP;

EMB;DプdEuc;EEpED;EEpEB;EucE;EPcEa;EupED;Ere;

b2),(他に EKp変異型6系統,EDl変異型5系統)

第 7連関群 (q)

第 8連関群 (α¢;be;+a';+a.;et)

第 9 連駆群 (Za)

第 10連関群 (wl;W之;W8;WOl;P;ba;Dew;Ol;wo∬;wa;wb;we)
弟 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (¢九)
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第 14連関群 (oak;Nl;Nil;Nl皇;U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (cb)

第 17連関群 (Bn)

第 18連関群 (Slg)

第 19連関群 (elp)

第 20連関群 (nb)

第 22連関群 (rb)

そ の 他 (al;bl;Gl;n-gr;so;Spl);(青白;大正白;褐色斑点蚕;大造;金色;

アスコリ;青熱;漸江;漢川;鮮紅;特意薪;p22;C108;C108旧;

遭伝的モザイク2系統;食性異常蚕3系統;細長蚕;接′ト蚕2系統)

染色体異常系統

W 原 (W･+p.pSay)
(､′~㍉ヽ,~~~ヽ

ZW II (+od･W･+p･pSay/od)
/∴ ドヽ -ヽ_一二~~̀--I

ZIOl (+od･W･+p･pSa/Z十/zed)(雌致死,2系統)
′ー･･､(

H108 (W･+py･pSay)
{ヽ

WPIO8 (W･+pyoa)
I:⊇iii:!l

改 7 (W･+py欠)(3系統)
一ー-ヽ

M 3 (W･pM)(4##)
( ′へ ノー､､ /ー＼

限 性 虎 青 くW･Ze),(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere),(W･Ze,ch,pere),一ー■､■
(W･Ze,Ao)
I;ii

T20 (W･+W2)(4系統)
亡:illli

O-t (W･V(+Pe欠))
′ニヽ ′∴ヽ

A-t (W･+pe),(W･+pe+'e)
一~■ヽ､ (

M-t (W･+Pe),(W･V+Pe/V+oc)
(

Dup (+py･p･gaY/py)(2系統)
Ei-

Q121 (+py･pSay/pYoα/pyoa)(2系統)′~-ヽ
C32 (pSa･+pYoa)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

Jr~-I
GI壬 1 (UIEEp)

′ーヽ
GH 3 (U･EM)

GH 4 (U･EH)
ノー←ヽ

GH 6 (U･EueE3/++)

GH 7 (U･Eue/Eu/++)

GH 8 (U･EEpED/++)
,~~~--→ヽ

GH 9 (U･BEP/ED/十+)

GHIO (U･Emea/++)
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(■■＼

GHll (UIEMc/ED/++)
{ ヽ

GH13 (U･No)
( ′~~ー

GH14 (U･EOd),(U･EGtd/ENc/++)
■ー~--ヽ

GH15 (Nl2/oa/+Od),(Nl2･ENcNc/++)

Trisomic 2 (pS/pM/+p)

TrisomiC 6 (ELTEKp/+/+),(ENc/E3/+),(Hue/ED/十)

Trisomic14 (+oa/oa/Di)

Trisomic112 (pSay/pY/py)

そ の 他 (黒色マグラ蚕)(2系統)

(bew淡;bwS;T-3;T-12;Nij;MTVZNSTA;MTVP)

以 上 合 計 203系統

H. ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (MusmusouluS)**

A/HeJ*(Inbreeding?+4),A/J(?十23),AKR(99代),AKR/JMs(104代),BALD/

cJMs(100代+closedcolony),BALE/cAn(closedcolony),BL/De(112代),C58/J

(?+2),C57BL/6Hews(65代),C57BR/CdJ*(?+1),C57L/J*(?+3),CBA/StMs

(67代),CBA/CaJ(?+4),CBA/H-T8TO(10代)C3H/freAfs(33代),DM/Ms(84

代),D103/Ms(83代),DBA/2(?+38代),I)BAf/Lw(68代),LPRIII/Sn*,NZB

(22代).RIII/2J*,RF/MS(?+45),SJL/J*,SM/J(4代),ST/bJ*,SWAI/Ms(61

代),SWR/J*,129/J*,129/Sv-SICP*

2. 系統維持をLている Congenicマウス**

Ⅱ-2a:BIOA/SgSn(?+6),H-2b:B10/Sn(?+5),H-2d:BIO･D-2new/Sn(?+6),

H-2g:HTG/AoSfSn*,H-2h:B10A(2R)/SgSn*,H-21:BIOA(5R)/SgSn*,H12k:

BIOBR/SgSn(?+6),H-2r･.BIORIII(71NS)/Sn*,H-1b:BIO･129(5M)/Sn

(?+7),H-lab:BIOLP/Sn(?+8).

3. 系統維持をしている突然変異系マウス (MuSnWOulus)

第 Ⅰ 連 関 群 (第 7染色体) Chinchilla(eoh),extremedilution(oe),pink･

群

群

群

蔚

関

関

関

関

連

速

達

連

/
HH
HE]
Ⅳ

Ⅴ

第

第

第

第

eyeddilution(p).

(第 9染色体) short･ear(88),dilute(a),dillltelethal(dl7n).

(第14染色体) piebald(a),llairless(hr),rhino(hrrh).

第

dystrophiamuscularis(dy),Steel(S1).*

2染色体) non･agouti(a),black-and-tan(at),Lethal

yellow(Ag).

第 VI連 関 群 (第15染色体) Caracul(Ca).

*今年度新たに入手

**( )の中は兄妹交配の代数を示す
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第 VII連 関 群 (第 11染色体) Rex(Re),tipsy(ti).

第 VIII連 関 群 (第 4染色体) brown(a).

第 ⅠⅩ 連 関 群 (第17染色体) Brachyury(T),Fused(Fu).

第 ⅩⅠ 連 関 群 (第 6染色体) obese(ob).

第 ⅩⅠⅠ連 関 群 (第19染色体) ierker(3'e).

第 ⅩⅠⅠⅠ連 関 群 (第 1染色体) leaden(ln).

第 ⅩIV 連 関 群 (第13染色体) furless(fS).

第 ⅩⅤⅠⅠ連 関 群 (第 5葺染色体) Viabledominantspotting(Wv),luxate(lx).

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly(Po),dwarf

(dw),glabrous(gs).

4. 系統維持をしている純系ラット(Rauus norvegicus)

ACI/N(InbreedinglOl代),Albany(47代),Buffalo(65代),Fischer(106代),

Long-Evans(47代),NIG-ⅠⅠⅠ(32代),Wistar(71代),Wistar-King-Ar198代),

Wistar･King/ShoWa(?+13代).
5. その他飼育繁殖中のネズ ミ類

&.ハムスター類

チャイニ-ズ ･ノ､ムスター (CriceluluSgriSeuS)

ジァンガリアン･ハムスター (Phodopus紺ngOru8)

シロアシネズミ (Pero仇ySCuSleuoopuS)

b.スナネズ ミ類

スナネズミ (MerioneSunguiculatus)

インドスナネズミ (Tateraindica)

C. 日本産野生ネズ ミ類

エゾヤチネズミ (Clethriononysrufooanusbedfordiae)

カヤネズミ (Micro肌isminutes)

ヒメネズミ (Apode珊uSargenteuS)

d. ハツカネズミ類 (Mus)

日本野生′､ツカネズミ (MusmusouluS桝OloSSinus)

Musplatythria!

Musbooduga

e. クマネズミ類 (Rauusrauus)

2n-42

ニホンクマネズミ (R.rauustanezumi)

マレーシァクマネズミ (R.rauu8diardii)

ホンコンクマネズミ (R.rauusjlavipeotuS)

2n=40

セイロンクマネズミ (R.rauuskandianus)
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2†l-38

インドクマネズミ (R.rauuSrufeSCenS)

ヨウシュクマネズミ (a.raltw rattu8)

f. その他の RattuS属

ナンヨウネズミ (RauusexulanS)

RaltuBBabanuS

Rauueanna雅dαlei

g. その他のネズミ類 (Rodentia)

マストミス (MastomySnatalenSiS)

Tateraindioa

BandiooぬbengalensiS

Millardianeltada

Vandeleuriaoleraoea

Merionesunguioulatu8

6. 維持しているネズミの腫蕩系統

Ehrlichascitestumors(ELD)及び (ELT),マウスプラズマ細胞腫癌 (MSPC･1)

MouseHepatoma(MH134)

I.細菌とそのファージ

1. 細 菌

Sunonellatyphi肌uriun (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

SalmonellaabortuS･equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600株 アミノ酸要求性,プリン要求性, どリ

株

株

株

株

株

株

株

10

50

300

20

170

120

30

30株

30株

350株

lo株

ミジン要求性, ビタミン要求性など

アルギニン感受性,ウラシル感受性

SL23
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べん毛抗原に関する突然変異株: 130株
I

Salmonellaabony

野生株:

Hfr株:

F一株:

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

1

1

2

2

2

SW803

83

その他の Salnonella属の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S.paralyphiB,S.heidelberg,S.hab,S.budapeSl,S.banana,

S.eSSen,S.kingStOn,S.derby,S.california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.nonlevideo

GroupD: S.sendai,S.mo800W,S.roslook,S.pensacola,S.enteritidis,

S.dublin,S.berta,S.wangata,S.blegdan,S.珊iami,S.ndolo,

S.olaibornei,S.panama,S.canaStel

GroupE4: S.senftenberg

GroupG2: S.wiohita

Salmoneuaの種間雑種 200株

ESCherichiacoli(大腸菌) 約 10,000株

野生株:

栄養要求性突然変異株:

K,ち,S,C,Row など

アミノ酸要求性,プリン要求性, どリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

4,000株

無べん毛性突然変異株 70株

非運動性突然変異株 10株

薬剤抵抗性突然変異株, フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

Hfr株,F一株など 多数

温度感受性突然変異株: 約 5,000株

DNA 複製欠失変異株 150株

ムレイン生合成欠失変異株 55珠

細胞分裂欠失変異株 200株

兼同定欠失変異株 約 4,500株

Escheriohiaooliと Sal仇Onellaの展開雑種 300株

Serratia (霊菌)属の細菌 70株

Sbr.indica,良r.plymuthicu桝,Ser.仇arOeSCenS

野生株のほかに,栄養素要求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗
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性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株などを含む

Baoillw eubtiliS(枯革面)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然変異原

検定株など約 2,000株

その他の細菌

2. バクテリオファージ

Sd仇Onellaのファージ

ESCheriohia のファージ

Serratiaのファージ

BacilluSのファージ

若干

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C8,h21,m3),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,PI

Lambdaわ など

Sigmaなど

P】∋Sl,SPIO,SPOl,SP02など
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VIII.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遭伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決意案が満場一致で可決された.翌 16年4月に日本学術振興会内に設けられた

第4特別委員会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本辻伝学会は, 財団法人遺伝学研究所を設立し, 側面的に国立機関設置の 促進に努め

た.これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに

待望 10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第1(形質遭伝),第2 (細胞遺伝),第3 (生理遺伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,771.8平方メ-トルを買収するとともに, 同社の建物 4,445.1平

方メートルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度に

は,従前の木造の本館を鉄筋コンクリート3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42

年度において全館が完成した. また研究部門の構成も, 昭和 27年度に形質遺伝部, 初

胞遺伝部,生理遺伝部と改組され,さらに昭和 28年度に生化学遺伝部, 29年度に応用

辻伝都,30年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度

に集団遺伝部および 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 49年度に

植物保存研究室が設置された.

遺伝学は,近代科学の中でも新しい飯域に属し,開拓されてからいまだ 70年にすぎな

いが,生物に対するわれわれの謬織に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態も機能も,

さらに行動すらも,連伝子の作用に支配されていることを示したからである.

B.組織 (機構と職長)

文部省設鷹法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 11部及び植物保存研究室を置く.

一 庶 務 部

二形質遺伝部
三細胞遺伝部
四 生理遺伝部
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五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物辻伝部

十 集団遺伝部

二 分子遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置く.

- 庶 務 謙

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をっかさどる.

一 職員の人事に関する事務を処理すること.

二 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.
三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.
三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその連伝様式

に尉する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遭伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を
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行う.

2 生理辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各童においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遭伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行う.

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に

関する研究を行う.

(変異遭伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行う.

2 変異遺伝部に第1研究室,第2研究壷及び第3研究童を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行う.

(人類辻伝部)

第 71粂 人類連伝部においては,人類遺伝に関する研究を行う.

2 人類遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(微生物遺伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究畠を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ遭伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を行 う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団遺伝部においては,生物集団の辻伝に関する研究を行う.

2 集団遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計辻伝に関する研究を行う.

(分子遺伝部)

第 73条の2 分子遺伝部においては,生物の遭伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ核酸の構造に関する研究,並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関する研究

を行 う.

第 73条の3 植物保存研究室においては,遺伝学的研究に必要な実験植物の重要系統の
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維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質辻伝部,細胞遺伝部,生理遭伝部,生化学辻伝部,応用遺伝部,変異辻伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部,集団辻伝部,分子辻伝部及び植物保存研究室において

は,前 11条に定めるもののほか,各部又は室の所掌事務に閑し,次の事務をっかさど

る.

一国の横関の求めに応じ,人口,便生,農業等に関する政府の施策について,科学的
基礎柴料を提供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三内外の諸機関と連絡協力すること.
四 研究成果の刊行及び研究会,兼習会等の開催その他研究の促進に関すること.



庶 務

機 構 図 (昭和 49年 12月 1日現在)

-庶 務 部-

-形 質遺 伝 部-

一庶 務 課王 ≡ … …

- 会 計

･:.工 :.I

一第 1研究室

一第2研究室

-a 胞 遺 伝 叫 二≡;≡≡≡

-生 理 遺 伝 部-
一第 1研究室

一第2研究室

理 係

度 係
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評蔑見会

一生化学遺伝部一巨≡…≡≡…

- 伝 #-E ……≡≡…

- 伝 部-E ≡…≡≡…
-人 類 速 伝 部一

一微生物遺伝部-

一集 団 遺 伝 部-

一分 子 遺 伝 部一

一植物保存研究室

一第1研究室

一第2研究室

一第 1研究壷

一第2研究室

一第 1研究室

一第2研究室

一第 1研究室

一第2研究室
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職 員 定 数 (昭和 49年 12月末現在)

所 長

理学博士 森脇大五郎

評議員 (会長,副会長のほかは五十音順)

研 究 職 員

部 別

所 長

形 質遺伝部

官 職 名

文 部 教 官,所 長

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

iヽ

士

士
士
士
土

樽

博

博博修

学

学

学学学

農

理

理農理

氏 名

郎

昭

雄

清

治

治

夫

太

美

惣

弥

行

昭

喜

与

昭

島

田

上

九

瀬

沼

田

黒

村

湊

鬼

深

大

任用年月日

44.4.1

31.12.ll

41.6.1

40.ll.16

42.5.1

24.10.31

32.8.1

36.10.1
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l

1

6

2

1

1

1

1

4

4

5

3

4

6

3

27

34

舶

42

32

34

4

1

1

l

1

5

4

4

4

2

1

2

9

3

4

3

3

2

1

1

0

1

1

1

3

9

9

8

4

6

4

節

31

28

25

40

鯛

1

l

1

6

0

6

1

2

1

7

5

4

1

7

9

9

9

6

8

5

5

2

3

3

3

3

3

1

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

8

1

4

17

8

6

6

6

5

3

2

2

2

2

3

1

1

1

l

1

2

0

5

7

4

4

6

142

26

41

舶

43

3

秀

郎
夫

民

美

英

治

俊

和

旋

弘

正

勝

久

田

脇

藤

井

木

原

崎

青

森

加

今

露

榊

岩

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

道

夫

代

典

長

隆

和

正

島

辺

木

西

大

波

鈴

河

勉

人

郎

徹

明

孝

恕

三

正

敏

山
川

和

藤

田

沢

杉

小

名

遠

山

藤

忠

通

子

子

彦

己

啓

原 著

良

(旧姓森島)

治

田 臭

藤 正

夫

一夫
勉

嵩

教

典

仁

和

祐

本

村

藤

井

田

川

三

斎

杉

田

近

玉
音

芦

夫

清

夫

彦

人

子

恒

悦

武

義

雅

田

川
野

口
家

賀

土

天

野

定

原

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

研 究 補 助 員

細胞遺 伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

生理遺 伝部

Ph.D.

医学博士

理学博士

農学博士

理学修士

Ph.D.

理学博士

農学博士

理学博士

理学修士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

生化学遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

応用遺 伝部

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

変 異遺 伝部
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官

官

官

技

技

技

部

部

部

文

文

文

1

l

1

4

4

5

4

6

7

3

3

3

昌

夫

文

三

和

東

正

田

川
津

原

声

船

植物保存研尋 … 部 喜 官'夏 雲

非常勤研究員

朗

真

雄美

大

壱

登

井

村

藤

木

原

受 入 部

所 長 研 究 室

氏 名

戸 張 よ し 子

形 質 遺 伝 部 l坂 口 文 書

職 名

東 京 都 立 大 学
理 学 部 助 手

鼓 州 大 義 農 学 凱 農学博士

細 胞遺 伝 部 】土 屋 公 幸

任用年月日

49.6.1

北海道立衛生研究所
研 究 職 員

49.6. 1



庶 務

生 理 遺 伝 部

生化学遺伝部

応用 遺 伝部

永 海 秋 三

阪 本 寧 男

中 嶋 英 治

野 田 幸 一

柿 沼 好 子

横 浜 国 立 大 学
教 育 学 部 教 授

京 都 大 学 農 学 部
植物生殖質研究施設
助 教 授

大阪府立大学教養部
講 師

93

都 立老 人総合研究所
研 究 員

東 北 大学 理学部附属
臨 海 実 験 所 助 手

理学博士

理学博士

笠 原 基 知 治

古 里 和 夫

法 政 大 学 教 養学 部
教 授

浜松市フラワ-メ-ク
七 ./ タ - 所 長

変 異遺 伝部

今 村 幸 雄

安 藤 忠 彦

西 岡

微生物遺伝部

集 団遺 伝 部

東 京 大 学 医 学 部
助 手

理 化 学 研 究 所
主 任 研 究 員

同 志 社 大学 工 学 部
助 教 授

医学博士

農学博士

松 橋 通 生憎京欝 腎 驚 物差
安 田 徳 一

分子遺 伝部

堀 勝 治

木 村 孝 一

放射線医学総合研究所遺伝研究部室長
九 州 大 学 理 学 部
助 教 授

北 海 道 大学 薬 学 部
助 教 授

理学博士

理学博士

名 誉 所 員
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客 員

94

事務職員 (庶務部)

任用年月日職 名

48.4.1

47.4.1

49.4.1

49.12.1

28.5.19

26.4.16

46.6.1

36.8.1

36.2.1

39.9.1

45.4.1

38.12.1

37.9. 1

48.4. 1

35.9. 1

44.4.1

48.3.1

48.4.10

24.9.30

26.4.1

一郎
男

男

雄
書

義

治

子

勉

義

一郎
司

剛
子

三

雄

枚

三

み

露

朝

徳

茂

芳

明

朝

借

茂

す

政

英

三

隆

啓

英

日

元

千

塚

原

手

嵐

板

野

森

川
田

本

木

上

城

沢

藤

山

田

田

川
内

十

手

湯

玉

五

閑

其

渡

越

内

山

山

井

岩

梅

佐

秋

岩

半

西

宮

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(兼)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

長

任

任

貞

魚

貝

員

員

員

員

手

手

衛

婦

主

係

務

主

係

係

係

係

係

係

係

事

度

設

務

務

事

理

理

度

度

書

用

図

施

庶

庶

人

経

経

用

用

電

自

守

雑

退職者および転出者



庶 務

流動研究員,特別研究生,外国人研究員等

95

受 入 部 】氏 名 l 職 名 ･学 歴 等

形 質遺 伝部

細胞遺 伝部

工 藤 一 郎

渋 谷 徹

東京大学大学院博士課程学生

食品薬品安全センター研究員

清 川 尚

大 森 庸

李 英 徹

浜 田 俊

神 田 尚 俊

原 田 正 史

辻 秀 男

佐 野 邦 俊

A.Lima.-de-Fari

東京医科大学産婦人科教室助手

日本歯科大学薬理学教室助手

東京都国民健康保険団体連合会福
生病院検査料医長

沼津学園高等学校教諭

東京女子医科大学助手

九州大学大学院修士課程学生

大塚製薬研究員

田方農業高等学校教諭

ルソド大学分子細胞遺伝学研究所
所長

生理遺伝部

大 西 正 道

大 西 近 江

李 沢 俊

秋 鐘 書

京都大学大学院博士課程学生

米国ウィスコソシソ大学大学院博
士課程卒

韓国中央大学校文理科大学教授

韓国中央大学校理工大学助教

備 考

特 別 研 究 生

特 別 研 究 生

外国人招-い
研 究 員

特 別 研 究 生

〟

外国人招-い
研 究 員

外国人研究 員

生化学遺伝部 l小 滝 寧 男
東京慈恵会医科大学大平内科教室
研究生 特 別 研 究 生

男

l

荻部伝逮用応 広島大学大学院修士課程学生 特 別 研 究 生

変 異遺伝部

横井山 晶 子

大 島 稔 彦

斎 藤 有紀雄

北里大学薬学部卒

山之内製薬中央研究所研究員

横浜国立大学教育学部学生

特 別 研 究 生
〟

研 修 生

人類遺伝部

伊 東 重 徳

細 野 文 寿

山 本 路 子

東京都立大学大学院修士課程学生

静岡県立中央病院臨床検査技師

青山学院女子短期大学卒

特 別 研 究 生
〟

研 修 生

微生物遺伝部 匝 田 穣 I東京大学大学院修士課程学生 l特 別 研 究 生

集 団遺 伝部

分子遺 伝部

I.F.Crow

M.Slatkin
米国ウィスコンシン大学教授

米国シカゴ大学助教授

外 国 人 客 員

外 国人研 究員

漆 原 敏 之

下遠野 久美子

宝 伏 裕 子

北里大学薬学部助手

お茶の水女子大学大学院修士課程
修了

北里大学薬学部卒

流 動 研 究 員

特 別 研 究 生
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l野 村 幸 喬 J名古- 学大学院博士課程修了 l特 別 研 究 生

C.土地および建物
(昭和 49年 12月 31日現在)

土 地 総 面 積 98,299mB

内訳‡堅

究 所 敷 地
舎 敷 地
原 圃 場

建物総面積 (建 面 積)

(延べ面積)

81,074m2
10,143m2
7,082m2
9,103m2
13,739m2

面 積
構 造

建 晶 横 1延註 苧 環

建 物 内 訳

よ
育

お
飼

室
虫

蚕
ん

本

別

養
こ

堆肥舎 お 夫農びよ

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 車 庫

作 業 童

形 卵 育 雛 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2 ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転車置場および物置

特 別 蚕 室

ボ イ ラ ー 室

r線 照 射 温 室
操 作 室

温 室

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクリート造り2階建

木造かわらぶき平屋建一部地
下室

木 造 平 屋建 一 部 中 2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 星 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 星 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 平 島 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 かわ らぷ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

鉄 筋平 畳建 一 部 地 下 室

ブロック造りおよび木造平屋
逮

宗詐 差違ロック造りおよびl

妄評 量嘉pツタ造りおよび)

木 造 平 鹿 建

プ ロ p/ク造 り一 部 地 下

鉄 骨 遣 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コンクリート造り平屋建

一部鉄骨造 り木造平屋建

32

82

87

35

3

52

105

189

119

192

批

272

弧

胴

41

拙

97

75

14

5

1

1

2

刑

165
82
即

71

3

52

105

畑

119

1

92
535

m

341

m

41

218

97

75

14

501

2



研 修 室･膳 葉 庫

渡 り 廊 下

形 卵 育 離 合

ファイロン温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 量

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

T'J5l
ズ

麦

図

ネ

温 室

香

水 源 ポ ン プ 小 量

第2ネズミ飼育室洗潅室

庶 務

笠栗蒜表芸 .'Iト造 り2階建‡

鉄骨造 り星根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造 り平屋建

鉄骨造ファイpソ張 り平屋建

整骨造 り波型スレ- ト葺平屋†

ブ ロ ッ ク 造

ブ ロ ッ ク 造

最

東

平

平

誓 言欝 整嘉ソクリ- トプ‡

警官言欝 鮎 ソクリ~ トブ)

鉄筋コソクリー ト造 り3階建

鉄筋コンクリー ト造 り平屋建

33

8
別

284

128

6

8

46

46

58

謝

2

1

1

2

5

鉄骨遣 平屋建

′ ′

1. 国立遺伝学研究所

(;

件 費

件 費

465

8

290

割

128

6

8

146

146

803

5

937313019

D.予 算

215.252千円 (276,248千円)

323,244 0 (320,339 h, )

538,476 〝 (596,586 〝 )

2. 国立検閲原子力試験研究費 17,349千円 (17,261千円)

3. 国立機関公害防止等試験研究費 4,500千円

4. 特別研究促進調整費

5. 科 学 研 究 費

( )

E.

4月 20日

6月 15日

8月 8日

11月 9日

11月 16日

2,077千円

49,670千円

8,700千円
3,500 〝
35,150 〝
2,320 〝

内は補正後の予算

日 誌

一 般 公 開

第 35回評議員会

常陸宮殿下,同妃殿下御来所

創立 25周年記念式挙行

公開講演会 (国立科学博物館)
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部 長 会 議

1月 22日 第 375回

2月 5日 第 376回

2月 19日 第 377回

3月 12日 第 378回

3月 14日 第 379回

3月 23日 第 380回

3月 28日 第 381回

4月 16日 第 382回

4月 30日 第 383回

5月 14日 第 384回

5月 27日 第 385回

6月 3日 第 386回

6月 20日 第 387回

7月 2日 第 388回

7月 16日 第 389回

9月 3日 第 390回

9月 24日 第 391回

10月 17日 第 392回

11月 5日 第 393回

11月 19日 第 394回

12月 3日 第 395回

12月 17日 第 396回

バイオロジカルシンポジウム

12月 22日 第 110回 9月 25日 第 115回

4月 23日 第 111回 10月 22日 第 116回

5月 25日 第 112回 10月 22日 第 117回

7月 27日 第 113回 12月 13日 第 118回

9月 3日 第 114回

内部交流セミナー

49年 1月～49年 12月まで毎月第 1,第 2金曜日開催

抄 読 会

49年 1月-49年 12月まで毎水曜日開催

三島遺伝談話会

3月 22日 第 218回 7月 12日 第 222回

5月 10日 第 219回 8月 30日 第 223回

6月 6日 第 220回 8月 31日 第 224回

6月 29日 第 221回 12月 2日 第 225回

主 な 来 訪 者 (敬称略)

…訃 …92:≡;呂 冨:,Tac:e占,Daecpe7',oifvi:?.0:0:ぎ･EUn霊me.r.si:yy,ofc.芸.i;?LEA.n.･,cUa'nsb::r'a,

AtlStr81i&.

5月 18日 N.Sueoka,Dept.ofMolecular,Celllllar&DevelopmentalBiology,
CollegeofArtsandSciences,UniversityofColorado,U.S.A.

8月 23日 M.Grossman,AnimalSciencesLab,.UniversityofIllinois,U.S.A.
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8月30日 ElieL.Wollman,1nstitutPasteur,France.

9月 24-26日 S.Abrahamson,Dept.ofZoology,UniversityofWisconsin,

U.S.A.

10月21-23日 C.Petit,LaboratoiredeG6n6tiquedosPopulations,UniverBit6

deParis,France.

10月 22-23日 R.H.Rownd,Dept.ofM:olecularBiology&Biochemistry.Uni-

versityofWisconsin,U.S.A.

R.CurtiSSIII,Dept.ofMicrobiology,UniversityofAlabam,U.S.A.

F.表 彰

G. 義 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.

抄 訳 金

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSympoBi&OfMiBhim&

外国の関係学者来訪の際,随時開催,講演討論のいっさいを英語で行う.

日本遺伝学会三島験話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行う.

H.図書および出版

図書委員長 (昭和 49年度)松

図 書 委 員 (昭和 49年度)蘇

鈴

1) 蔵 書 数

孝

昭

原

上

河

村

英

朗

穂

太

秀

永

井

木

忠,太 田 朋 子

雄,下 遠 野 邦 忠

洋 書 1 7,336冊
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2) 49年度図書増加冊数

国立遺伝学研究所年報 第 25号

購 入 l寄 贈 l 計

8) # % (a)

購 入t寄 贈1 計 【 備 考

4) 出 版

書 名 巨 -ジ数 L発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 24 号

Ann.Rep.NationalInst.
Genetics.No.24

1,000部

1,500部

国内研究機関,大学,試験場ほか

内外研究機関,大学,試験場ほか

付

1. 財EZl法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行うこ

とになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 田島弥太郎,大島 長造

理 事 篠遠 善人,和田文書,松永 英,木原 均

手 業概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学習用

プレパラートの配付,遺伝学突放用小器具の改良,新考案の製作および配付,幻燈用スラ

イドの製作および配付,遺伝学実習小動物並びに植物の繁殖および配付.
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2.全国種蓮遺伝研究金

本研究所内に,昭和 25年,社団法人全国種鶏遺伝研究会が発足し,同 29年,佳意団

体全国種鶏遺伝研究会に改組した.応用遺伝部が主となって,年1回研究会を開催し,ニ

ワト])の育種に関する基礎知識の普及,指導および研究情報の交換に当たっている.

●
I
ン′

■
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